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憧れの人はカフェのオーナー




「では、私はこれで失礼します」

　バッグを手に持ち、オフィスを出ようとしたら、同期の渡わた辺なべ君が驚いた様子で私を見た。

「失礼します……って、お前、これから部の歓迎会があるのに帰るのかよ」

　咎とがめるようなその口調に思わず怯ひるんで足を止めてしまう。

　ううっ、面倒な人に見つかってしまった。

　私は松まつ本もと美み月づき。この四月、真さな田だ物ぶっ産さんに入社し、総務部に配属された新入社員で、二十二歳。

　髪はブラウンベージュのセミロングで、身長は百五十五センチ。

　猫顔で、友達にはマンチカンに似てるとよく言われるけれど、その猫は短足のイメージがあってあまり嬉しくない。

　真田物産は日本でも三本の指に入る総合商社。国内外に三十を超える支店や関連会社を持ち、総従業員数は約十二万人という大企業。

　ここ丸まるの内うちにある三十五階建てのオフィスビルには、九百人近い社員が働いている。

「新入社員は私の他にも三人いるし、今日はちょっと用事があって……あはは」

　作り笑いを浮かべながらそんな言い訳を口にしたら、渡辺君がスーッと目を細めた。

「お前、最初の歓迎会くらいちゃんと出ろよ。新人の義務だぞ」

　渡辺君、そんな怖い顔しないで～。身体が大きいからかなり威圧的に感じるよ。

　彼……渡辺樹いつきは私と同じ総務部で、大学時代にハンドボール部のキャプテンだったこともあり、礼儀にうるさく、新人の中でもリーダー的存在。先輩よりも的確に、要領の悪い同期をフォローする。

　でも、私はそんな彼が苦手だ。面倒見がいいのは認めるけれど、直接仕事に関係のないことにまで口を出されたくない。

「用事があるから無理なの～！」

　私の存在は忘れてください～。

　渡辺君から視線を逸らし、数歩後ずさると、なにか言われる前に逃げるようにオフィスを飛び出した。

　ちゃんと歓迎会の幹事の人には欠席と伝えてある。

　悪い気がしないわけでもないけれど、人と馴れ合うのは好きじゃない。あまり自分のことを聞かれたくないから。

　決まった用事というのは特にない。でも、これから行く場所はある。

　それは、私がこよなく愛するカフェ『ノワール』。銀ぎん座ざにあり、会社からだと歩いて二十分ほどで着く。

　高級ブランド店が並ぶ裏通りにそのカフェはひっそりと佇たたずんでいて、外観は大正ロマンを思わせる、こぢんまりとしたレンガ造りの洋館。

　ピカピカに磨かれた木製のドアを開ければ、そこはノスタルジックな空間だ。

　窓はステンドグラス。木製の古い壁掛け時計がドアの正面にあって、アンティークの椅子とテーブルが並んでいる。棚には革装の本が並び、店内はガラスのランプシェードの照明で優しい光に包まれている。クラシックの音楽が流れていて、時を忘れて安らげる場所。

　いつものように中に入ると、店の顔と言ってもいい超絶美形がカウンター越しににこやかに微ほほ笑えんだ。

「やあ、美月ちゃん、いらっしゃい」

「こんにちは、玲れい司じさん」

　彼の笑顔を見ると、とても心が和なごむ。

　真田玲司さんはこのカフェのオーナーで、年は三十歳。

　百八十五センチの長身に、ナチュラルなマッシュスタイルのダークブラウンの髪、そして、見る者を魅了するライトブラウンの綺麗な瞳は、セクシーかつエレガントで見つめられるとドキッとする。

　白いシャツに、黒のパンツというシンプルな出いで立たちだが、彼が着るとパッと華やいで、モデルではないのかと勘違いしてしまいそう。

　彼は私が高校生の頃からの憧れの人で、恩人でもある。

　奥にある窓側のテーブル席に着くと、夕方だけバイトに来ているウェイターの晴はる人とさんが水を持ってきた。

「美月ちゃん、注文はいつものでいい？」

「はい。カプチーノをお願いします」

　ニコッと笑って頼めば、彼は優しく目を細めて頷いた。

「了解」

　晴人さん……長は谷せ川がわ晴人さんは、玲司さんの三つ下の従弟いとこ。

　彼も背が高く、ハニーブラウンの明るい髪に、パッチリ二重の目と、アイドル系の顔をしたイケメンだ。

「相変わらず、女性客が多いですね」

　ちらりと店内を見回せば、二十代から三十代の女性たちが私のようにひとりで来ている。

　ここのコーヒーが美味しいというのもあるけれど、彼女たちのお目当ては多分、玲司さんと晴人さんだろう。

　ふたりとも美形だから、目の保養になるもんね。

「まあね。こないだ玲司さんを口説こうとしてたお客さんもいたよ」

　おもしろそうに語る彼の言葉にチクッと胸が痛むが、ハハッと笑って返した。

「モテる男も大変ですね」

「玲司さんはあしらい方を知ってるから大丈夫。でも、そんな他ひ人と事ごとみたいに言ってていいのかなあ？」

　意地悪く微笑む晴人さんにドギマギしながら「なんのことです？」ととぼけたら、彼が私に顔を近づけて声を潜めた。

「玲司さんに告白しなくていいの？」

　晴人さんの言葉にギョッとしながらも、あくまでもしらを切る私。

「なにを言ってるんですか」

「もうさあ、思い切って告白しちゃえば？　今、玲司さんフリーのはずだよ」

　私が認めていないのに、彼は追い討ちをかけるように続けた。

「だから、そんなんじゃありません！」

　ついムキになって声をあげたら、店中の人の視線を集めてハッとした。

「もう晴人さん、変なこと言わないでください！」

　慌てて小声で言い直すと、彼はニヤリとする。

「そんな必死に否定しちゃってかわいいなあ。でもね、美月ちゃん、玲司さんが好きだって顔に出てるから」

　わ～、私の気持ち、そんなにバレバレなの～？

　動揺しながらどうやって口止めしようかと考えていたら、カウンターにいた玲司さんが晴人さんを呼んだ。

「晴人、ちょっと手伝って」

　玲司さんにニコニコ顔で声をかけられ、晴人さんは苦笑いした。

「あ～、ボスがお呼びだ」

　彼がカウンターに戻り、フーッと胸を撫なで下ろす。

「……ひとまず助かった」

　心を落ち着かせようと、バッグからスマホを取り出して、アプリで小説を読み始めた。

　だが、文字がなかなか頭に入ってこず、カウンターにいる玲司さんに目を向ける。

　彼とは八つも年が離れているし、私は女として見られていない。そもそも恩人である玲司さんに告白なんておこがましいよ……。

　今こうして私が就職をして普通の生活を送れているのも、彼のお陰。

　私が高校生の時、ある事件が起こった――。
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　あれは、高三の秋のこと。

　いつものように学校が終わると、私はテスト勉強のためにノワールに立ち寄った。

「美月ちゃん、いらっしゃい。今日は早いね」

　午後四時前に店に入った私を見て、玲司さんがニコッと微笑む。

「テスト前で、今日は補習がなかったんです」

　そう答えれば、彼は「へえ、そうなんだ」と笑顔で相あい槌づちを打った。

　奥のテーブル席に腰を下ろすと、いつもは晴人さんが注文を聞きに来るはずなのに今日は違った。

「美月ちゃん、なににする？」

　玲司さんがとことこやってきて、私のテーブルの上に水を置く。

「あれ？　晴人さんはこの時間はまだいないんですね」

　気になって尋ねたら、彼は横のテーブルに少し寄りかかりながら答えた。

「晴人はいつも五時からなんだけど、今日は大学の友人と飲みに行くらしくて休みなんだ」

「そういえば、晴人さん大学生でしたね」

　たまに晴人さんと話すと、『論文が書けない』などと言って溜め息をついている。

　玲司さんの言葉に相槌を打った時、彼の顔がアップで視界に飛び込んできてドキッとした。

「晴人がいなくて寂しい？」

　身を屈めてじっと私を見ている彼。

　こんな至近距離で好きな人に見つめられては落ち着かない。

「さ……寂しくはないですよ。晴人さんのファンの子は寂しいでしょうけど」

　つっかえながら答えると、彼はニヤリとして私にまた質問した。

「ふーん、じゃあ美月ちゃんは誰のファン？」

　誰のファンって……。

　その聞き方だと、もう玲司さんしかいないじゃない。

　本人を目の前にしてファンだなんて言えないよ～！

「そ、それは……ノワールのコーヒーのファンですよ。玲司さんの淹いれてくれるコーヒー美味しいですもん」

　我ながらうまくごまかせたと思う。

　激しくうろたえながらもそう取り繕えば、彼は意地悪く目を光らせた。

「なんだ。僕って言ってくれたら、とびきりのラテアートを披露したのにな」

「え～！　それどんなのか気になります」

　その話に食いつくが、玲司さんは楽しげに笑って、ある条件を提示した。

「だったら、今度のテストで学年十番以内に入れば、美月ちゃんのために淹れてあげる」

　十番以内って……。

　その条件に絶句する私。

　いつも五十番台をウロウロしているんだよ。

「……無理です」

　俯いて小さく呟いたら、彼が私の顎あごを掴んで微笑んだ。

「美月ちゃんならできるよ」

　その甘い笑顔が神こう々ごうしい。

　ほうっと見み惚とれる私に、彼はさらに顔を近づけて尋ねる。

「それで、注文はなににする？」

　目と鼻の先に彼の顔があって驚きで目を大きく見開いた。

「美月ちゃん？」

　彼に名前を呼ばれ、微動だにせず固まっていた私はハッと我に返った。

　あ～、びっくりした。心臓がバクバクしてる。

　キスされるかと思ったよ。

「ええと、カプチ……いえ、オリジナルブレンドお願いします」

　いつもカプチーノを頼むのだけれども、テストが終わるまで断とうと決めた。

　やれるだけやってみるんだ。

　玲司さんができるって言うなら、テストも頑張れそうな気がする。

「了解」

　ポンと私の頭に軽く手を置いて、彼はカウンターに戻っていく。

　きゃあ～、玲司さんに触れられちゃった～。

　顔の熱が急上昇する。

　彼の後ろ姿を見つめながら、火ほ照てった頬に手を当てた。

　玲司さん、予告なく触れないで～！

　それに意味もなく見つめるのもダメです～！

　胸の鼓動が激しくなって失神しちゃうよ……って、浮かれている場合じゃない。勉強しなくちゃ。

　学校指定の黒いナイロンのバッグから数学の参考書とペンケースを取り出し、練習問題を解いてみる。

　二問目でつまずいて「うーん」と唸うなっていたら、玲司さんの笑い声がした。

「美月ちゃん、眉み間けんに皺しわが寄ってるよ」

　私の眉間をツンとつくと、彼は私のテーブルにコーヒーとケーキを置く。

　ぎゃぁ～！と声のない悲鳴をあげ、眉間を手で押さえる私。

　だけど、すぐにケーキに目がいって首を傾げた。

「あれ？　ケーキは頼んでないですけど」

「うちの新作のオレンジのタルト。食べてみて」

「え？　いいんですか？」

　いつもコーヒー一杯で閉店までいるのに、ケーキまでご馳走になるなんてなんだか申し訳ない。

「女の子の感想が聞きたくて。その数学の問題も解けてないみたいだし、頭に栄養をあげないとね」

　玲司さんが、私が格闘していた数学の参考書に目を向けた。

「微分って苦手なんですよね」

　苦笑いしながら答えれば、彼が私の手からシャーペンを奪い、ノートに数式を書き込む。

「ここはこの公式を使って、増減表を書いていくといいよ」

　優しく教えてくれるが、彼の顔がすぐそばにあってドキドキする。

　私の心臓の音が彼に聞こえてしまいそうだ。

「わかった？」と玲司さんに確認され、慌ててコクコク頷いた。

「あっ……はい。玲司さんって頭いいんですね」

「数学が得意だっただけだよ。一問解けたから、ケーキ食べてひと休みしてね」

　彼は私の手にシャーペンを戻し、カウンターへと戻っていく。

　私は勉強はいったん休憩することにして、まずはコーヒーにミルクをたっぷり入れ、ひと口飲んだ。

　香りもいいし、味もまろやかで美味しい。ファミレスで飲むコーヒーとはまったく別物だ。

　次にタルトをフォークで切って口に入れると、甘酸っぱいオレンジの風味が広がった。

　あっ、この味……好き。何切れでも食べられそう。

　ニマニマしながら食べ進めていたら、玲司さんがやってきて私の横に腰を下ろした。

　その手にはコーヒーカップがある。

「僕もちょっと休憩。タルトどう？」

「甘さもちょうどよくて美味しいです。もっと食べたくなっちゃう！」

　玲司さんに感想を求められて、興奮気味に答えた。

「よかった。安心して出せそうだな」

　少しホッとした顔をする彼をじっと見る。

「玲司さんが作るものならなんだって美味しいですよ」

　実際、このお店のカレーやパスタはどれも絶品。千円もしないのに、高級店のような味を楽しめる。

「仕事でなら作るけど、普段料理は全然しないんだ」

　彼の意外な告白に驚いた。

「え？　そうなんですか？」

「僕にとっては食べるのが義務っていうか、口に入れば食パン一枚でも、サラミソーセージ一本丸ごとでもなんでもいいって感じかな」

　普段の玲司さんからは想像できない。

　調味料とかにこだわってマメに料理していそうなのに。

「それじゃあ、病気になりますよ」

　玲司さんの身体が心配になって注意すれば、彼は小さく笑った。

「今のところは大丈夫。健康体だからね」

　そんな感じで和やかに話をして、私がケーキを食べ終わると彼はカウンターに戻っていった。

　多分私を気遣って一緒にいてくれたのだろう。

　家に帰っても私が誰かと一緒に食事をすることはないと、彼は知っているから。

　それから勉強に集中していたが、玲司さんに声をかけられ我に返った。

「美月ちゃん、もうすぐ十時になるよ。家に帰らないと」

　もうそんな時間になっていたのか。

　チラッと腕時計を見れば、午後九時五十六分。お客さんもふたりくらいしか残っていない。

　家に帰りたくない……な。

　でも、お店だって十時に閉まる。これ以上長居はできない。

「あっ、ごめんなさい。すぐに帰る準備します」

　慌ててテーブルの上の本を片付けたら、彼はそんな私を見て優しく微笑んだ。

「うちはいいけど、夜の女の子のひとり歩きは心配だからね」

　心配かあ。

　うちの母は私がいつ帰ろうが気にしないだろうな。

　母の興味は男にしかない。

　小学六年の時に父がガンで亡くなり、私の生活はガラリと変わった。

　父はサラリーマンで、母は専業主婦。都内のマンションに住む、ごく普通の家庭だった。

　でも、父が死んでからは母とふたり安いアパートに引っ越し、母は保険会社の外交の仕事をするようになったけれど、うまくいかずクラブのホステスに……。

　新しい服も靴も買えず、毎日食べていくので精一杯。

　両親は駆け落ち同然で結婚したので、頼れる親戚もいなかった。

　そんな時、母はクラブで会った男の恋人になり、私たちは男の用意した銀座のマンションに引っ越したのだ。

　相手は闇やみ金きんの経営者で、母は男に捨てられないように必死だった。

　夜は恋人に言われるまま週に何日か銀座のクラブで働いて、そこで枕営業的なこともしていた。

　私がそのことに反対しても、母は考えを変えようとしない。

　父が生きていたら……って何度思っただろう。

　だが、どんなに願ったところで、現実は変わらないのだ。

　子供の私にはなにもできないのが歯がゆい。

　いつも朝起きると、一万円札がダイニングテーブルに置かれていて、それが私の食事代。中学の頃は五百円玉だった。

　一万円は大金だ。金持ちの恋人ができて、母の金銭感覚はおかしくなったのだろう。もらったお金は必要最低限だけ使い、残りは貯金していた。

　確かに、いい暮らしはできるようになったけれど、その男が毎日のようにマンションに出入りしていたし、学校から帰ってもいるから、居場所のない私はコンビニやファミレスで時間を潰したこともある。

　そんな時だった。玲司さんと出会ったのは――。

　たまたま大雨の日にノワールの前で雨宿りをしていたら、玲司さんに優しく声をかけられたのだ。

『外だとずぶ濡れになるから、中に入るといいよ。なにも注文しなくていいからね』

　その言葉に甘えて中に入ると、彼は私に傘の絵が書かれたカプチーノをご馳走してくれた。

『これで身体あっためて』

　柔らかな笑みを浮かべる彼。

　そのカプチーノはとても美味しくて、彼の笑顔のように温かかった。




　その出来事があってから、毎日のように学校帰りにノワールに寄って勉強するようになった。

　カプチーノ一杯で閉店までいても、玲司さんたちは嫌な顔ひとつしない。逆に賄まかないを食べさせてくれたり、勉強を見てくれることもあってとても居心地がよかった。

　そしてなによりも、玲司さんの笑顔に癒されたんだと思う。

　彼に会うと、家での嫌なことも忘れられた。

　ノワールは私にとってのオアシスになっていたんだ。




　その日も会計を済ませたら、いつものように玲司さんがドアのところまで見送ってくれた。

「気をつけて帰ってね」

「はい。ご馳走様でした」

　明るく笑いながら手を振って、ノワールから一キロほど離れた自宅マンションに帰る。

　ドアを開ければ、母のパンプスが何足か転がっていた。

「もう！　お母さんだらしないな」

　小声でぶつぶつ言いながら母のパンプスを揃え、靴を脱いで玄関を上がる。

「ただいま～」

　バッグを持ったまま奥にあるリビングに行くが、母の姿はなかった。

　ソファには母が脱ぎ散らかした服が散乱し、テーブルの上にはビールの空き缶がいくつも置かれている。

　どうやら片付けもせず、外出したようだ。

　ハーッと溜め息をつきながらバッグをカーペットの上に置き、まず母の服を拾い集めて、バスルームの洗濯カゴに入れる。

　次にリビングに戻ってテーブルの空き缶を片付けた。

「朝は空き缶はなかったのにな」

　ここ最近、お酒を飲む量が増えているような気がする。

　夜少し飲むくらいならいいけれど、日中からビールを飲むなんて……。

　いくら言っても母は私の言うことなんか聞かない。

　もし今、母の恋人に愛想をつかされたら、私たち親子はどうなってしまうのだろう。

　私はまだ高校生だし、ちゃんとした職にも就けない。

　先のことを考えると、気が滅入ってしまった。

　制服を着替える気力もなく、ソファにゴロンと横になり、静かに目を閉じる。

　疲れていたのか、そのままスーッと眠ってしまったらしい。

　なんだか身体が重い。

　なにかが乗っかっているよう……な？

　違和感を覚えて目を開けたら、ガッシリとした大男が私に覆いかぶさっていて……。

　赤髪……耳にピアス。

　や、矢や島じま！

　母の恋人の矢島修しゅう一いちが私のブラウスのボタンに手をかけている。

「嫌！」

　とっさに叫んで、起き上がって矢島の手を叩くが、彼に手を掴まれ、ソファの上で組み敷かれてしまった。

　あまりのショックで心臓はバクバク。突然のことに頭がついていかない。

「ど……どうしてこんなことするんですか！」

　慌てふためきながらも彼を睨にらみつける。

「お前の母親には飽きてな。やっぱり若い方がいいからな」

　ねっとりと絡みつくようないやらしい目をした彼を見て、ゴクッと固かた唾ずをのんだ。

　怖かった。

　このままでは矢島に乱暴される。

　逃げなきゃ！

　母もいないし、自分でなんとかするしかない。

　彼から逃れようとするも、体格差がありすぎてビクともしない。

　なんで手を動かすことすらできないの！

　焦る私。

　彼が顔を近づけてきて、恐怖を感じて思い切り蹴り上げた。

　それが運よく矢島の股こ間かんを直撃し、彼が「うっ！」と呻うめいて身体を丸める。

　その隙に彼から逃げて、なりふり構わずマンションを出た。

　頭に浮かぶのは玲司さんの顔。

　彼ならきっと私を助けてくれる。彼なら……。

　走ってノアールに向かう。

　息が苦しかったが、立ち止まってはいけない。矢島につかまってしまう。

　お願い。もっと速く走って。私の足！

　必死の思いで走ると、ノアールの外観が視界に映った。

　あともう少し。

　足がもつれそうだったが、やっとのことで店の前に着いたら、ちょうど玲司さんが外のブラックボードを片付けるところだった。

「玲司さん！」

　名前を呼んでその胸に飛び込むと、彼は少しよろけながらも私を抱きとめ、目を丸くした。

「え？　美月ちゃん、どうしたの？」

　玲司さんに聞かれても、動揺していて答えることはできなかった。

　身体の震えが止まらない。

　ギュッと彼にしがみつく。

　……怖いよ。

　でも、もう大丈夫だ。玲司さんがいる。

　しばらくの間、彼はなにも言わずに私を抱きしめてくれていた。

　十分くらいそうしていたかもしれない。

　あっ、私……玲司さんに抱きついてる。

　急に恥ずかしさが込み上げてきて、パッと離れようとしたら、彼はとても温かな目で私を見た。

「落ち着いた？　靴も履いてないみたいだけど、なにがあったか話せる？」

「……はい」

　彼の目を見て頷いて、母の恋人に襲われそうになったことを話した。

「そんなことがあったんだ。怖かったね」

　玲司さんは私の頭を優しく撫でる。

　同情ではなく、本気で心配してくれていることが、彼のその眼差しから伝わってくる。

　玲司さんに会って気が緩んだのか、彼の腕の中で子供のように声をあげて泣いた。

「玲司さ……ん」

　矢島が獣けものに見えた。

　抵抗してもなかなか振りほどけなくて、そのまま襲われるかと思った。

「もう大丈夫だよ」

　彼は私を落ち着かせるために、何度もその言葉を口にした。

　やがて私が泣きやむと、店内に入り、温かいココアを淹れてくれた。

「さあ、これで身体を温めて」

　テーブルに置かれたココアを見て、あれ？と首を傾げる。

「……ココアってメニューにはないんじゃあ？」

　不思議に思って聞いたら、彼はフッと笑みを浮かべた。

「これは晴人の私物。あいつ甘いのが好きで隠れて飲んでるんだ」

「でも、晴人さんのなのに勝手に飲んでいいんですか？」

　晴人さんの許可なく飲むのはなんだか気が咎める。

　飲むのをためらう私の唇に、玲司さんは悪いた戯ずらっぽく笑って指を当てた。

「だから、あいつには秘密だよ」

　私の唇に当てられた指はすぐに離れたけれど、彼に触れられて心臓がドキッとした。

　わ～、不意打ちだったからびっくりしたよ。

　顔も赤くなってきて、ココアをじっと見ていたら、玲司さんに急かされた。

「美月ちゃん、ボーッとしてると冷めちゃうよ」

「あっ……はい。いただきます！」

　慌ててココアを飲めば、「熱い！」と舌を火傷やけどして、彼にクスクス笑われる。

「そんな急がなくていいよ。僕はちょっと店の片付けをするから、それ飲んで待ってて」

　彼の笑顔を見て元気が出てきた。

「はい」

　明るく返事をしてココアを飲む。

　あったかくて、甘い――。

　なんだかすごくホッとして身体がポカポカしたまでは覚えているのだけれど、その後の記憶がない。

　気づいたら、知らない部屋のベッドの上にいた。

「あれ？　ここはどこ？」

　玲司さんとカフェにいたはずなのに、どうしてベッドで寝ているんだろう？

　カーテンの隙間から日の光が差し込んでいる。

　もう朝？

「ちょっ……今何時～！」

　慌ててベッドから上体を起こして腕時計に目をやれば、七時半を過ぎていた。

「うわ～、もうそんな時間？」

　マズイ。学校に遅刻しちゃう！　それに、制服のまま寝たから皺になってるよ～！

　玲司さんの姿を探して部屋を出ると、リビングらしき広い部屋で、彼とスーツを着た男性が話し込んでいるのが、ガラスのドア越しに見えた。

　ためらいがちにノックしたら、玲司さんが笑顔でドアを開ける。

「おはよう。眠れた？」

「はい。あの……邪魔しちゃってすみません。ここはどこですか？」

「僕のマンションだよ」

　玲司さんのマンション？

　私がカフェで寝ちゃったから、自分のマンションへ連れてきてくれたのか。

　いろいろ迷惑をかけて申し訳ないことをしちゃったな。

　よくよく考えると、なにも考えずに彼のところに逃げてきてしまった。

「あの……私……帰ります」

　そう口にするが、急に彼は真剣な眼差しを私に向けた。

「靴もないのに？」

「それは……そのまま家に帰って……学校に行きま……!?」

　玲司さんがいつになく厳しい顔で私の言葉を遮る。

「ダメだ。家に帰れば、また同じことが起きるよ。僕に任せてくれないかな？　悪いようにはしない」

　玲司さんは私をじっと見つめ、訴えるように言うと、中にいる男性を紹介してくれた。

　彼は水みず嶋しまさんといって、親に虐待された子供を支援している非営利団体の職員だった。

　玲司さんと水嶋さん、あとは玲司さんの従姉いとこだという弁護士さんが母と話をしてくれて、私は母から離れて暮らすことになった。それまでの高校からは転校し、その団体の支援を受けて、大学まで全寮制の学校に通った。

　弁護士さんの指示で母との連絡は一切絶った。また母の男に狙われる可能性があると強く言われたから。

　母のことは気になったけれど、自分がちゃんとひとり立ちするまでは我慢しようと心に決めたのだ――。
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　その後、無事に大学を卒業した私は、大企業の真田物産に就職した。

　もともと商社の仕事に興味があったのと、単に玲司さんと名前が一緒というだけで第一志望にしたが、経営はうまくいっているし、福利厚生もしっかりしていて、いい会社に入れたと思う。

　過去の出来事を振り返っていたら、耳元でクスッと玲司さんの笑い声がして現実に引き戻された。

「美月ちゃん、なにボーッとしてんの？　慣れない仕事で疲れた？」

　慌ててスマホのアプリを閉じてテーブルの上に置く。

　恋愛小説を読もうとしていたなんて恥ずかしいから知られたくない。

「そ、それもあるけど、パンプスが履き慣れていなくて足の感覚が麻ま痺ひしてます」

　苦笑しながら答えれば、彼は甘く微笑んだ。

「じゃあ、これ飲んでゆっくり休んで」

　コトンと彼がテーブルの上にカプチーノを置く。

　かわいい桜のラテアートが目を引いた。

「わあ～、かわいい～！」

　嬉しくなってはしゃぐと、玲司さんは楽しげに目を細めた。

「美月ちゃんの反応の方がかわいいけどね」

　照れもせず、そんなセリフをサラッと口にするところが彼らしい。

　でも、完全に子供扱いだな。

　少しへこみながらも、明るく笑って返した。

「玲司さん、誰にでもそういうこと言いますよね」

「心外だな。ちゃんと相手を選んで言ってるよ」

「だから、その言い方……相手に誤解されますからね」

　自分は彼にとって特別なんだと勘違いしてしまう。

　少し咎めるように言うが、玲司さんは女の子を虜とりこにしそうな色気のある顔で首を傾げる。

「なにが？」

　……ダメだ。この人、天性の女たらしだわ。

　説明しても自分が罪作りな男だって理解できないだろう。

「もういいです。忘れてください」

　ハーッと溜め息交じりに言えば、彼はカウンターに戻らず私の対面の席に座った。

　そこへ晴人さんがカレーを二皿持ってきて……。

「どうぞごゆっくり」

　ニヤニヤ顔の晴人さんに困惑しながら言う。

「あの……私頼んでないですよ」

「いいから、いいから。玲司さんの休憩に付き合ってあげて」

　パチッと私にウィンクすると、晴人さんは他の客に呼ばれて行ってしまった。

「店のおごりだから気にせず食べて。そういえばさ、この時期、新人歓迎会とかないの？」

　玲司さんの言葉にギクッとする。

「……そ、それはですね。えーとー……あの……」

　ゴニョゴニョ口ごもる私を「これからなの？」とニコニコ笑顔で追及する彼。

　なんだかごまかせない雰囲気。

　観念して「実は……今日です」と言えば、彼は悪いた戯ずらっぽく笑った。

「サボッてうちに来たんだ。悪い子だな」

　玲司さんって結構意地悪かも。

　そんな感じで彼にいじられているうちに閉店時間になって、少し残念に思いながらも会計をし、「ご馳走様でした」と笑顔で店を出た。

　明日は土曜日だからゆっくり休めるなあ……なんて考えながら、独身寮に帰ろうとして歩いていたら、ドンと誰かにぶつかった。

「す、すみません！」

　すぐに謝って顔を上げれば、それは二度と会いたくなかった人物で……。

「矢島……修一」

　思わず声に出して名前を呟くと、矢島はまじまじと私を見た。

「お前……照てる美みの娘」

　照美というのは私の母の名前だ。

「ずっと探してたぞ。お前の母親が借金をしてな。話があるから来い」

　矢島がニヤリとして私の手を掴む。

　その目はまるで獲物を狙うヘビのよう。

「い……や。離して！」

　振り払おうとするが相手の力が強くて、逃げられない。

　道ゆく人たちも知らないふりをして通り過ぎていく。

　このまま彼につかまってしまうの？

　そんなの嫌！

　諦めかけたその時、玲司さんが息せき切って現れた。

「彼女を離せ！」










わけありな彼女［玲司ｓｉｄｅ］




「あれ？　美月ちゃんスマホ忘れてったな」

　彼女がいたテーブルを片付け始めた晴人が、スマホを手に困惑の表情を浮かべていた。

「俺が届けてくる。まだ近くにいるだろうから」

　彼の手から美月ちゃんのスマホを受け取ると、俺はすぐに走って彼女を追いかけた。

　美月ちゃんはうちの常連さんで、俺も晴人も妹のように彼女をかわいがっている。

　目立つタイプではないが、色白で目がくりっとしていて綺麗な子だ。それに、昔祖父が飼っていた猫に雰囲気が似ている。

　美月ちゃんははにかみ屋さんで、目を合わせて俺と話をしてくれるまでに三カ月かかった。

　ノワールは、俺が慕っていた祖父が道楽で開いた店。祖父が亡くなったのを機に、俺が受け継いだ。

　小さい頃は学校が終わると家に帰らず、ノワールで夜遅くまで過ごした。

　祖父は真田物産の創業者で、今の社長は俺の父だ。

　一応、俺も真田物産で専務をしているが、毎月第一月曜日に行われる役員会議以外は基本的に会社に顔を出さず、ノワールのオーナーをしながら、俺の秘書である晴人を通して職務を遂行している。

　晴人は俺の父方の従弟で、大学卒業後は真田物産に就職し、社長の甥という立場を利用して俺の秘書になった。それまでは水嶋という男が秘書をしていたのだが、晴人はノワールによく出入りしていた水嶋とも顔見知りだったため、ふたりで俺を次の社長にしようと画策している。

　晴人は会社とノワールを毎日行き来して、俺が進めているプロジェクトの進しん捗ちょく状況を報告し、懸案事項について俺の指示を仰ぎに来る。

　彼は『玲司さんに真田物産の仕事を早くやらせたいから』なんて言っていつもカフェを手伝ってくれるが、単にうちにやってくる女性客にちやほやされたいからだと俺は密かに思っている。

　なぜ俺は会社に出勤しないのか？

　それは、俺が父の愛人の息子だからだ。

　父にはもうひとり、正妻の息子がいて、俺の四歳下で弟にあたる。

　俺が会社に頻繁に顔を出せば、正妻がいい顔をしない。

　ただでさえ六年前に他界した祖父の意向で専務になったことを恨まれているのだ。弟の斗とう真まが俺よりも役職が上ならまだいいのだが、彼は常務で、俺はいろいろとやりにくい立場にいる。

　兄弟仲は悪くないが、正妻の相手をするのが面倒で、真田家には仕事以外ではあまり関わらないことにしている。

　それに、父も昔から俺のことを厄やっ介かい者だと思っているのだ。

　弟が素直に会社を継ぐと言えば丸く収まるのにな。

　だが、当の弟は俺に義理立てして、将来の社長の座を譲ろうとしている。

　俺にとっては迷惑な話だ。

　いっそのこと真田家と縁を切ろうかと思案していた時、美月ちゃんに出会った。

　あの日は夕立があって、うちの店先で彼女が雨宿りをしていて……。

　びしょ濡れの美月ちゃんを見ていられなくて、店に招き入れた。

　それがきっかけで毎日のように来るようになったのだが、いつも閉店時間までいる彼女が気になっていた。

　まるで昔の俺だなって思ったんだ。

　愛人の子で、五歳の時に母と死別して父に引き取られた俺。

　真田の家は裕福で金銭的には恵まれていたが、俺は父の正妻に蔑さげすまれ、肩身の狭い思いをしてきた。

　だから彼女にもなにか事情があるんだと思い、そっと見守っていたのだが……。

　五年ほど前に、事件が起こった。

　美月ちゃんが母親の恋人に襲われ、俺の店まで逃げてきたのだ。
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　その日、店を閉めようと外のボードを片付けていたら、家に帰ったはずの彼女が俺の胸に突然飛び込んできた。

「玲司さん！」

「え？　美月ちゃん、どうしたの？」

　しばらく待ってみたが、彼女はなにも答えず震えながら抱きついている。

　きっとなにか怖いことが彼女の身に起こったのだろう。

　美月ちゃんは靴も履いていなかった。

　話せるようになるまでずっと抱いていると、彼女は急に取り乱した様子で俺から離れようとする。

「落ち着いた？　靴も履いてないみたいだけど、なにがあったか話せる？」

　俺の質問に、「……はい」と小さく頷く彼女。

　胸に手を当てながら、美月ちゃんはややくぐもった声で俺に説明する。

「家に帰って……ソファでうとうとしていたら……母の恋人に襲われそうになって……」

　その話を聞いて怒りが込み上げてきた。

　未遂に終わったのは、たまたま運がよかっただけ。

「そんなことがあったんだ。怖かったね」

　そっと美月ちゃんの頭を撫でたら、彼女はワッと泣き出した。

　ショックが大きかったに違いない。

　大粒の涙がポタポタ彼女の目からこぼれ落ち、俺はその華きゃ奢しゃな身体を包み込むように抱きしめた。

「もう大丈夫だよ」

　何度そう声をかけただろう。

　店に入れてココアを出してあげたら、安心したのか眠ってしまった。

　美月ちゃんが眠っている間に店の戸締まりを素早く済ませ、秘書の水嶋に電話をかける。

「水嶋、ある女子高生を保護している。警察とその子の保護者に連絡を取ってくれ。身元は追ってメールする」

　水嶋は物静かだが、とても有能な男で、仕事も早い。水嶋の父親が祖父の秘書だったこともあり、彼は亡き祖父の意向で公私ともに俺に仕えている。

　電話を切るとすぐに、美月ちゃんの身元に関する情報をメールで送った。

　それからタクシーを呼んで、彼女を同じ銀座にある俺の自宅マンションに連れ帰る。

　美月ちゃんはまだ眠ったまま。

　俺の店に逃げてきたということは、彼女には他に頼れる人間がいないのだろう。

　美月ちゃんを救ってやりたい。

　強くそう思った。

　こんなかわいい子を傷つけるような真似をして……。

　目の前に美月ちゃんを襲った相手がいたら、ボコボコにしてやるのにな。

　彼女をゲストルームに運んでベッドに寝かせる。

　その時、美月ちゃんの両手首に痣あざがあるのに気づいた。指の痕がくっきりついている。

　恐らく襲われた時に腕を強く掴まれたのだろう。

「……かわいそうに」

　ポツリと呟いて、彼女の頭をそっと撫でた。

　彼女の恐怖を想像すると胸が痛い。美月ちゃんの今後のことを慎重に考えなくては。

　母親の恋人の家で暮らしているというのは厄介だな。同じことが今後も起こるかもしれない。

　母親と美月ちゃんを引き離すのは抵抗があるが、このまま同居していては美月ちゃんは救われないだろう。

　彼女に布団をかけてゲストルームを出ると、ズボンのポケットに入れておいたスマホが鳴った。

　スマホを取り出して画面を見たら、水嶋からの着信。

「どうなった？」

　電話に出てそう聞けば、落ち着いた声が返ってきた。

《金を見せたらあっさり了承しましたよ。涼すず華かさんにもお願いして法的手続きの書類にもサインさせました》

　母親は娘よりも金の方が大事らしい。それなら、娘と引き離しても良心は痛まない。

「そうか。急な頼みで悪かったな。明日の朝、出社前にうちに来てくれ。彼女の今後のことで話をしたい」

　水嶋に命じて電話を切ると、次の日、美月ちゃんにも、母親とは離れて暮らすように話した。

　彼女はやはり母親のことを気にしてためらっていたが、俺が「また同じことが起こる」と言って説得したのだ。

　ＮＰＯ法人の支援だと美月ちゃんに信じ込ませるために、水嶋に職員のふりをしてもらい、俺が通っていた寄宿学校へ彼女を転入させて、大学まで通わせた。

　彼女には金の心配をさせたくなかったんだ。

　ずっと足あし枷かせに思っていた真田の力が、役に立った。




　それからは陰ながら美月ちゃんの学校生活をサポートし、応援してきた。

　以前のように毎日店に来ることはなくなったが、なにか嬉しいことがあると、彼女はノワールに現れる。

「玲司さん、晴人さん、私、真田物産に就職決まりました～」

　大学四年の時、弾けるような笑顔で俺たちに報告をしに来た彼女。

　晴人と一緒に「おめでとう」と返しながらも、うちの社名を聞いて彼が俺に訝いぶかしげな視線を向けた。

　そんな晴人の目を見て、小さく首を左右に振る。

　俺が口添えしたと思ったのだろう。

　だが、俺は彼女の就職に一切関与していない。美月ちゃんの実力だ。

　彼女にはこのまま普通の女の子の生活を送ってほしい。

　そう思い、見守っていたのだが……。




＊　＊　＊




　店を出た美月ちゃんを追って大通りに出ると、ガタイのいい赤い髪の男が彼女の腕を強く掴んでいた。

「彼女を離せ！」

　その男を睨みつけると、手に持っていた美月ちゃんのスマホをポケットに無造作に入れ、ふたりの間に割って入った。

　赤髪の男には見覚えがある。こいつは……美月ちゃんの母親の恋人。

　会ったことはないが、前に水嶋に写真を見せてもらったから顔は知っていた。

　確か……矢島といったっけ。年は四十五くらい。

　闇金の経営者と聞いているが、その目は鋭くギラギラしていた。

「はあ？」

　矢島が俺を見て片かた眉まゆを上げる。しかし、俺は構わず彼の手を掴んで、美月ちゃんから引き剥がした。

「聞こえなかったか？　彼女を離せと言ったんだよ」

「お前、誰だ？」

　表情を険しくしてガンを飛ばす矢島を見据えて言い放った。

「彼女の婚約者さ」

　大嘘だが、そんなこと構っていられない。

　美月ちゃんと親密なことを相手にわからせる必要があった。

　矢島は美月ちゃんの家族構成を知っている。兄と言ったら、すぐに嘘だとバレるだろう。

「お前が？　美月の？」

　矢島がまじまじと俺を見るが、俺は怯まなかった。

　横にいる美月ちゃんはハラハラしながら俺を見つめている。

　彼女を守れるのは俺しかいない。早く矢島を追い払わなければ……。

　美月ちゃんの手を握り、彼に冷ややかに告げた。

「彼女にはもう指一本触れるな。でないと、警察を呼ぶ」

　矢島はフンと鼻を鳴らして、この場を去っていく。

　恐らく、警察を呼ばれるのが面倒だったのだろう。

　矢島の姿が見えなくなると、彼女がへなへなと地面に座り込んだ。

「……怖かった」

　そう小さく呟く美月ちゃんの身体はブルブル震えていた。

「もう大丈夫だよ」

　しゃがんで彼女をそっと抱きしめ、その背中をトントン優しく叩く。

　実際に矢島を見たのは初めてだが、あんなに図体がデカイとは思わなかった。

　身長は俺よりは低いが百八十センチはありそうだし、柔道でもやっていたようにガタイが大きい。

　あんな男に襲われそうになったのだから、彼女が怖がるのは当然だ。

　五分くらいそうしていると、彼女の震えも止まった。

「帰ろうか？」

　美月ちゃんに声をかけたら、彼女はコクッと頷いた。

　まだ、ショックから立ち直っていないのか、表情は強張り、言葉が出ないようだ。

　彼女はこの四月から真田物産の独身寮でひとり暮らしをしている。

　だが、このまま寮には帰せないと思った。

　美月ちゃんの様子が心配なのもあるが、もし矢島が彼女につきまとうようなことがあったら？

　彼は美月ちゃんの手を掴んでいた。

　今回、たまたま俺が彼女を追いかけたから事なきを得たが、そうじゃなかったらと思うとゾッとする。

　しばらくはひとりでいない方がいい。

　通りでタクシーを拾って美月ちゃんと一緒に乗り込むと、どこか放心状態の彼女に目を向けた。

「美月ちゃん、寮って代よ々よ木ぎだったよね？」

「……はい。あっ、あの……私、すぐに降りますから」

　急にハッとした表情になり、あたふたする彼女。

「ひとりでは危なくて帰せないよ。あれ、矢島だろう？　後をつけられたらどうする？」

　意地悪な質問だったかもしれない。

　だが、彼女に自分がどんな状況にあるか認識してもらう必要があった。

　美月ちゃんは、俺から視線を逸らし、自分の肩を抱いて黙り込む。

　矢島のことを想像して怖くなったのだろう。

「すみません。代々木までお願いします」

　運転手にそう告げると、タクシーは静かに発進した。

「玲司さん……お店だってあるのに……。迷惑かけてすみま……」

　申し訳なさそうに謝ろうとする彼女の言葉を遮った。

「迷惑だなんて思ってない。もっと頼ってよ。長い付き合いなんだから」

　ニコッと微笑むと、ズボンのポケットからスマホを取り出して、晴人に電話をかけた。

　ワンコールで繋がって、彼が《玲司さん、どうしました？》と尋ねる。

「晴人、ちょっと店に戻れなくなったから、お前代わりに閉めておけ。いつもの業務報告についてはメールで頼む」

　そう命じれば、彼はからかうような口調で返した。

《了解。送り狼にはならないでくださいよ》

「うるさいよ、お前は。じゃあ、頼む」

　すぐに電話を切ると、美月ちゃんが不安げに俺を見た。

「晴人さん、困ってませんでした？」

「心配ないよ。くだらないこと言ってただけだから」

　ポンポンと彼女の頭を叩いて安心させる。

「あの……そういえば、どうして玲司さんがあそこにいたんですか？　お店、まだ閉めてなかったんでしょう？　なにか買い物とか？」

　その質問で当初の目的を思い出し、ポケットから彼女のスマホを取り出して手渡す。

「いや、美月ちゃんがスマホ忘れていったから届けにね」

「あっ、気づかなかった。ボケボケですね、私」

　はにかんで小さく笑う彼女。

　ようやく笑顔が見られてホッとした。

　タクシーが美月ちゃんの寮に着くと、運転手に待っているように言って、彼女と一緒に降りる。

「玲司さん、いいですよ。もう着いたので。あの……送っていただいてありがとうございました」

　ペコッと頭を下げる彼女の手を掴んだ。

「送ったんじゃなくて、ここには美月ちゃんの荷物を取りに来ただけだから」

「へ？」

　ポカンとする彼女の手を引いて、五階建ての寮のエントランスに入る。

「確か三階の角部屋って言ってたよね。三〇一号室。今度から男に部屋番号とかペラペラしゃべっちゃダメだよ」

　呆あっ気けに取られる美月ちゃんを連れてエレベーターに乗り、彼女の部屋に向かう。

　部屋の前に立つと、彼女を振り返った。

「とりあえず、二日分くらいの着替えを用意して」

「あの……どうして？」

　俺の指示に美月ちゃんは戸惑う。

「矢島がここに来たら、どうするの？」

　腕を組んで少し厳しい口調で問えば、彼女はハハッと笑った。

「大丈夫ですよ。あの人は私がここに住んでいるなんて知りません」

　俺には彼女が強がっているように見えた。

「甘いよ。今日矢島に会ったのは偶然だろう？」

「……はい。でも、あんな偶然そんな滅多に起こら……」

「矢島はまだ美月ちゃんに関心がある。ここを突き止められるのも時間の問題だよ。美月ちゃんが用意しないなら、僕がするけど？　女の子の服選ぶの楽しそうだなあ」

　ニコニコ笑顔で圧力をかければ、彼女は「ダ、ダメです！　自分で用意します！」と慌てた様子で鍵を開けて部屋に入る。

　そんな姿を見てクスッと笑うと、俺はスマホを取り出してある人に電話をかけた。

　スリーコールで応答があり、楽しげな声が耳に届く。

《あんたがかけてくるって珍しいわね。どうしたの？》

「涼華さん、ちょっと頼みがあるんだが」

《なによ？》

　電話の相手は、晴人の姉の安あん藤どう涼華。俺より三歳年上で、弁護士をしている。

　昔、美月ちゃんが矢島に襲われた時も彼女に間に入ってもらった。

　才女で切れ者。去年、警視庁のエリート幹部と結婚した。

「美月ちゃんを涼華さんのところで預かってもらいたい」

　俺がそう頼むと、彼女は俺に理由を尋ねた。

《美月ちゃん、会社の寮に入ったんじゃなかった？　預かるって彼女になにかあったの？》

「五年前に彼女を襲った矢島がまた現れたんだ」

《美月ちゃんは無事なの？》

「ああ。だが、ひとりにするのは心配だから、涼華さんのところで預かってほしいんだ」

　そう頼むが、涼華さんは《嫌よ》と冷たく拒否する。

　……一筋縄ではいかない人だな。

「そこをなんとか頼むよ」

　苦笑いしながらもう一度頼み込んだら、彼女はおもしろそうに返した。

《うちは新婚なの。あんたの大事な子なんでしょう？　玲司のところに置いてあげればいいじゃないの》

　ひと晩くらい泊めるならまだしも、独身の俺と一緒に住むのはよくないだろう。

　美月ちゃんももう大人の女性なのだ。

「それはマズイ」

　眉根を寄せ呟くように言えば、涼華さんはフフッと笑った。

《若い子と同居できていいじゃない。楽しみなさいよ。明日は公判があって私忙しいの。切るわね》

　プチッと機械音がして、一方的に電話を切られた。

　当てが外れたな。どうする俺？

　人と一緒に暮らすことには慣れていない。

　五歳の時に母を交通事故で亡くし、その後、真田家に引き取られたが、父には正妻がいて、俺はずっと住み込みのお手伝いさんと本宅ではなく離れに住んでいた。

　お手伝いさんは俺の素性を知っていて、愛人の子である俺と親しく話をすることはなかった。多分、厄介者の相手などしたくなかったのだろう。

　俺は自分の立場を小さいながらも理解していたし、父の正妻を気遣い、なるべく本宅には近寄らないようにしていた。

　祖父はそんな俺を気にかけ、よく連れ出してくれた。

　まあ、たいていノワールに連れていかれ、そこでコーヒーの淹れ方やカレーの作り方を習ったんだが。

　休日には晴人や涼華さんも来ていて、そこでよくカードゲームをして遊んだ。その頃から晴人とは実の兄弟のように仲がよかった。

　高校と大学は祖父に頼んで寄宿学校に通わせてもらい、大学の時に株で儲けて、今のマンションを買ったのだ。

　今までずっとひとりで暮らしてきたからな。人のいる生活に慣れるだろうか？

　だが、この状況ではそんなこと言っていられないか。

　矢島の目が忘れられない。獲物を狙うヘビのような目だった。

　美月ちゃんをひとりにするのは危険だ。

　腕を組んでじっと考え込んでいると、彼女がスーツケースを持って出てきた。

「玲司さん、準備できました……って、あれ、どうかしました？」

「いや、なんでもない。じゃあ、タクシーに戻ろう」

　彼女の手から有無を言わさずスーツケースを奪い、タクシーに乗る。

「銀座まで」

　運転手にそう告げれば、美月ちゃんは驚いた顔をした。

「あの……お店に戻るんですか？」

　涼華さん以外に頼れそうな女の知り合いはいない。

　セキュリティの面でも彼女の夫は警視庁に勤めていて安心だったのだが。

　俺のところに来てもらうと言ったら、断られそうだな。

「いや。まあ、着いたらわかるよ」

　曖あい昧まいに答えると、彼女は首を傾げた。

　三十分ほどしてタクシーが停車したのは、銀座にある三十五階建てのタワーマンションの前。

「ここって……ひょっとして」

　マンションを見て美月ちゃんは目を見開き、次に問いかけるようにタクシーの支払いをしている俺に目を向けた。

　彼女が高校生の時、ふた晩ほどうちに泊めたことがあるから見覚えがあるのだろう。

「そう、僕の家。さあ、行くよ」

　支払いを終え、彼女を促してタクシーを降りると、マンションの最上階にある俺の部屋に連れていった。

「あの……その……私……玲司さんのところに泊まるんですか？」

　部屋の前で尻込みする美月ちゃん。

　笑ってはいけないが、動揺しまくりでおもしろい。

　前回連れてきた時は、眠っていたもんな。

　今の彼女を見て、矢島と会った精神的ダメージはさほどないようなのでちょっと安心した。

「そういうことになるね。でも、一度泊まったことがあるんだから遠慮しなくていいよ。あっ、ひとつ確認するけど、今、美月ちゃん恋人いる？」

　俺の質問に彼女はキョトンとした様子で答える。

「え？　いえ、いまだかつていたことないですけど」

　それならまあ、うちに住んでも問題はないな。

　それにしても、いまだかつてって……。美月ちゃん、そんなかわいいこと言ってたら悪いお兄さんに手て篭ごめにされちゃうよ。

　つくづく心配になるが、そんな彼女をいじりたくなる俺も悪い男なのだろう。

「あと、ひとつ訂正しておくけど、泊まるんじゃなくて、しばらく一緒に住んでもらうから」

　にこやかにそう告げれば、彼女は悲鳴に近い声をあげた。

「ええ～！」










私は彼のペット？




　どうしてこんなことになっているんだろう。

　今、私は玲司さんの家のお風呂に入っている。

　矢島にばったり会ったのは驚いたけれど、そのお陰で玲司さんの家にお泊まりすることになるなんて思いもしなかった。

　五年前もここに泊めてもらったんだよね。その時は襲われそうになった後でなにも考えられなくて、じっくり玲司さんの家を見る余裕なんてなかったな。

　マンションは最上階のペントハウスで、五、六部屋はありそうだし、このお風呂もジャグジーでとっても豪華。

　玲司さんってＩＴ企業の社長とかじゃなくて、カフェのオーナーだよね？

　でも、銀座のカフェ……か。

　よくわからないけど、すっごいお金持ちなのかなあ？

「美月ちゃん、バスタオル、カゴに入れとくね」

　不意にバスルームのドアの外から玲司さんの声が聞こえてドキッとする。

「あ、はい、ありがとうございます」

　裸を見られたわけじゃないのに、すぐそばに彼がいると思うとなんだか恥ずかしいし、落ち着かない。

「ごゆっくり」

　優しい声が聞こえて、すぐに彼の気配は消えた。

　それで少しホッとしたけれど、お邪魔している身なのに長風呂はいけない。あと百数えたら上がろう。

　心の中で数えて、お風呂を出ると、すぐに排水口をチェックして髪の毛を回収。

　寮から持ってきた淡いピンクの部屋着に着替え、ドライヤーをかけた後も、すかさず床に落ちた髪を拾い集めてゴミ箱に捨てた。

　なんかもうここで空気を吸うのも緊張する。

　それにしても玲司さん、私を泊めて大丈夫なのかな？

　だって、大人の男性だよ。恋人とか連れてくることだってあるでしょう？

　晴人さんは、今はフリーみたいなこと言っていたけれど。

　落ち着いて考えてみると、家族でもないのに迷惑かけちゃダメだよ。

　明日、出ていくことにしよう。

　矢島だって、寄宿学校に行っている間はずっと会わなかった。

　今日はたまたま運が悪かっただけ。

　そう心を決めてリビングに向かうと、ガラスドア越しに、玲司さんがソファに座ってノートパソコンを広げているのが見えた。

　その顔は真剣。

　仕事しているのかな？

　ノックしてリビングに入ったら、彼は私を見て小さく笑った。

「リビングなんだからノックはいいよ。自分の家と思ってくれればいいから」

「……あっ、はい。まだお仕事ですか？」

　気になって尋ねると、彼は苦笑いしながら答える。

「まあ、店の帳簿とかいろいろね」

　お店は終わってもお仕事は終わらないのかあ。

「お店を経営するって大変なんですね」

　思ったままを伝えたら、彼はソファから立ち上がり、少しうんざりしたような顔でハーッと息を吐いた。

「面倒なことが多くて困るよ。今日は疲れただろう？　明日、明後日は休みだし、ゆっくり寝ていいからね」

「あの……やっぱり私ここにいるのは……!?」

　明日出ていくことを切り出そうとしたのだけれど、玲司さんに笑顔で遮られた。

「美月ちゃんの寝室は、前も使ってもらったけど、こっち」

　彼が私の手を引いてバスルームの隣の部屋に案内する。

「玲司さん……私、明日出ていこうと……!?」

　再度話をしようとしたのに、彼はスルーしてにっこりと微笑みながら私の頭を撫でた。

「おやすみ、美月ちゃん」

　彼の後ろ姿を見送ると、十畳くらいありそうな寝室にフーッと溜め息をつきながら入る。

　全然話をさせてもらえなかった。

　それにこっちは一緒にいるだけでドキッとするのに、完全に子供扱い。

　玲司さんにしてみれば、親戚の子を泊めてあげるような感覚なんだろうな。

　寝室はブラウンと白が基調のシックで落ち着いた雰囲気。窓は広く、高層ビルも見えて眺めもいい。

　窓際に木製のテーブルと椅子が置かれていて、ここでお茶を飲みながら夜景を見たら素敵だなって思えた。

　高級感があって……私にはもったいない。

　明日こそは玲司さんにお礼を言って、ここを出ていこう。

　私のことを心配してくれる人がいるって改めて認識して嬉しい気持ちはあるけれど、私ももう働いている身。頼りすぎは禁物だ。

　ベッドに入り、目を閉じる。

　いろんなことがあって疲れた。

　会社で覚えたことを全部忘れそう。人の名前も覚えなきゃいけないし、トロトロしていたら、きっと渡辺君に怒られるな。

　今日の出来事を振り返っていたら、お風呂で温まったこともあり、すぐに身体の力がスーッと抜けて……。

　玲司さん……いつ……寝るん……だ……ろ。

　意識が途切れ途切れになって、なぜか私は真っ赤なベッドの上にいた。

　目の前にいるのは、私を恐怖に陥れるあの大男。

『嫌、来ないで！』

　矢島がニヤリと口角を上げ、私に覆いかぶさってくる。

　手足は拘束されていて動かせない。

　矢島がブラウスに手をかけ、そのボタンが吹っ飛んだ。

　彼の生温かい息が私の顔にかかる。

　今度こそダメだ。

　絶望が私を襲う。

「嫌～！」

　声を限りに叫んだら、玲司さんの声が聞こえた。

「大丈夫だよ、美月ちゃん」

　彼の声を聞いて、ハッと目が覚める。

　気づけば薄明かりの中、玲司さんがベッドサイドに腰かけて私の頭を優しく撫でていて……。

「……夢？」

　肩で大きく息をしながら上体を起こした。

　額には汗がにじむ。

「矢島の夢でも見た？」

　彼が私の目を見て尋ねるので、コクッと頷いた。

「……手足を縛られて……矢島に襲われそうになって……」

　夢のことを伝えると、ブルッと寒気がして思わず自分の肩を抱いた。

「怖かったね。でも、ここには矢島はいないからね。安心して」

　玲司さんが優しく微笑んで、私の頬をそっと撫でる。

「なにか飲む？」

　そう彼に聞かれたが、「……ううん、いい」と子供のように答えた。

　夢でよかった。

　自分では大丈夫なつもりでいた。

　でも……やっぱりどこかで矢島にまた会うんじゃないかって恐れているのだろうか。

　大丈夫。夢だもの。

　玲司さんが言うようにここに矢島はいない。

　自分に必死に言い聞かせるが、不意に彼の服に目がいく。

　パジャマ……。

　きっと寝てたんだろうな。

「……ごめんなさい。もう夜中ですよね？　起こしちゃってすみません。私……大丈夫ですから」

　笑顔を作ろうとするも、顔が強張る。

　そんな私を玲司さんはギュッと抱き寄せて耳元で囁いた。

「身体が震えてる。無理しちゃダメだよ」

　甘い声で言われ、ううっと嗚お咽えつが込み上げてきた。

　泣いちゃいけないと思うのに、止められない。

　ずっとひとりで我慢しなきゃって思っていた。

　しっかりしなきゃって……。

　だって、母は父が死んでからすっかり変わってしまったし……、私には頼れる身内なんていない。

　孤独だったんだ。

　でも……こうして私に胸を貸してくれる人がいる。

　頼っても……甘えてもいいのかな？

　玲司さんの胸はいつだって温かい。

　そう……とっても……温かくて……安心――。




「う……ん」

　寝返りを打ったら、なにか温かいものにぶつかって目が覚めた。

　ぼんやり目を開けると、そこに映っているのは、非の打ち所のない綺麗な顔。

　ん？　あれ？

　私、まだ夢を見てる？

　何度も瞬きするが状況は変わらない。

　え？　え？　ええ～！

　どうして玲司さんが私の隣で寝てるの～？

　寝ぼけていないよね？

　パニックの私は、超絶美しい彼の寝顔を食い入るように見つめた。

　あまりの衝撃で声をかけることもできず固まっていたら、玲司さんが身体の向きを変え、私に覆いかぶさってくる。

　ギャ、ギャ～！

　目を大きく見開いたまま、ゴクッと唾を飲み込んだ。

「れ……玲司さーん、お、起きてくださーい」

　か細い声でお願いするも、彼が目覚める様子はない。

　長いまつ毛。肌も綺麗で……なんか天使みたい……って見惚れている場合じゃない。

　お願いです、玲司さん、起きて～！

　心の中で訴えるも、彼はギュッと私の体を抱きしめてきた。

「マロン……こっち」

　マロンって？　ペットかなにか？

　状況はさらに悪化している。

　これ……どうやって抜け出せばいいの？

　彼はぐっすり眠っている。

「……私はペットじゃありませんよ？」

　玲司さんの耳元で囁くように言うが、彼の頬が私の頬に触れて、私は石化した。

「れ、れ、玲司さん？」

　ダメ。私……このままだと絶対に失神する。

「ん？　マロン……こんなに大きくな……あれ？」

　私の願いがやっと通じたのか、彼が目を開けた。

「美月ちゃん……？」

　玲司さんが私の名を呟くが、その目はまだボーッとしている。

「玲司さん……そろそろ起きませんか？　ちょっと……苦しくなってきまし……た」

　遠慮がちに言えば、彼はまだ寝ぼけているのか、私を背後から抱きしめる。

「う……ん。でも、眠いからもうちょっとこのまま」

　心臓はドキドキ。

　これ……絶対ペットと間違えているよ～。

　もう、どうすればいいの？

　困惑していたら、晴人さんの声がした。

「玲司さ～ん、どこ？」

「ん？　……晴人？」

　玲司さんがその声に反応してムクッと起き上がる。

　よかった。やっとこれで解放された。

　ホッとするのも束の間、晴人さんが寝室に入ってきて……。

「玲司さん、いた……って、あれ、美月ちゃん？」

　ベッドで横になっている私を見つけて晴人さんが驚いた顔をする。

　うっ、なんか気まずい。

「……おはようございます」

　ハハッと苦笑いしながら挨拶すれば、彼はニヤリとする。

　あっ、この顔。絶対に誤解された～。

「晴人、来るの早くない？」

　玲司さんが乱れた前髪をかき上げ、晴人さんに目を向けた。

「なに言ってるんですか。もう十時過ぎですよ。うちの店、定休日でよかったですね」

　少し呆れ顔の晴人さんの言葉に玲司さんは驚いた顔をする。

　そう、ノワールは月曜日から金曜日まで営業していて、土日はお休みなのだ。

「……もう十時？　美月ちゃんが寝たら自分の寝室に戻るつもりがそのまま寝ちゃったな」

　……なるほど。きっと玲司さんも疲れていたんだね。

　何事かと思ってびっくりしたよ。

　玲司さんの説明に晴人さんはニヤニヤしている。

「不眠症の玲司さんがそんなぐっすり眠るなんて珍しいですね」

「なんか久々に寝た感じ。俺、シャワー浴びてくる」

　ベッドから抜け出し、玲司さんは少しボーッとした様子で寝室を出ていく。

　私も慌てて上体を起こして手ぐしで髪を整えると、ベッドを出た。

　晴人さんにからかわれる前になにか言わなきゃ。

「あの……晴人さんはいつも朝、ここに来るんですか？」

「まあね。あの人放っておくとなにも食べないから。でも、もう俺が来る必要ないかなあ。お邪魔だろうし」

　晴人さんの目がおもしろそうに光る。

　わー、早速いじられた？

「全然邪魔じゃないです！　昨日はたまたま母の恋人に会っちゃって、どこかに連れていかれそうになったので、玲司さんが助けてくれたんです」

　一気にまくし立てる私を楽しげに眺めながら晴人さんは相槌を打つ。

「ああ、だから昨日玲司さん店に戻ってこなかったんだ」

「そうなんです。そういう事情がありまして……ここに泊めてもらったんですけど……私これで失礼しますから」

　あたふたしながらもここから立ち去ろうとしたら、玲司さんが上半身裸で戻ってきてギョッとした。

「言い忘れたけど、美月ちゃんの荷物、お昼頃うちに届くから」

　にこやかに微笑む彼の言葉に、わけがわからず小首を傾げた。

「は？」

「引っ越しだよ。昨夜いろいろ考えたんだけど、やっぱり寮には危なくておいとけないからね。大丈夫。全部お任せパックにしたから、届くのを待ってるだけでいいよ」

　玲司さんは言い直すが、私の脳は彼の説明をすぐに理解できずにいた。

　引っ越し？

　全部お任せパック？

　ええ～、全然大丈夫じゃないですよ～。

　玲司さんに再度確認しようとするが、いつの間にか消えていて、晴人さんにポンと肩を叩かれた。

「よかったじゃないか。念願の玲司さんとの同棲。俺と親戚になるのも時間の問題かな」

　な、な、なにが念願の玲司さんとの同棲ですか？　そんなこと、一度も言っていないですよ！

「もう、晴人さん～、やめてください～！」

　晴人さんの発言に赤面し、彼の胸をボコボコ叩いた。










あれは彼のそっくりさん？




　ベッドの中で目を開けると、今日も目の前に玲司さんの顔があった。

　ハッと驚くが、もうパニックにはならない。

　なぜならもう三日続けて玲司さんと一緒に寝ているから。

　でも、胸の鼓動は激しい。

　落ち着け、美月。

　きっとまた私が夜中にうなされて、玲司さんがなだめてくれたのだ。

　ああ～、また彼に迷惑かけちゃったよ～。

　それにしても、ここは玲司さんの寝室？

　ゲストルームで寝ていたはずなのに、なんで移動しているんだろう？

　二十畳くらいの広い寝室。大きな本棚がドーンと置かれていて、高価そうなアンティークの革装の本がずらりと並んでいる。

　私と玲司さんが寝ているのは、キングサイズの大きなベッド。

　壁には茶色の毛をしたかわいい猫の絵が飾られていて、つい見入ってしまう。

　……この猫、ひょっとしてマロンかな？

　玲司さんが寝言で言っていたマロンというのは、彼のお祖父様が飼っていた猫の名前で、ノワールの看板猫だったらしい。玲司さんが中学生の頃に死んでしまったと彼が私に話してくれた。

　絵の隣にある壁時計に目を向ければ、もう七時を回っている。

　あっ、起きなきゃ！

「玲司さん、起きてください」

　彼の肩を揺するが、目覚める気配はない。

「玲司さん、もう七時ですよ？」

　また声をかけるが、彼は体勢を変え、私をその胸に抱きしめた。

「うーん、マロン……もうちょっと寝よ」

　身体が密着して固まる私。

　……玲司さんって意外と寝起きが悪い？

　好きな人に抱きつかれて悪い気はしないけれど、寝ぼけているのかと思うと、素直に喜べない。

「玲司さーん、今日は朝から銀座の商店街の会合があるって言ってませんでした？」

　お願いだから、早く起きてください～。

　私、心臓発作で死にそうです。

「……会合？　ああ、そうだった」

　ムクッと起き上がると、欠伸あくびをしながら彼はベッドを出る。

「シャワー」

　ボソッと呟いて寝室を出ていく彼。

　やっと起きてくれた。

　胸に手を当てながらフーッと息を吐いて、私もベッドを出る。

　ゲストルームに戻って、黒のタイトスカートと白のブラウス、ブルーのカーディガンに着替える。

　うちの会社は基本、女性社員はオフィスカジュアルで、スーツを着ている女性は少ない。

　姿見で服装をチェックして、部屋を出ると、玲司さんがちょうどシャワーを浴び終えたところだった。

　腰にバスタオルを巻いて出てきてギョッとする。

　ギャ、ギャギャー！

「れ、玲司さん、ふ、服は？」

　タオルが落ちたら、大変なことになるじゃないですか！

　ドギマギして手で目を隠しながら聞けば、彼は「着替え……忘れた」とボーッとした顔で返して、また寝室に戻る。

　忘れないでくださいよ～。

　誘惑に負けて指の隙間から見てしまったけど、カフェのオーナーなのに、なんでそんなに均整のとれた綺麗な身体しているんですかあ。

　私には刺激が強すぎます。

　目の毒だよ。

　玲司さんとの同居生活はホント心臓に悪いです。




　キッチンに行って朝食の準備をする。

　実は昨日、コンビニで少し食材を買ってきたのだ。

　玲司さんの家にはレストランにあるような立派な冷蔵庫があるけれど、中にはペットボトルの水とチーズ、サラミくらいしか入っていなかった。

　こんなんでどう暮らしていたのか不思議に思っていたのだが、今までは晴人さんが朝食を買ってきて玲司さんに食べさせていたらしい。

　ご飯は昨夜炊飯予約をしてあるし、お味噌汁と玉子焼きと、焼き魚でいいよね？

　いつもの要領でササッと作っていたら、不意に耳元で声がした。

「お味噌汁のいい匂いがする」

「わっ！」

　びっくりしておたまを持ったまま仰のけ反ぞる。

　いつの間にか玲司さんが濃紺のズボンと白のシャツという姿で立っていた。

「玲司さん、もう急に耳元でしゃべらないでください」

　動揺しながら注意したら、彼は楽しげに笑った。

「ごめん。うちのキッチンに誰か立ってるのって新鮮でね」

　誰もここで料理をしないのだろうか？

　玲司さんなら女の人にモテモテだし、恋人だっていただろうに。

「彼女さんとかに作ってもらわないんですか？」

　私の質問に彼はハハッと苦笑い。

「うーん、うちに他人を入れるのは抵抗あって」

「え？　でも、私だって他人ですよ」

　思わず突っ込んだら、玲司さんは穏やかな目で私を見て微笑んだ。

「美月ちゃんはマロンに似てるからストレスは感じないんだよね」

　私って……ペット扱いなんですね。

　女どころか、人としても見られていないんだなあ。

「……はあ、そうですか」

　少し気落ちしながら相槌を打って、四人がけのダイニングテーブルに料理を運ぶ。

　玲司さんも手伝ってくれて、すぐに並べ終えた。

　向かい合って座り、いただきますをするが、彼の反応が気になってすぐには食べなかった。

　チラッと玲司さんに目を向ければ、彼はまず味噌汁に手を伸ばし、ひと口飲む。

「うん、美味しい。僕好みだな」

　彼の感想を聞いて嬉しくなる。

「よかった。家族以外の人に食べてもらうのって初めてで」

「美月ちゃんはいいお嫁さんになると思うよ」

　玲司さんがとびきりの笑顔で言うが、ちょっと悲しくなった。

〝僕のお嫁さんになる？〟とは冗談でも言ってくれないんですね。

「私は……お嫁さんにはなれないかも」

　ネガティブなことを言えば、彼は箸を止めて私を見た。

「どうして？　女の子なら好きな人と結婚したいって夢見るものじゃない？」

　恋人を作るなんて考えたこともなかったなあ。自分がひとり立ちすることしか頭になかった。

　大学までは支援を得られるけれど、卒業したら自分の力だけで生きていくしかない。

　自分で働いて、お金を稼いで……。

　夢を見る余裕なんて私にはないのだ。

「明るい家庭ってどんなのだったか忘れちゃって。結婚するのは……怖いかも」

　そんな本音を口にすれば、彼はどこか淡々とした口調で言う。

「……怖いかあ。なんとなく、その気持ちわかる気がするな。僕は小さい頃に母親を亡くして、父親はいないようなもので、食事もずっとひとりだったんだ。だから、結婚の必要性を感じなくてね」

　玲司さんの家庭も複雑なんだ。

　彼は割り切ったような口調で語るけれど、逆にそれが気になった。

　ひとりで寂しかったはずだ。

　でも、もう孤独を孤独と感じていない様子。

　だから、自分の食事にもあまり関心がないんじゃないだろうか？

「玲司さんは結婚した方がいいと思いますよ。冷蔵庫を見た時、玲司さんが餓死しないか不安になりました」

　率直な意見を言えば、彼はハハッと笑った。

「美月ちゃんにしては手厳しいね。だけど、今、美月ちゃんがいる限り、僕は餓死しないと思うよ。美月ちゃんに、お嫁に来てもらおうかな」

　うわ、私の思考を読んだのだろうか。

　妄想でしか言われないようなセリフにドキッとする。

「玲司さん、冗談はやめてください」

　嘘だとわかっていても本気にしちゃうよ、もう！

　顔がにやけそうなのを隠すために、わざと彼を上目遣いに睨んだ。

「ごめん、ごめん。まあ、僕は結婚する気はないし、美月ちゃんはずっといてくれて構わないから。昨夜もうなされてたけど、また矢島の夢見た？」

　玲司さんは急に表情を変え、じっと私の目を見る。

「……やっぱりうなされてたんですね。でも、どんな夢を見たのか覚えてなくて」

　玲司さんから視線を逸らし、夢を思い出そうとするがなにも浮かばない。

「声をかけたら落ち着いたんだけど、またうなされるかもしないし、僕の寝室に運んだんだ」

　心配かけちゃったなあ。

「わー、迷惑かけてすみません。玲司さんの睡眠を邪魔しちゃって」

　すごく申し訳なくて手を合わせて謝るが、彼はテーブルに片かた肘ひじをついてどこか嬉しそうに言う。

「それがね、美月ちゃんと一緒だと不思議とよく眠れるんだ。いつも睡眠導入剤を飲んでもなかなかぐっすり眠れないのにね」

「……眠れないのってつらいですね」

　同情するように言ったその時、彼の目がキラリと光った。

「そうだね。だから、提案なんだけど、美月ちゃん、しばらく僕の寝室で一緒に寝ない？　美月ちゃんがうなされないか心配だし、僕も美月ちゃんがいるといい睡眠が取れるから」

　玲司さんが爽やかな笑顔でとんでもない発言をする。

　その意味を理解するのに数秒かかった。

　玲司さんと一緒に寝る？　お父さんが子供と添い寝するような感じだろうか？

　ホント、私って彼に女として意識されていないんだなあ。

　でも、玲司さんのお役に立てるのなら……いいか。

　私がうなされるたびにゲストルームに来る方が迷惑だもんね。

　そう結論づけて「はい」と答えたら、玲司さんは私の目を見て微笑んだ。

「じゃあ、決まり」




　それから朝食を食べ終わると、ふたりで一緒に食器を片付けた。

　ふと腕時計を見たら、もう午前八時を過ぎている。

　会社の始業時間は九時だけれど、新人だし、余裕を持ってオフィスに着かなきゃいけない。

　ここからだと電車を使うのも歩くのもあまり変わらないだろう。

　歩いて三十分くらいかな。でも、走ればもっと早く着く。

「私、もう出ます」と玲司さんにひと声かけて、小走りで玄関に向かう。

　パンプスを履いていたら、彼が見送りに来た。

「玲司さん、行ってきます」

　振り向いて声をかけると、彼は優しい笑顔で私を送り出す。

「行ってらっしゃい。走って転ばないようにね。これ、うちの鍵」

　玲司さんが差し出したのは、マロンらしき猫の形をしたかわいいキーケース。

「はい。ありがとうございます！」

　彼から鍵を受け取ると無造作にバッグに入れ、マンションを出て会社に向かう。

　憧れの玲司さんに見送ってもらえるなんて贅沢。

　まだ彼との同居生活が信じられなくて、これは夢なんじゃないかって思う。

　玲司さんもそろそろ商店街の会合に行くのかな？

　そんなことを考えていたら、ポツポツと雨が降り出して……。

　あっ、傘忘れた。

　慌てて会社まで走る。幸い小雨で、あまり濡れずに済んだ。

　会社に着くと、小走りでエレベーターに向かうが、床が濡れていてツルンと滑った。

「きゃっ！」

　体勢を立て直せず、バタンと大きな音を立てて無ぶ様ざまに転ぶ。

　わー、出がけに玲司さんにも注意されていたのに、転んじゃった。

　周囲にいる人の視線を感じる。

　ああ～、恥ずかしい。

　赤面しながら立ち上がろうとしたら、男性が近づいてきて、玲司さんにもらったキーケースを差し出した。

「これ……君の？」

　あっ、転んだ拍子にバッグから出ちゃったのね。

　大事なものなのに、なにをしているんだろう、私。

「あっ、はい。すみません。ありがとうございます」

　お礼を言いながら立ち上がって、キーケースを受け取る。

　拾ってくれたのは、二十五歳くらいの背の高い黒髪の男性だった。

「常務、どうかされましたか？」

　そこへ三十代くらいの男性がやってきて、黒髪の男性に声をかける。

　え？　常務？

　私が驚いていたら、常務は「いや」と答えて、私に視線を戻した。

「君は……」

　常務にまじまじと顔を見られて緊張する。

「会社で走らないように」

　少し厳しい顔で注意すると、常務は男性と一緒にエレベーターに乗った。

　なにか言いかけた気がしたんだけど、気のせいかな？

　ポカンとしてその様子を見ていたら、聞き覚えのある声がした。

「お前、朝から常務に注意されるなんて恥ずかしいぞ」

　それは同期の渡辺君の声。

　あー、また厄介な人に見られちゃった。

「おはよう。常務ってあんなに若いんだ？」

　背格好や声が少し玲司さんに似ていたよう……な。

　驚く私を渡辺君はじっと見据える。

「お前知らないのか？　常務は社長の息子だよ。同期の女はみんな玉の輿こし狙ってると思ってたけど、松本は違うみたいだな」

　社長の息子かあ。だから、あんな若いのに常務なんだ。

　でも、私には縁のない人だ。雲の上の人だもん。

「玉の輿とかあまりにも現実離れしすぎてて私は興味ないかな」

　お金があっても幸せにはなれないことを知っているし。

　さらっとそんなことを口にすれば、渡辺君は意外そうな顔をする。

「ふーん。松本はボーッとしているように見えて、ちゃんと自分の立場を理解してるんだな」

　彼のトゲのある発言に苦笑いしながら返した。

「老後のこと考えたら、夢見る暇なんてないよ。人生百年時代っていわれているし、コツコツ働いて、生活資金を貯めなきゃ」

「お前、その年で老後の心配なんて早すぎるだろ」

　私の発言に引き気味の彼。

　次に来たエレベーターに渡辺君と乗り、総務部のオフィスに向かう。

「おはようございます」と挨拶して入っていくと、指導員の先輩に声をかけられた。

「おはよう。松本さん、寮、引き払ったんですって？」

　彼女は佐さ藤とう里り香かさんといって私の三年先輩。

　背が百七十センチと高く、ショートヘア。目がキリッとしていて、宝たから塚づかの男役の人みたいにカッコいい。優しくて教え方も上手だ。

「あっ、諸事情ありまして。解約手続きを朝しないとって思ったんですけど、なにか書類ってあるんでしょうか？」

「もうシステムで申請されてて、部長も認可してるわよ」

　およっ？　その申請は誰がしたのだろう？　寮の管理人さんかな？

　まだ社内のシステムのことはよくわからないけれど、きちんと処理がされているなら問題なさそう。

「そうなんですね」

　ニコッと笑って自分の席に着くと、パソコンを立ち上げる。

「松本、寮引き払って……どこかいいアパート見つかったのか？」

　向かいの席から渡辺君に聞かれて返答に困った。

　個人的な事情を説明したくない。

「えーと、親戚の人のところに住まわせてもらうことになったの」

　無難な返事をしたが、彼の質問はまだ続いた。

「へえ、場所は近いのか？」

「うん。銀座だから」となにも考えずに答えて、マズイと思った。

　普通、銀座に住んでいる人なんてあまり聞かない。

「銀座？　その親戚、すごい金持ちだな」

　渡辺君は私の返答に少しびっくりしたようだが、鋭い突っ込みはなかった。

「私は貧乏だけど、親戚はね」

　ハハッと曖昧に返してこの話題を終わらせると、部長がやってきて朝礼が始まった。




　それから午前中はリクルーター用の資料を指導員さんと準備。うちの社名が入った封筒にカタログと参考資料を入れていく。

　地味な作業だが、こういう内職的な仕事は好きだ。

「今日の会社説明会、何人くらい来るんですか？」

　佐藤先輩に確認したら、彼女は「うーん、五十人くらいかな」と答える。

　考えてみると、去年の今頃は合同説明会とかＯＧ訪問とかで毎日のようにリクルートスーツを着て動き回っていたなあ。

　絶対にどこかに就職しなきゃって必死だった。

「午後一時から説明会があるから、この資料、大会議室に運んどいてくれる？　場所わかるよね？」

　佐藤先輩の言葉にコクッと頷いた。

「はい。大丈夫です」

　場所はなんとなくわかる。

　資料を手に持つと、ずっしりと重みがあった。

　五キロはあるんじゃないだろうか？

「よいしょ！」と思わず声を出したら、近くでファイル整理をしていた渡辺君に笑われた。

「お前は婆ばあさんか？」

「つい声が出ちゃって」

　ハハッと苦笑いしながら総務のオフィスを出て、エレベーターで三十四階に上がった。

　総務があるのは三十三階なのだが、さすがにこの荷物を抱えて階段はキツイ。

　三十四階に着いてエレベーターの扉が開くと、社長をはじめ、役員がたくさんいて縮み上がった。

　そこには今朝、私のキーケースを拾ってくれた常務の姿もあって……。

　あ～、なんだか恥ずかしい。

　ペコッと頭を下げながらエレベーターを降りる。

　大会議室はどこだっけ？

　キョロキョロ周りを見回したら、右手奥にそれらしきドアを見つけた。

　あの観音開きのドアが大会議室だったはずだ。

　役員の中をすり抜けるようにして足早に会議室に向かうと、ドンと誰かにぶつかり、床に資料をぶちまけてしまった。

　あ～、私のドジ！

　下を向いたまま「すみません！」と謝って、資料を拾い集める。

　すると、私の前に資料が何部か差し出された。

「あっ、ありがとうございま……す？」

　礼を言って顔を上げたら、よく知った顔が目の前にあって、目を見張った。

　え？

　れ、玲司さん？

　シルバーフレームのメガネをかけた超絶美形がじっと私を見ている。

　顔立ちは玲司さんに似ているけど、私の知っている彼とは違って、どこか冷たい雰囲気。

　あれ？　玲司さんじゃない？

　そう感じたのだが、彼は「気をつけて」と私に注意すると、穏やかな目でフッと微笑した。

　やっぱり玲司さん？

　だけど、メガネをかけてるし、前髪を後ろに流して額を出していて、いつもの彼の姿とはちょっと違う。

　それに、玲司さんは今日は銀座の商店街の会合があるって言っていたよね？

　ここにいるはずがない。

　でも、あの目は玲司さんだと思うんだけれど……あ～、どっちなの？

　混乱する私。

　呆気に取られている間に、メガネの男性は常務と連れ立ってエレベーターに消えた。

「私の勘違いなのかな？」

　閉まったエレベーターの扉をじっと見つめ、首を傾げた。










役員としての顔［玲司ｓｉｄｅ］




「私、もう出ます」

　美月ちゃんが俺にそう声をかけて、慌てた様子でキッチンを出ていく。

　あっ、そういえば、うちの鍵をまだ渡してなかったな。

　彼女の後を追いかけて玄関に向かうと、彼女は靴を履いて俺の方を振り返った。

「玲司さん、行ってきます」

　笑顔で言う美月ちゃんに、部屋の鍵を差し出す。

「行ってらっしゃい。走って転ばないようにね。これ、うちの鍵」

　鍵についている猫のキーケースは昔、祖父がくれたもので、俺の愛用品。俺がマロンをかわいがっていたから、祖父がどこかに頼んでマロンそっくりに作ってくれた。

　スペアキーを探す時間がなくて、俺の鍵をそのまま渡すことになってしまったが、彼女なら大丈夫だろう。

「はい。ありがとうございます！」

　美月ちゃんは元気よく礼を言って受け取り、玄関を出ていく。

　そんな彼女の後ろ姿を見送ると、俺は寝室に向かった。

　クローゼットを開け、ネクタイを締めてジャケットを羽織り、メガネをかけて腕時計をする。

　美月ちゃんには商店街の会合があると伝えたが、実は今日は真田物産の役員会議に顔を出さなければいけない。

　メガネをかけるのは、会社には弟の斗真がいるから。

　異母兄弟だが、背格好や顔立ちが似ていて、俺と弟とを間違える幹部も多い。

　鏡を見て前髪をかき上げると、リビングに向かい、木製のチェストの引き出しを開けて、マンションのスペアキーを探す。

「確かここにしまっておいたような……」

　考えてみたら、晴人と水嶋以外の人間に、うちの合鍵を渡したことはなかったな。

　人と深く関わるのが億おっ劫くうで、これまで恋人と呼べる女性はいなかった。

　誘われてデートをすることはあっても、一度付き合えば充分で、また会いたいとは思わない。

　心から愛せるような女性に会ったことがないのだ。

　いや、俺自身……これからも人を愛することはないかもしれない。

　スペアキーを見つけて、ズボンのポケットに入れると、玄関のインターフォンが鳴った。多分、水嶋が迎えに来たのだろう。

　本来ならば秘書である晴人が来るべきところだが、それだと俺に逃げられてしまうので、役員会議の日は現在秘書室長をしている水嶋が現れる。四年前に彼は俺の担当を晴人に譲り、秘書室長になった。

　玄関へ行き、黒の革靴を履くと、ドアを開けた。

「おはようございます。ちゃんと準備されているとは珍しいですね。いつも面倒だから欠席するとか言ってゴネるのに」

　水嶋は俺がスーツを着ているのを見て意外な顔をする。

　普段は、彼が迎えに来てもたいていパジャマ姿か部屋着で出迎える。

　役員会議に行きたくないというアピールなのだが、こいつは冷ややかに言うのだ。

『その格好で構いませんので、ご出席ください。亡き会長の遺言は守っていただきますよ』

　亡き会長というのは祖父さんのこと。俺が真田物産を継ぐ気がないのは知っていたはずなのだが、余命を宣告されてからは父の経営に不安を覚えたのか、俺を専務に据えて『玲司が真田物産を支えろ』と言い残して逝いってしまった。

　祖父さんには孫の中で一番かわいがってもらったし、遺言を守らないわけにはいかない。

　水嶋もそれがわかっているから、祖父さんのことを口にする。

　無駄な足あ掻がきと知りつつも毎回すんなり出社しないのは、ポーカーフェイスの水嶋が怒る顔が見たいから。それで、俺に愛想を尽かしてくれればいい。

　俺は社長になる気なんてないのにな。

　だが、今日は彼になにも言われずとも出社する気になったのは、美月ちゃんのことがあるからだ。

「うちの子の様子を見ておきたくてな」

　俺が水嶋にそう返せば、彼は怪訝な顔をする。

「うちの子？」

「昔、高校生の女の子を保護したことがあっただろ？　その子をまたうちで保護してる」

「松本美月さんですか？　確かうちの会社に入りましたよね？」

　水嶋の問いにコクッと頷く。

「そうだ。母親の交際相手がまた彼女の前に現れたんだ。涼華さんのところで預かってもらおうとしたんだが、きっぱり断られてね。俺のところにおくことにしたのさ」

「成り行きでそうなったにしては、嫌そうには見えませんが」

　無表情で俺を見据える彼の言葉に、美月ちゃんとの朝のやり取りを思い出して頬が緩んだ。

「そう見えるか？　まあ、ちょっと彼女のうぶな反応がおもしろくて。それに、彼女がいるとよく眠れるんだ」

　美月ちゃんがいるとマロンを思い出して癒やされるのか、朝までよく眠れる。

　もともと寝起きはいい方で、声をかけられたらパッと目が覚めるのだが、彼女が俺と一緒にいて激しく動揺するのが楽しくて、ついつい寝ぼけたふりをしてしまう。

「道理で晴れやかな顔をしているわけですね。ですが、うちの女性社員と同居しているなんて社長が知ったら、いい顔はしないと思いますよ」

　水嶋が少し溜め息交じりに忠告するが、俺は不敵に笑った。

「それで縁を切られるなら俺にとっては好都合だ」

「お願いですから、社長と揉めないでくださいね。機嫌を取るのが大変なんですから」

「お前ならうまくやるさ」

　フッと笑って、社用車で真田物産に向かう。

　会社に着いていつものように会議室に行くと、もうほとんどのメンツは集まっていた。

「では玲司様、また後で」

　水嶋は俺と目を合わせてからこの場を去った。

　どうせ大した議論もしないだろうに。

　ハーッと溜め息をつきながら会議室に入ると、雑談をしていた役員たちが、俺の登場で静まり返る。

　それは、いつものこと。

　社長の愛人の息子ということで俺のことを毛嫌いする役員は多い。

　常務である弟の隣の席に座り、テーブルに置かれていた資料を手に取った。

　そこには、５Ｇビジネスの事業展開、エネルギー事業、高速鉄道事業などの項目が並んでいる。

　今、真田物産は、５Ｇと呼ばれる第五世代移動通信システムの活用促進に力を入れている。この事業には多額の資金を投入しているが、この５Ｇによりさまざまな産業が高度化するため、他社に後れを取るわけにはいかない。

　十ページある資料の半分は、５Ｇビジネス関連で占められていた。それは俺が数年前から推進してきた事業だからいいのだが、赤字の事業については資料の終わりに数行触れられているだけ。それが気になった。

　これはあまり議論はしないということだろうか。

　会議が始まり、各担当者の説明に耳を傾けていたが、案の定、年間数千億円もの赤字を出している原子力発電所の建設事業については誰も触れない。

　会議が終了する前に、俺は社長である親父を見据えた。

「ドイツの原発事業についてはどうなっていますか？　資料には少ししか書かれていませんが、ここでもっと議論すべきでは？」

　俺が憎まれ役になっても、この件を真剣に話し合うべきだ。放置すれば、真田物産の存続にも関わってくるだろう。

「その件については、ドイツ政府とまだ交渉中だ」

　社長は俺には目も向けず、書類を見つめたまま冷淡に返す。

　だが、俺は構わず意見した。

「現地の反対運動も過熱していると聞いています。計画の実現は難しいんじゃないでしょうか。事業からすぐに撤退すべきだと思いますが」

　俺の発言に社長は表情を険しくする。

「この事業にいくら金を投じたと思ってるんだ？」

「ざっと一兆二千億ってとこでしょう？　だが、中断しなければ、もっとひどい不良債権になりますよ」

　俺の忠告に社長はムッとした顔になった。

「不良債権にはしない」

「社長は状況がわかっていないようですね」

　社長に冷ややかに告げれば、弟の斗真が割って入る。

「……専務、そのくらいに」

「私はいつだって先を見越して決断している。たまに会議に出ているだけのお前に言われたくない！」

　社長は声を荒らげてドンとテーブルを叩くと、会議室を出ていった。

　役員たちはざわめくが、俺は構わず声を大にして言う。

「自分の地位が惜しければ、あんたたちも呑のん気きに椅子に座ってるんじゃなくて社長を説得した方がいい。でないと、五年以内にうちの会社は赤字に転落する」

　俺の声に役員たちは震え上がり、静かに会議室を出ていく。

「馬鹿な奴らだ」

　吐き捨てるように呟けば、斗真がハーッと溜め息をついた。

「真田物産を追い出されたくてわざと喧嘩売ってますよね？」

　弟の質問には答えず、彼に命じる。

「原発の件、お前が親父を説得するんだな。俺はもう知らない」

「そんなことを言って、また俺に花を持たせる気でしょう？」

　斗真はジーッと俺を見据えるが、俺はわざととぼけた。

「さあ？　俺は自分のカフェのことで頭がいっぱいなだけだ」

「先に言っておきますが、俺は社長になりませんよ」

　真剣な顔で宣言する斗真に向かってフッと笑った。

「それは俺のセリフだ。もう会議は終わったし、帰る」

　席を立つ俺に弟は訴えるように言う。

「お祖父様は真田物産の将来を心配して兄さんを専務に推した。兄さんの能力を買っていたんです。水嶋だって、俺ではなく兄さんが社長になるのを望んでいる」

「お前は悔しくないのか？　水嶋に自分を認めさせてやるって思わないのかよ？」

「兄さんと俺とでは器が違いすぎるんですよ」

　どこか諦めた口調で言う弟にイラッとした。

「器？　馬鹿らしい」

「みんな知らないけれど、今動き出しているプロジェクトの立案者は兄さんですよ。そのことを知れば、社長も役員も兄さんのことを見直すと思います」

　そう。俺が考案したプロジェクトは、斗真の名前で進めてもらい、俺は表舞台には出ないようにしている。

　俺は親父によく思われてはいない。

　愛人の子である俺を引き取ったことで、親父は一族からも自分の妻からも冷ややかな目で見られるようになった。だから、俺は表に出ない方がいいのだ。

　斗真は必死な顔で言うが、俺はフンと鼻で笑った。

「見直す……か。くだらないな。俺は自分が評価されたいわけじゃない。会社のことを思ってしただけのこと」

　そう言って会議室を出ようとしたら、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。

　取り出して画面を見れば、晴人からのメール。

【美月ちゃんの母親、矢島に捨てられて、今は亀かめ戸いどのアパートでひとりで暮らしている。生活も困窮しているみたいだ】

　美月ちゃんの母親のことが気になって、晴人に調べるよう頼んでおいたのだ。

　……恋人と別れて、金もなくなったか。

　そのうち美月ちゃんの前に現れるかもしれないな。

　スマホをポケットに戻すと、会議室に残っているのは俺だけだった。

　少し美月ちゃんの様子を見ていくか。確か総務に配属されたと話していたな。

　会議室を出たら、エレベーター待ちをしていた役員の中から、青いカーディガンを着た女の子が出てくるのが見えた。

　美月ちゃん？

　大量の資料を両手に抱えて、なにかを探しているのかキョロキョロしている。

　やっぱり彼女だ。

　美月ちゃんに近づくが、彼女は俺に気づいていない。

　話しかけようとしたら美月ちゃんとぶつかり、彼女が持っていた資料が廊下に散らばった。

「すみません！」

　彼女は俺に気づくことはなく、あたふたしながら資料を拾い集める。

　俺もいくつか拾い上げ、美月ちゃんに差し出した。

「あっ、ありがとうございま……す？」

　礼を言って受け取り、顔を上げる彼女。

　ここでやっと目が合ったが、美月ちゃんはお月様のように目を丸くして俺を見ていた。

　これは相当驚いているな。どうして俺がここにいる？って顔をしている。

　自分の正体を明かそうかと思ったが、やめた。

　この様子だと、俺がここの専務だと知ったら腰を抜かすだろうし、今までと同じようには俺と接してくれなくなる可能性もある。

　もうしばらく内緒にしておくか。

「気をつけて」

　他人のふりをして彼女に微笑むと、そのままスタスタ歩いてエレベーターに向かう。

　だが、背中に美月ちゃんの視線を強く感じた。

　エレベーターを待っていたら、横にいた斗真が俺の顔をじっと見てくる。

　まだ親父とのことで言いたいことがあるのかと思ったが違った。

「さっきの女性社員と知り合いなんですか？」

　……なぜ急にそんなことを聞いてくる？

　美月ちゃんと大した会話もしていないのに不思議に思った。

「いや。なんで？」

　質問の意図がわからず聞き返すと、弟は小さく頭を振った。

「……いえ、なんでもないです」

「大丈夫。いくら美人でも会社で女は口説かないさ」

　茶化すように言って、エレベーターに乗り込む。

　美月ちゃんと同居していることは、斗真には秘密にしておいた方がいいな。知られたら、いろいろうるさく言ってくるだろうから。

　うちの社員と一緒に住んでいるなんてとんでもないとか、金目当てに違いないとか……。

　それに、斗真が彼女に俺の正体を明かさないとも限らない。

「兄さんの場合は女の方から寄ってくるでしょう？　俺は心配してるんですよ」

「いらぬ心配だ。俺のことよりもっと自分の心配をしろよ。お前は俺に気を使いすぎだ。そのうち晴人にブラコンってからかわれるぞ」

　ハハッと笑って斗真を冷やかしたら、弟はおもしろくなさそうに返した。

「すでに言われてますよ」










豹変する彼




　リクルーター用の資料を会議室に並べて総務に戻ると、もうお昼近かった。

　さっき会ったのは玲司さんだったのだろうか？

　でも、彼だとしたら、なぜうちの会社にいるの？

　玲司さんはカフェのオーナーだよ。

　頭の中が混乱している。

「松本さーん、今度はファイルの整理してくれる？」

　佐藤先輩に声をかけられ、「はい」と返事をする。

　今は玲司さんのことは考えないでおこう。

　仕事で失敗しそうだもの。

　年代順にファイルを整理していたら、総務の電話が鳴って、渡辺君が出た。

　どこかの業者らかの電話だと思ったのだけれど、彼が電話の相手と話しながらちらりと私を見た。

「はい、少々お待ちください。松本、お母さんから電話」

　彼に呼ばれてドキッとした。

　え？　お母さん？　なぜ会社に電話なんか？

　母とは離れて暮らすようになってから一度も連絡を取っていない。

　私がここで働いていることも知らないはずだ。

　頭に浮かぶのは疑問ばかり。

　だが、とりあえず笑顔を作って「ありがと」と礼を言うと、自席の受話器を取って警戒しながら電話に出る。

「はい、松本です」

《美月、久しぶり。ねえ、母さん会社の近くにいるの。これからお昼でしょう？　会わない？》

　五年ぶりに聞く母の声は、あまり変わっていなかった。

　二十代の女の子のようなテンションの高いしゃべりに、頭痛がしそう。

　母はまだ矢島といるのだろうか？

　前に弁護士さんたちに言われたように、母に会うのはよくないと思う。

　私の就職先を知っているというのが不気味だ。

「ごめんなさい。忙しいから無理」

　ボソッと呟くように返せば、《え？　でも近くにいるんだから……》と母はごねる。

　最後まで聞かずに、私はそのまま電話を切った。

　母は矢島から私のことを聞いて、勤務先を調べて電話してきたのだろうか。

　私は……矢島に会ったことを楽観視していたのかもしれない。

　玲司さんのマンションに引っ越して正解だった。母なら寮にだって現れる可能性がある。

　さすがに会社の中にまで入ってくることはないだろう。でも、帰る時に待ち伏せされていたらどうする？

「松本、お昼食いに行くぞ」

　不意に渡辺君に肩を叩かれ、ハッとした。

「……お昼？」

「お前、ボーッとしてんなよ」

　呆れ顔の彼に「ごめん」と条件反射で謝って、彼の言葉を頭の中でリピートする。

「え……と、でも、渡辺君、いつも同期の子たちと食べに行ってなかった？」

　渡辺君の誘いに躊ちゅう躇ちょしてしまう。

「特に約束してるわけじゃない」

　彼の返答を聞いて、少しがっかりした。

「ああ。そうなんだ。……あの、佐藤先輩も一緒にどうですか？」

　渡辺君とふたりだと会話が続きそうになくて、近くにいた先輩を強引に誘ったら、彼女はにこやかに微笑んだ。

「いいよ。今日のＡ定食なにかな～？」

　佐藤先輩の楽しげな問いに、渡辺君がすかさず答える。

「さっきパソコンで社食のメニュー見たら、トンカツでしたよ。Ｂ定食がブリの照り焼き」

「えー、イントラにメニューなんか載ってるの？」

　知らなかったあ。

　驚きながら聞けば、渡辺君はニヤリとした。

「俺はお前みたいにボーッと生きてないからな」

　……出来が悪くてすみません。

　ハハッと苦笑いしながら三人で社食に向かう。

　佐藤先輩はＢ定食、渡辺君はＡ定食、そして私はきつねうどんを選び、窓側のテーブルへ。

　佐藤先輩と私は並んで座り、渡辺君は佐藤先輩の前の席に腰を下ろす。

　私のトレーを見て、渡辺君が突っ込んだ。

「松本、うどんだけで足りるのか？」

「うん。今日はちょっと食欲なくて」

　母のことが気になって、食べる気力もない。

「松本さん、体調悪いの？」

　佐藤先輩が心配そうに聞いてくるので、笑って否定した。

「いえ、ちょっと寝不足なんです」

「どうせくだらない海外ドラマでも見て夜更かししたんだろ？」

　トンカツを口にしながら私の方に目を向ける渡辺君の言葉に「まあ、そんなとこ」と曖昧に返した。

「渡辺君は出身はどこ？」

　佐藤先輩に聞かれ、渡辺君は箸を止める。

「俺は福ふく岡おかです。大学で上京してきましたけど」

「渡辺君、Ｔ大でしょう。頭いいよね。松本さんは優ゆう章しょう大だし、今年の総務の新人はすごいなあ」

　佐藤先輩がどこか誇らしげに言うと、渡辺君が意外そうな顔で私を見た。

「え？　松本、優章大？　あそこって偏差値も高いけど、金持ちの通う学校じゃなかったっけ？」

　彼の質問にとっさに嘘をつく。

「私は奨学金もらって通ってたの」

　チクンと胸が痛む。

　ＮＰＯの支援を受けていたなんて話はしたくなかった。

「へえ、そうなんだ。お前、のんびりしてるわりに頭はいいんだな。先輩はどこの大学なんですか？」

　渡辺君が軽く流して、佐藤先輩の方を見たからホッとした。

「私は私立の女子大」

　美味しそうにブリの照り焼きを食べながら彼女が答えるが、女子大と聞いて渡辺君と私はハモッてしまった。

「女の子からモテたでしょうね」

　私たちの発言に気を悪くした様子もなく、先輩は悪戯っぽく笑って注意する。

「こらこらふたりとも。否定はしないけど、先輩をからかわないでよ」

　私は「すみません」と謝るが、渡辺君はさらに突っ込んだ質問をした。

「やっぱモテたんだ。毎年チョコはどれくらいもらってました？」

「二十個くらい……って、渡辺君、人の話聞いてた？」

「聞いてました。俺は毎年十個だったから、先輩かなりモテますね」

　さりげなく自分もモテるアピールをした彼に、先輩は自虐的に呟いた。

「女の子にしかモテないけどね」

　バレンタインかあ。

　義理で玲司さんと晴人さんにあげたことはある。

　手作りは重いだろうから、市販のものにしたけど、ふたりはとても喜んでくれた。

　それで、普段は店で出さない紅茶とケーキをご馳走してくれたんだよね。

「松本、なにひとりでニヤついてる？　さては、バレンタインにチョコあげて告ったことがあるな？」

　渡辺君がスーッと目を細めるが、残念ながら語るような告白経験は私にはない。

「義理チョコしか……あげたことないよ」

　申し訳なさそうに言ったら、渡辺君がつまらなそうな顔をする。

「なんだ。お前って彼氏いないの？」

　その質問、最近玲司さんにも聞かれたなあ。

「いないよ。きっと一生できないと思う」

　自信を持って答えたら、渡辺君に笑われた。

「お前ねえ、なんかお兄さん心配になってきたわ。いい男紹介しようか？」

　私の家庭の事情を知って付き合ってくれる人なんて……多分いない。

「いや、渡辺君の知り合いってハイスペックな人が多いだろうし、私には分不相応だから遠慮しておくよ。でも、気遣ってくれてありがと」

　食べかけのうどんをじっと見ながら言えば、佐藤先輩がテーブルに身を乗り出した。

「渡辺君、私フリーだから、いい人いたら紹介してよ。最近、出会いがなくて。私みたいな高身長の女って引かれるのよねえ」

「そうなんですか？　俺は相手の身長とか気にならないですけどね」

　渡辺君がそうコメントすると、先輩はアルコールが入ったかのようにご機嫌になった。

「おっ、いいこと言うじゃん、渡辺君。今度、このメンツで飲みに行こう」

　佐藤先輩の話に渡辺君が快く応じる。

「ぜひぜひ」

　……私は行くとは言っていないのにな。

　ふたりのやり取りを苦笑いしながら聞いていた。




　その日の夕方。

　業務を終えてパソコンの電源を落とすと、急に不安に襲われた。

　お母さんがまだ会社の近くにいたらどうしよう？

　わざわざ私に会いに来るということは、なにか目的があってのことだと思う。

　きっとお金じゃないだろうか？　それか矢島に言われて、私をどこかに連れていくのか？

　矢島のことを考えて、背筋がゾクッとした。

　バッグを持って席を立つと、総務のみんなに「お疲れ様です」と挨拶をしてオフィスを出る。

　すると、バッグの中でスマホがブルブルと震えた。

　スマホを取り出して画面を見たら、晴人さんからの着信。

　なんだろう？

「美月です。晴人さん、どうしました？」

　すぐに電話に出ると、彼の元気な声が聞こえた。

《もう会社終わった？》

「ええ。今から帰るところです」

　廊下を歩きながら答えれば、晴人さんが安堵した様子で息を吐く。

《あー、間に合ってよかった。玲司さんに言われて迎えに来たんだ。真田物産のビルの前に車停めてるから》

　さっきまでの不安が消え、心が軽くなる。

　晴人さんが迎えに来てくれるなんて思わなかった。心配してくれた玲司さんにも感謝だ。

　晴人さんとの通話を終えると、スマホをバッグにしまい、小走りでエレベーターに乗った。

　駐車しているのなら、長く待たせちゃいけない。

　ビルを出たら、目の前に真っ赤な高級スポーツカーが停まっていて、窓越しに晴人さんが私に手を振っていた。

　私も頭を下げて近づき、車に乗り込む。

「お疲れ～」

　助手席に座ってシートベルトをつける私に彼がニコッと笑った。

「迎えに来てもらっちゃってすみません。この車、晴人さんのですか？　すごくカッコいい」

　スポーツカーなんて初めて乗る。

「そう。俺、スポーツカー好きでね。今日から毎日迎えに来るから、なにか用事がある時は事前に俺か玲司さんに連絡くれる？」

　彼の言葉に甘えてしまうのは申し訳ない気持ちもあったけれど、内心ホッとしていた。

　母や矢島にばったり会うのは怖い。

「はい。忙しいのにすみません」

　晴人さんの顔を見て謝ると、彼は温かい目で微笑んだ。

「困った時はお互い様だよ。玲司さんも美月ちゃんがいるとよく眠れて機嫌がいいんだ」

「玲司さんはいつだって機嫌いいですけど」

「それは美月ちゃんの前ではね。あの人、男にはめっちゃ怖いから。俺も普段顎で使われてるし」

「え～、そんな風には見えませんけど」

　玲司さんは誰に対しても紳士的で優しそうなのに。

　驚く私に、晴人さんはさらに衝撃的な話をする。

「優しそうに見えて結構腹黒いよ、あの人。それに武道やってたから強いしね」

「あっ、確かにあの矢島を見ても怯んでなかったかも」

　思い出すように言う私に、晴人さんは優しく微笑んだ。

「玲司さんが高校生の時は不良があの人にひれ伏したそうだし、玲司さんがそばにいれば大丈夫。必ず美月ちゃんを守ってくれるよ」

　晴人さんは私の家庭の事情を知っている。

　それにしても、不良がひれ伏したって……玲司さん、一体なにをやったのか。

「それはすごいですね。玲司さん、虫も殺さぬような綺麗な顔をして、穏やかなのに」

「あの人猫かぶりだから紳士面は得意なの。でも、ある意味女性には冷たいかなあ。決して自分を見せないし、自分のテリトリーに入れない。あっ、でも美月ちゃんは特別ね」

「……それって私がマロンに似てるからですか？」

「うん。美月ちゃんって、マロンが人間になったみたい。くりっとした目なんかそっくり」

　改めて晴人さんに言われるとへこんでしまう。

「……そうなんですね」

　なんか、もう玲司さんのそばにいられるならペットでもいいや。

　暗くなる私を見て彼が慌てて励ました。

「まあ、それは相手を引きつけるきっかけであって、そこから交際に繋げていけばいいんだからさ。頑張りなよ」

「なにをどう頑張れば？」

　今さら玲司さんへの恋心を否定する気にもなれず、晴人さんにアドバイスを求める。

　色気もないし、八歳も年下だし、子供扱いなんですよ？

　すがるような目で晴人さんを見ると、彼はポンポンと私の頭を叩いた。

「やっぱ頑張んなくていいや。いつもの美月ちゃんでいいよ」

　それはなにをやっても無駄ということですね。

「……そうですか」

　呟くように相槌を打って、気落ちする私。

　この場の雰囲気を明るくしようとしたのか、晴人さんは話題を変えた。

「ところで、マンションに帰りたい？　それとも、ノワールに行って玲司さんと一緒にマンション帰る？」

「ノワールがいいです」

　早く玲司さんに会いたい。彼は私の元気の素だから。

　迷わず即答したら、彼はクスッと笑った。

「正直でよろしい」

　晴人さんが車を発進させると、十分ほどでノワールに着く。

「俺は駐車してくるから、美月ちゃんは先に行ってて」

　店の前で車を停めて、晴人さんは私の方を見た。

「はい、ありがとうございます」

　シートベルトを外して車から降り、手櫛で前髪を整え、ノワールのドアを開けた。

「こんにちは～」

　明るい笑顔で中に入ったら、いつものように玲司さんが温かな眼差しで迎えてくれた。

「いらっしゃい。晴人間に合った？」

「はい、ちょうど帰る時に来てくれて、助かりました」

　彼の質問ににこやかに答えると、カウンター席にいた長い黒髪の女性が私の方を見た。

「わ～、涼華さん、お久しぶりです～」

　彼女を見て、ぱあっと笑顔になる。

　涼華さんのもとに駆け寄ったら、彼女はギュッと私を抱きしめた。

「久しぶり、美月ちゃん。元気そうでよかったわ」

　涼華さんは弁護士で、晴人さんのお姉さん。玲司さんとはいとこ同士だ。

　五年前に私が母と離れて暮らすことになった時、彼女が間に入ってさまざまな手続きをしてくれたし、洋服や日用品の買い物にも付き合ってくれた。

　事件後もいろいろ相談に乗ってくれて、私は姉のように彼女を慕っている。

　月に一回は自分の近況報告も兼ねて会っていたのだけれど、涼華さんの仕事が忙しかったり、私も大学卒業までは家庭教師のバイトがびっしり入っていて時間が取れなかったこともあって、メールで連絡は取り合っていたものの会うのは三カ月ぶり。

「涼華さんは相変わらず綺麗ですね。羨ましいな」

　羨望の眼差しを向ければ、晴人さんが店に入ってきて、「最近、肌の衰えを感じるけどね」と涼華さんに嫌みを言う。

　そんな彼に「うるさい」と彼女はゲンコツをお見舞いした。

　……晴人さん、痛そう。

「美月ちゃん、お腹空いたよね。これ、食べて。うちの今日の賄い」

　玲司さんがテーブルにコトンと皿を置く。

　それは、ナスとベーコンのトマトソースのパスタだった。

「わあ、美味しそう」

　涼華さんの隣の席に座り、早速いただきますをしてパスタを食べ始める。

「あんた、餌えづけしてない？」

　スーッと涼華さんが目を細めて玲司さんを見るが、彼はポーカーフェイスで返した。

「心外だな。ただうちの子にご飯食べさせてるだけですよ」

「うちの子ねえ。まあ、玲司のとこにいるなら、美月ちゃんも安全ね。いい？　美月ちゃん、お母さんが連絡してきても会っちゃダメよ」

　涼華さんの忠告に固まった。

　多分、玲司さんから私の話を聞いて心配で彼女はここに来たのだろう。

　でも、今日母から電話があったなんて言えなかった。

　あんな母でも肉親だからかもしれない。人に自分の母親のことを悪く言われるのは嫌なのだ。

　それに、涼華さんや玲司さんに余計な心配をかけたくなかった。

　――大丈夫。私が母を相手にしなければいいだけ。

「はい。気をつけます」

　笑顔を作って当たり障りのない返事をした。




　それから閉店時間までおしゃべりをして、涼華さんたちと別れると、玲司さんと一緒に彼の車でマンションに帰る。

　玲司さんの車は高級ドイツ車のセダンで、色は白。シートは革張りで座り心地もいい。

「晴人のスポーツカーとこの車と、どっちが好き？」

「うーん、晴人さんのスポーツカーもカッコいいですけど、落ち着くのは玲司さんの車かなあ」

「そっか。じゃあ、今度どっかドライブ行こうか？」

　思わぬ玲司さんの誘いに舞い上がる私。

「え？　いいんですか？」

　それって世間一般で言うデートじゃあ？

　心の中で大喜びするが、ハッと我に返った。

　落ち着け、私。

　深い意味はない。変な期待しないの。

「どこ行きたい？」

　玲司さんに希望を聞かれ、マズイと思った。

「……えーと、すぐには浮かばなくって……考えときます」

　こう答えれば、玲司さんもそのうち忘れるだろう。

　ただでさえ私を同居させているのだ。彼にだって私と離れてゆっくりしたい時もあるに違いない。

　兄妹でも、親でもないんだもん。

　そういえば、今朝うちの会社で会ったのは玲司さんだったのだろうか？

「あのう、玲司さんは今朝は銀座の商店街の会合でしたよね？」

　ハンドルを握る横顔を見ながら尋ねると、彼は前を見据えたまま答えた。

「ああ。そうだよ。それがどうかした？」

「い、いえ、なんでもないです。今日、玲司さんに似た人を会社で見かけちゃって」

　慌てて首を横に振ってハハッと笑うと、「俺に似てる人ね」と玲司さんはどこか謎めいた笑みを浮かべた。

　そっかあ。私……ぼけていたのかなあ。

　似た人といえば、常務も玲司さんによく似ていたなあ。でも、世の中に同じ顔をした人は三人いるっていうし……。

　そんなことを考えてるうちに、いつの間にか車はマンションの地下駐車場に着いていた。

　シートベルトを外そうとしたら、「ねえ、美月ちゃん」と玲司さんに声をかけられる。

　顔を上げると、なぜか目の前に彼の顔が……。

「れ、玲司さん、どうかしました？」

　きゃあー、顔が近いです!?

　心臓はバクバク。

　激しくうろたえる私を見て、彼はクスッと笑う。

「涼華さんがお母さんの話をした時、挙動不審だったんだけど、どうしてかな？」

「な、なんのことですか？」

　突然彼に追及され、言葉に詰まった。

「美月、本当のこと言わないと、このままキスしちゃうよ」

　玲司さんの双そう眸ぼうが妖あやしい光を放つ。

　彼の目にとらわれ、ゴクッと唾を飲み込む私。

　ん？　美月？

　呼び方が変わっていますよ、玲司さん。

　それに、雰囲気がいつもと違う……。

　天使が悪魔に豹ひょう変へんした――。










楽しい同居生活［玲司ｓｉｄｅ］




「子猫ちゃんとの同居生活はどう？」

　カウンター席でコーヒーを口にしながら涼華さんは俺をいじる。

　真田物産の役員会議に出た日の夕方、彼女がふらっとノワールにやってきた。

「まだ始めたばかりですがうまくやってますよ」

　他の客のカプチーノを作りながらにこやかに答えると、彼女はジーッと俺を見た。

「もっと困ってるかと思ったら、楽しそうね。なんだかムカつく」

「ひどい言い様ですね。涼華さんに断られたから、うちで預かることになったのをお忘れなく。晴人、これ持ってって」

　フッと笑みを浮かべて彼女にそう返し、今日は三時過ぎからノワールにいる晴人を呼んだ。

「へーい」

　俺が入れたカプチーノをトレーにのせて彼は運ぶ。

　晴人が離れると、涼華さんは話を続けた。

「同居してるなら、そろそろ美月ちゃんにあんたが学費とか援助してたって言いなさい。ちょっと調べれば、自分を支援してくれたＮＰＯ法人なんて存在しないってわかるわよ」

　確かにいつか美月ちゃんに知られてしまうかもしれない。

　だが、自分から言うつもりはなかった。

「告白して彼女に感謝してもらうんですか？　くだらない。彼女が笑顔でいてくれたらそれでいいですよ。俺に変な気を使ってもらいたくない」

「どこからかバレても知らないわよ」

「その時は涼華さんが援助したってごまかしますよ」

　フッと笑えば、涼華さんは呆れ顔で俺を見た。

「……あんたね。美月ちゃんはあんたがエセ紳士って知ってるのかしら？」

　意地悪く彼女に聞かれたが、澄まし顔で返した。

「いえ。知らないと思いますよ」

「一緒に住むなら、そろそろ素で彼女に接したら？　家の中でも自分を演じるのはつらいでしょう？　真田物産の専務だっていうのも彼女に言ってないのよね？　いつまでも隠し通せるものじゃないわよ。折を見てちゃんと話しなさい」

　じっと俺を見据えて意見する涼華さんに、ニコッと微笑む。

「考えておきます」

「悪魔な顔しちゃって。ホント、あんたはこんなカフェでオーナーなんてやってる器じゃないわよ。会社継げば？」

　定番の話題が飛び出し、苦笑いした。

　涼華さんは俺に会うたびに、会社を継げとうるさく言ってくる。

「こんなカフェとは辛しん辣らつだな。もとは祖父さんが開いた店ですよ」

「お祖父さんは経営に飽きて、道楽で開いただけ。でも、あんたまだ三十よね？　そんな世捨て人みたいな生活してたらボケるわよ」

　くどくど説教する涼華さんに晴人が同調する。

「そうそう、玲司さんは真田物産を継ぐべきだと思うよ。孫の代で祖父さんから経営のノウハウを学んだのは玲司さんだけだし。カフェは誰か人を雇えばいいじゃないか」

「お前は横からうるさいよ。会社経営なんて興味ない。それに、俺が祖父さんから教えてもらったのはコーヒーの淹れ方だけだ。お前、いい加減諦めろ」

　ツンと晴人の頭を小突いたが、こいつはニヤニヤ顔で言う。

「昔、この店には政財界の要人が来ていたよね？　その人たちの口利きや玲司さんの経営戦略で真田物産は今や世界を代表するような大企業になった。祖父さんも玲司さんを自分の後継者だと言って、経済界の重鎮に紹介していたそうじゃないか」

　晴人の言うように、このカフェは昔、政財界の大物が集まるサロンだった。

　今も大企業の会長などがふらっとやってくることがあるのだが、ここで交わされた会話は日本経済を動かすような話ばかりで、俺も小さい頃からわけもわからずその会話に参加していた。それで自然と経営のことにも詳しくなり、祖父さんに『お前ならどうする？』と意見を求められることが増えていった。

　祖父さんが俺の考え通りに会社の方針を決めていたと知ったのは、大学生の頃。

「誰かの作り話だろ」

　とぼけたが、涼華さんがすかさず突っ込む。

「お祖父さんが真田を継ぐのは玲司だって明言してたわよ」

「空耳じゃあ……!?」

　涼華さんをからかったら、ギロッと睨まれた。

「私がババアとでも言いたいの？」

「涼華さん、眉間に皺が寄ってますよ」

　フフッと笑って指摘すると、彼女は凄みのある眼光で俺に命じた。

「うるさい。斗真に遠慮なんかせず、継ぎなさいよ」

「そうだよ。水嶋も俺も斗真も玲司さん以外の社長は認めないんで」

　晴人の発言に頭痛がする。

　彼は秘書になってからというもの、隙あらば俺が真田物産を継ぐように説得してくる。俺は小さい頃から労せずとも勉強やスポーツができたから、こいつはどこか俺のことを英雄視しているのだ。

　俺の人生なのだから、好きにさせてほしいんだがな。

「ふたりとも勝手に徒党を組まないでくれるかな。うちに出入り禁止にしますよ。あっ、もう五時半か。晴人、美月ちゃん迎えに行って」

　思い出したように言って話題を変えれば、晴人は少し悔しそうに俺を見る。

「話逸らしたな。まあ、そのうち『俺が継ぐ』って言わせてみせるよ」

「そう言って四年は経ったんじゃないか？　無駄だ。早く行け。美月ちゃんが矢島に会ったら大変だ」

　彼を急かせば、今度は素直に言うことを聞いた。

「了解」

　晴人が店を出ていくと、涼華さんは片肘をついて俺を見た。

「あんたが迎えには行かないの？」

「俺が行って、斗真や親父に見つかると厄介ですからね」

　そう言い訳すれば、彼女はチクリと言う。

「でも、隠しごとっていうのはそのうちバレるものよ」

　涼華さんの言うことはもっともだったが、「俺に報告義務はないですよ」と一蹴した。




　その後、美月ちゃんがやってきて、彼女に夕飯を食べさせたら、涼華さんが目を細めて俺を見た。

「あんた、餌づけしてない？」

「心外だな。ただうちの子にご飯食べさせてるだけですよ」

　涼華さんの目を見て何食わぬ顔で答えれば、彼女は不審顔になる。

「うちの子ねえ。まあ、玲司のとこにいるなら、美月ちゃんも安全ね。いい？　美月ちゃん、お母さんが連絡してきても会っちゃダメよ」

　涼華さんが美月ちゃんに目を向けると、美月ちゃんの顔は一瞬強張った。

「はい。気をつけます」

　笑顔で涼華さんにそう返答するが、その瞳は陰っていて……。

　これはなにかあったに違いないと直感した。

　それから閉店時間になり、俺の車に美月ちゃんを乗せて家に帰る。

　今日初めて晴人の車に乗った彼女に、「晴人のスポーツカーとこの車と、どっちが好き？」と聞けば、彼女ははにかみながら答えた。

「うーん、晴人さんのスポーツカーもカッコいいですけど、落ち着くのは玲司さんの車かなあ」

　美月ちゃんの声と笑顔がかわいくて、こちらも自然と笑みがこぼれる。

「そっか。じゃあ、今度どっかドライブ行こうか？」

　車を運転しながら美月ちゃんを誘うと、彼女は目を輝かせた。

「え？　いいんですか？」

　今まで人をドライブに誘ったことはない。車を走らせて海や山へ行くのもひとりが好きだったが、助手席に誰かがいるのもいいように思えた。

「どこ行きたい？」

　美月ちゃんの希望を聞くが、彼女は急に表情を曇らせる。

　この表情を見るのは今日二回目だ。

　涼華さんが美月ちゃんの母親のことに触れた時も、こんな顔をしていた。

「……えーと、すぐには浮かばなくって……考えときます」

　ぎこちない笑顔で答える彼女。

　なんだろう。俺に一線引いているように感じた。

　もともと彼女は引っ込み思案で、物静か。あまり自己主張はしない。

　しかし、同居しているのだから、もうちょっと俺に心を開いてもいいのではないだろうか？

　なんだかおもしろくない。

　黙っていると、美月ちゃんは少しおどおどした様子で俺に話しかける。

「あのう、玲司さんは今朝は銀座の商店街の会合でしたよね？」

　真田物産で会ったのが俺なのか確認したかったのだろう。

　だが、本当のことは言わず、淡々と返した。

「ああ。そうだよ。それがどうかした？」

「い、いえ、なんでもないです。今日、玲司さんに似た人を会社で見かけちゃって」

　変なことを聞いたと思ったのか、彼女は笑ってごまかそうとする。

　この反応。どうやら俺の言葉を信じたようだ。

　ホント、素直だな。

「俺に似てる人ね」

　フッと微笑して相槌を打つ。

　いつか俺だと断言できる日が来たらいい……。

　そんなことを思った自分に驚いた。

　本当ははっきり俺だと気づいてほしかったのだろうか？

　もっと自分を知ってほしいと感じている？

　自問自答している間にマンションに着き、地下駐車場に車を停める。

「ねえ、美月ちゃん」

「れ、玲司さん、どうかしました？」

　俺が顔を寄せたことに驚いたのか、動揺する彼女。

　俺の中の悪魔が顔を出す。無性に彼女に意地悪をしたくなった。

「涼華さんがお母さんの話をした時、挙動不審だったんだけど、どうしてかな？」

　美月ちゃんの目をとらえて追及すると、彼女の瞳は震えた。

「な、なんのことですか？」

　恐らく、母親からなにかしら連絡があったのだろう。

　嘘をつく子にはお仕置きをしないとな。

「美月、本当のこと言わないと、このままキスしちゃうよ」

　ニヤリとすれば、彼女は瞬きをするのも忘れたのかと思うくらい目を見張った。

　俺の豹変ぶりに驚いて、なにも言えずにいる。

「キスしてほしいの？」

　美月の顎を掴んで問いかければ、彼女はハッとした顔になった。

「は、母から今日会社に電話がありました！」

　ふ～ん、やっぱりね。

「そういうことはちゃんと言わないとねえ、美月」

　悪魔な顔で告げて、彼女の唇を奪う。

　美月は俺を見つめたまま固まっていた。

　かすかにコーヒーの味がする。

　少しからかって終わりにしようと思っていたが、止められなくて……。

　彼女の頭をガシッと掴んでキスを深めた。

　口の中が……熱い。

「うう……ん」

　美月がくぐもった声をあげ、俺はハッとして理性を取り戻す。

　……いけない。

　ここでやめないと止められなくなりそうだ。

　顔を離して、その頭をポンと叩いた。

「これからはなんでも話すように」

　衝動的になった自分をごまかすようにそんな注意をすれば、美月は池の鯉こいのように口をパクパクさせた。

　ちょっと刺激が強すぎたか。

　俺が車を降りても、美月は放心状態で座ったまま。

「ほら、ボーッとしない」と助手席側に回って彼女を降ろして、ふらつくその身体を支えながら部屋まで行く。

　鍵を開けて玄関に入ると、美月の背中をトンと叩いた。

「先にお風呂に入っておいで」

「……はい」

　彼女はコクッと頷いてバスルームに向かうが、たまによろけて壁にドンとぶつかった。

「お風呂で溺れないよな？」

　ハハッと乾いた笑いを浮かべたら、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。

　見れば、涼華さんからのメッセージ。

【美月ちゃんに手を出してもいいけど、ちゃんと責任取りなさいよ。捨てたら殺す】

　どうやら彼女には俺の行動が読めるらしい。

「怖いな」

　そんな感想を漏らしながら返事を打つ。

【捨てたりなんかしませんよ】

　すぐに既読がついて、涼華さんから返信があった。

【早速手を出したわね】

　ニヤニヤマークの絵文字付きで、彼女が俺と美月のことを楽しんでいるのがわかる。

　相変わらず鋭い人だな。

【さあ、なんのことでしょう。おやすみなさい】

　とぼけて強引に終わらせると、美月の様子を見にバスルームに向かい、ドア越しに様子を窺う。

　すると、シャワーの音が聞こえてきて、ちょっと安心した。

　溺れてはいないらしい。

　それにしても、俺はどうして美月にキスしてしまったのか？

　母親のことをすぐに言わなかった罰。

　それに、俺から距離を縮めようとしたのに一線を引かれて、逃げられれば追いたくなるオスの本能を刺激されたか？

　だが、相手は八歳も年下の女の子。俺はなにをムキになっているんだか。

　彼女が俺に対して怯えなかったのが救いだ。

　いや……驚いてはいたものの、むしろ美月は俺に身を任せていて……俺も一瞬我を忘れた。

　なんだったんだろうな？　あんな感覚……初めてだ。

　リビングに行き、窓の外の夜景を眺めながら美月とのキスを振り返っていたら、シャワーを浴び終えた彼女がやってきた。

　美月の髪がまだビチョビチョに濡れていてギョッとする。

　ホント、動揺しまくりだな。

「こら、髪、ちゃんと乾かしてないだろ？」

　そう注意すると、彼女の手を掴んで洗面所に行き、ドライヤーを手に取った。

「あっ、すみません。自分でちゃんとやります」

　美月がドライヤーを奪おうとしたが、俺は首を横に振った。

「ダーメ。今日はちゃんとできないよ、きっと」

　洗面台の鏡に映る美月を見てニヤリとすれば、彼女は赤面してモゴモゴと口ごもった。

「だって……玲司さんが……あんなこと」

「あんなことってなに？」

　ついつい意地悪く聞いてしまう。

「それは……その……だから……」

　しどろもどろになる彼女。

　そんな素直な反応がかわいくて、自然と笑みがこぼれる。

　この子を守ってあげたい。

　俺にそんな庇ひ護ご欲を抱かせるのは彼女だけ。

「あのキス。ふたりだけの秘密だな」

　フッと笑みをこぼして彼女の髪をドライヤーで乾かす。

　そういえば、マロンが生きていた頃、こんな風に毛を乾かしたことがあったっけ。

　でも、人間の女の子の髪を乾かすのは初めてだ。

　サラサラで艶つやがあって、触っていると気持ちがいい。

　五分ほどで乾かし終えると、美月は「ありがとうございます。あの……では……おやすみなさい」と一礼してゲストルームに行こうとする。

　そんな彼女の腕を掴んで言った。

「待った。今日から美月は俺の寝室で一緒に寝るって決めたよね？」

　悪魔な笑みを浮かべれば、美月の顔は引きつった。

「やっぱり、男の人と一緒に寝るなんて無理です～」

「無理じゃない。昨日もおとといも一緒に寝たじゃないか」

　俺がそう指摘したら、彼女は逃げ腰で言い訳する。

「それは私が眠ってて気づかなかっただけで……」

「大丈夫。何事も慣れだよ」

　美月を俺の寝室に連れていくと、彼女は固まった。

「ほ、本当に一緒に寝るんですか？」

「ベッドは大きいし、ふたりで寝ても平気だよ。俺はシャワー浴びてくる」

　美月を部屋に残してバスルームに向かう。

　二十分ほどして寝室に戻ったら、彼女はベッドの隅の方で丸くなっていた。

　俺もベッドに入り、美月の額に「おやすみ」と口づけると、彼女の眉がピクリと動く。

　これは、まだ起きてるな。

「緊張して眠れない？」

　そう問いかけるが、返答はない。

　試しに背後から美月を抱きしめれば、「ぎゃあ！」と彼女が声をあげた。

「タヌキ寝入りしててもわかるよ。襲わないから安心して眠ればいい」

「無理ですよ～。心臓がドキドキしておかしくなりそうです」

「大丈夫。そのうち収まるから」

　そんな会話を何度か繰り返すうちに、スーッと彼女の寝息が聞こえてきた。

「おやすみ」

　彼女の寝顔を見つめてそう言うと、俺も優しい眠りに誘われた。










彼との旅行はドキドキ




「……まだまだ階段がある」

　ゼーハー息を吐きながら、私は遥か上方に目を向けた。

「上り始めたばっかりだよ。頑張れ」

　玲司さんは石段の数段下にいる私を振り返り、爽やかな笑顔でエールを送る。

　その白い歯が目にまぶしい。

　天気は快晴。五月の初めなのに気温は二十五度を超えていて、額に汗がにじむ。

　私と玲司さんはゴールデンウィークの休みに東北にある山寺に来ていた。

　いや、正確には山寺を目指して、千段以上もありそうな石段を上っている。

　時刻は午前九時過ぎ。

　ゴールデンウィークとあって周りは家族連れが多く、小学生くらいの子供たちが軽快に石段を駆け上がっていく。

　子供は元気だなあ。私にもその力を分けてほしい。

　まさか玲司さんと東北までドライブするなんて思わなかった。

　ドライブの話なんて私だって忘れていたのにな。

　思い返せば一週間前。

　玲司さんが朝食の時にコーヒーを口に運びながら言った。

『美月、ゴールデンウィーク、カフェの大掃除をしたいからあけておいて』

　ゴールデンウィークは特に予定がなかった私は、なにも考えずに『はい』と返事をした。それでノワールをピカピカにする気でいたのだけれど、玲司さんに『三日分の着替えを用意して』と命じられたのよね。

　気合いが入った大掃除だな……なんて思っていたら、朝四時に彼に起こされ、車に乗せられて……。

　途中トイレ休憩を挟みながら五時間ぶっ通しで走って、着いたのは東北の有名な観光地だったのだ。

　まあ、運転していたのは玲司さんで、私は横で心地よく寝ていたけどね。

　玲司さん、スーパーマンだよ。

　五時間も車運転したのに、なんでそんな軽やかに上っているの？

　でも最近、私は彼の新たな一面というか……本性（？）を知ってしまった。

　彼は悪魔に豹変する時がある。

　車の中でキスして以来、玲司さんはちょくちょく悪魔な顔で私をいじる。

　それに、一人称が〝僕〟から〝俺〟に変わってしまった。

　同居して十日ほど経ったけれど、キスされたのはあの一回だけ。

　いまだに玲司さんがどうしてキスしたのかわからない。

　でも、スキンシップは確実に増えている。

　だって、今の私は彼の抱き枕。毎晩玲司さんにギュッと抱きしめられて眠り、朝起きてもしっかり彼にホールドされている。

　最初は一緒に寝るなんて無理だと思ったのに、慣れとは怖いもので、今ではそれが当たり前になっていて……。

　他にも私の肩に玲司さんが顎をのせてきたり、突然バッグハグして私を驚かせたりといろいろある。

「玲司さん……どうしてそんなにタフなんですか？　車だって……運転したのに」

　息を乱しながら質問すれば、彼は少し呆れ顔で笑って私の手を握った。

「美月が体力なさすぎなんだよ。ほら、行くよ」

　……手、繋がれている。

　玲司さんの抱き枕にはなったけれど、手を握られたのは初めて。

　落ち着くのよ、美月。

　小学校の遠足の時だって、男の子と手を繋いだよね。

　胸はドキドキ。

　玲司さんに手を引かれて石段を上っていく。

　緊張で疲れを感じるどころではない。

　私、絶対手汗かいてるよ～。

「美月、大学の時、なにか体育会系のサークルとか入らなかった……って、ずっと家庭教師のバイトしてたか」

　玲司さんが私の顔を見てハハッと笑う。

　彼が言うように、大学の時は家庭教師のバイトをしていた。時給がいいし、体力がなくてもできるから。

　奨学金をもらっているとはいえ、自分でお金を稼ぎたかったんだ。

　サークルに興味がなかったわけじゃないけれど……。

「……サークルの見学には行ったんですけど、その後、強引に居酒屋に連れていかれて、ちょっと私には合わないなって思いました」

　お酒を飲むのを強要されてひどい目に遭ったのだ。

「学生って悪ノリするからね。まあ、たまたまそのサークルがよくなかったんだろうな。家庭教師のバイトだけじゃなくて、サークルに入っていればもっと楽しいこといっぱいあっただろうに」

　玲司さんが少し残念そうに言うので、すぐに否定した。

「家庭教師だって楽しかったですよ。生徒は素直ないい子だったし、そこのお母さんが美味しい夕飯をご馳走してくれたりして、役得でした」

　ニコッと笑う私を見て、彼は少しホッとした顔になる。

「それはよかった」

　家庭教師はすごくやり甲が斐いがあったし、私の元気の源だったなあ。

　教えていた生徒から『美月先生、志望校に受かりました！』という報告を受けた時は、自分のことのように嬉しかった。

「ノワールでバイトもしてみたかったんですけど、私の要領の悪さがバレてしまうのでやめました……っていっても、バイトの募集もしてなかったですけど」

「美月ってなにかやろうとすると、ひとり焦ってるもんね」

　玲司さんがクスッと声を出して笑う。

　多分、一緒に住み始めてからの私の失敗を思い出しているのだろう。

　頑張ってラムチョップやビーフストロガノフといった少しこじゃれた料理を作ろうとしたのだけれど、オーブンレンジの使い方を間違って焦がしてしまったり、パニックになって違う調味料を入れて未知の物体ができあがったりと、なにかとやらかしている。

　あまり思い出してもらいたくなくて、話題を変えた。

「あの……玲司さん、ノワールって、前は玲司さんのお祖父さんがオーナーだったんですよね？　どうして玲司さんが継ぐことになったんですか？」

　玲司さんのように頭のいい人なら、どんな仕事にも就けたように思う。

　それこそ、うちの会社で会った玲司さんのそっくりさんのように、スーツを着てバリバリのビジネスマンで……とそんな姿を想像してしまう。

「祖父が俺の身を案じてノワールをくれたんだ。それに、俺がノワールを気に入っていたのもあったかもしれない」

「身を案じて？」

　首を傾げる私に彼は笑って説明する。

「俺が愛人の子だから、祖父は俺が金に困らないようにしたんだと思う」

　愛人の子？

　初めて知る彼の話に驚いて、「そうなんですね」としか言えなかった。

　どう返したらいいのかわからない。さらっとにこやかに話してくれたけれど、玲司さんはそのことで悩んだ時もあったはずだ。

　余計なこと聞いちゃったな。

　少し落ち込む私を見て、彼はおもしろそうに突っ込んだ。

「美月が暗くなってどうする？」

「だって……」

　口ごもる私に彼は穏やかな顔で笑ってみせる。

「大丈夫。俺はもう気にしてないから。それに今、祖父の跡を継いでカフェのオーナーしてなかったら、美月にも会えなかったと思うよ」

「そんなの嫌！　……あっ」

　玲司さんの発言にとっさに声をあげると、彼が少し悪魔な顔でニヤリとした。

「俺も嫌だな。せっかく極上の抱き枕に出会えたんだから」

「もう、玲司さんたら！」

　キッと睨んだのに、彼はとても楽しそうに笑う。

「美月が怒っても全然怖くないよ」

　その声が耳に心地よい。

　そんな調子で玲司さんにからかわれながら石段を上っていくと大きな仁に王おう像ぞうがあって、さらにその先に岩の斜面に建てられたお堂が見えてきた。

　能の舞台のようなそのお堂では、数人の観光客が眼下の景色を眺めている。

　私たちも行ってみれば、そこには美しい街並みが広がっていた。

「緑の山に囲まれて綺麗～。それに風が気持ちいい～」

　感動していると、隣に立つ玲司さんが前髪をかき上げた。

　その横顔が素敵でほうっと見惚れてしまう。

「ここで、標高二百メートルぐらいかな。本堂まであと五十メートルちょっと。あっ、少し水分補給しとこう」

　彼が背負っていたリュックを開けて取り出したのは、スポーツ飲料のペットボトル。

　キャップを外して「さあ、飲んで」と私に差し出した。

「ありがとうございます」

　玲司さんから受け取り、ゴクッと飲む。

「美味しい」とにっこり笑って返せば、彼も口に運んだ。

　あっ……間接キス。

　そんなことを思ったが、玲司さんは気にする様子はない。

　私が意識しているだけか。煩ぼん悩のうだらけだな、私。

「さあて、本堂目指して行きますか」

　玲司さんはリュックにペットボトルをしまい、私の手を掴む。

「はい」

　はにかみながら返事をして、また石段を上っていく。

　休憩をしたせいか、身体が少し軽くなった。

　しばらくすると、国の重要文化財にも指定されている本堂が見えてきた。

　石段を五十段ほど上って本堂に入れば、黄金の阿あ弥み陀だ如にょ来らい像ぞうが私たちを迎えた。

「とっても優しい顔」

　じっと仏像を見てそんな感想を口にしたら、玲司さんは私の方を見て楽しそうに頬を緩めた。

「美月に少し似てるかも」

「それは阿弥陀如来様に失礼です」

「そんなことないよ。阿弥陀如来に似てる美月と一緒にいればご利益あるかな」

　どこか楽しげに言う彼に向かってブンブンと首を横に振る。

「ないですよ」

「ある。毎日美味しいご飯が食べられるし、ぐっすり眠れる」

「それ……ご利益ですか？」

「大事なことだよ」

　ふたりで手を合わせて拝むと、次はお守りや御札を見て回る。身代わり守、厄除け守、招福守、勧学や安産などいろいろあって見るだけでも楽しい。

　なにかひとつ買っていこうかな。

　なんて思って見ていたら、横で玲司さんが御朱印帳を購入していた。

「せっかく来たからね。御朱印もらおうかと思って」

「私もお守り買います！」

　そう意気込んでお守りをひとつ手に取ったが、玲司さんがおもしろそうに目を光らせた。

「美月、それ安産守りだけどいいの？」

「わ～、よくないです」

　慌てて戻して、厄除け守りを手にすれば、玲司さんがお会計をしてくれた。

「ずっと身につけているように。美月は危なっかしいからね」

「……はい。ありがとうございます」

　苦笑いしながら受け取って、早速バッグの内ポケットの中に入れる。

　その後、御朱印をもらうと、下山して昼食を食べ、また車に乗った。

「これから東京に戻るんですか？」

　シートベルトをする玲司さんに聞いたら、彼はツンと私の頭を小突いた。

「まだ来たばかりだよ。お楽しみはこれから」

　それからまた一時間ほど車に乗って向かったのは、とある温泉郷。

　趣おもむきのある旅館がたくさん建ち並んでいて、テンションが上がる。

　考えてみたら、父が亡くなって以来、修学旅行以外でこんな風に旅行をしたことはない。大学の友達に誘われたことはあるけれど、お金を使うことに抵抗があっていつも断っていた。

　旅館で温泉に入って、ご飯食べて、ふかふかのお布団で寝て……。

　いいなあ。

　日帰り温泉だけでも入れたらラッキーだな……なんて思っていたら、とある老舗旅館の玄関前に玲司さんは車を停めた。

「降りるよ」

「え？　ひょっとして日帰り温泉ですか？」

　パアッと笑顔で質問する私に、彼はニコッと微笑んだ。

「ここに泊まるよ」

　泊まる？

　いまいち状況を把握できないまま車を降りたら、中から旅館の男性スタッフが出てきて、玲司さんは車のキーを預けた。

　着物姿の仲居さんがトランクにあった荷物を運び、玲司さんに手を引かれて中に入る。すると、白びゃく檀だんのお香の匂いがした。

　ロビーの天井は高く、広々としていて、館内には歴史の教科書に載っている著名人の写真や書画が展示されていて歴史を感じる。

　なんだか上品で優美な雰囲気の宿だな。私、場違いなところに来ちゃったかも。

　フロントで玲司さんは書類にサインだけして、仲居さんの案内で部屋に向かう。

　エレベーターで三階に上がると、左手の奥に【桔き梗きょうの間】と書かれた部屋があった。

「こちらになります」

　仲居さんが部屋の戸を開けて荷物を運び入れる。

　そこは渓流美が堪能できる部屋だった。

「わ～、素敵！」

　ひとり興奮して窓の景色を眺めていたら、玲司さんがやってきて、優しい目で微笑んだ。

「気に入ってくれてよかった」

「ゴールデンウィークなのによく予約できましたね」

　これほどの高級旅館なら、すぐに予約が埋まりそうだもの。

「そこはまあ……いろいろとコネを使ってね」

　彼が言葉を濁すので、宿泊費のことが心配になった。

　仲居さんの話ではこの旅館は昭和初期に建てられた三階建ての木造建築で、国の重要文化財にも認定されているとか。部屋は十部屋で、皇族の方もお忍びで泊まられるらしい。

　ここ相当高いのでは？　だから普通の人は予約できないんじゃあ？

　顔から血の気が引いていく。

　どうしよう～。

　旅行するなんて思わなかったから、財布には一万ちょっとしか入っていない。しかも私はクレジットカードを持っていないのだ。

「玲司さん、この近くにコンビニありますか？　お金下ろさないと宿代が……」

　いや、そもそも私にここの宿代を払えるだろうか？

　値段を聞いたら失神しそう。

　あたふたする私の肩に彼がポンと手を置く。

「先に払ってあるから心配ないよ。それに美月は払わなくていい。うちでずっと家事をやってくれたから、そのお礼」

「でも、私、お家賃だって払ってないんですよ」

　玲司さんにいくらか部屋代を払おうとしたのだけれど、彼に『いらない』と断られてしまった。

「そういうの管理するの面倒だし、頼むから俺の仕事増やさないでね」

　笑顔で圧力をかける彼。

「本当に……いいんですか？」

　戸惑いながら聞き返したら、玲司さんは穏やかな目で言った。

「いいんだよ。そんなんで破産しないから。ほら、仲居さんがお茶淹れてくれたから飲もう」

「はい」

　玲司さんがそう言うなら、なにかの機会にお礼をしよう。

　ふたりでお茶を飲みながらこの温泉郷の銘菓の温泉まんじゅうを堪能すると、部屋の中を見て回った。

　部屋は二間あって、今いる部屋の奥に、あらかじめ玲司さんが頼んでおいたのか、お布団が敷いてあった。

　わ～、ふかふかだ～。

　思わず布団にバサッとダイブして、その感触を楽しむ。

　だが、お布団が二組並んでいるのを見て、少し青ざめた。

　……ここで玲司さんと寝るの？

　今確かに彼と一緒にベッドで寝てはいるけれど、お布団っていつもと違うせいか緊張しそうだ。

　町娘が悪代官に帯を解かれる絵え面づらが急に頭に浮かんだ。

「美月、まだ寝るのは早いよ」

　ツンと玲司さんに頭をつつかれ、起き上がる。

　次に、入口の右手にある部屋風呂をチェックした。ひのきの露天風呂で、目の前に川が流れている。耳を澄ませば、川のせせらぎが聞こえてきて、心が癒された。

　風情があるね。

「わ～、すごーい」

「部屋の風呂もいいけど、ここ湯ゆ畑ばたけがあるらしいんだ。せっかくだから行ってみよう」

「へえ、どんなんだろう」

　浴衣とタオルを持って玲司さんと部屋を出る。

　一階に湯畑への専用の通路があって、長い廊下を抜けてドアを開ければ、下へと続く石段があった。

　ぎこちない動きで階段を下りる私を見て、玲司さんがクスッと笑う。

「もしかして、さっきの山寺の階段で筋肉痛？」

「うっ……そうです」

　もう笑うなら笑ってください。

　少し拗すねる私の手を彼が掴む。

「転んで頭打ったら困るから」

　玲司さんは笑いを噛み殺しているが、そんな姿にもときめいてしまう。

　ああ～、私そのうちキュン死するかも。

　五十段ほど石段を下りると、男女別々の脱衣場があった。

「あっ、ここ混浴だから。また後でね」

　極上のスマイルで言って、玲司さんは男性用の脱衣所に消えていく。

　え、混浴!?　そんなの無理でしょう？

　パニックになって脱衣所に入るのをためらう私。

　でも、玲司さんのジョークかも……。

　そう思い直して脱衣所に入ったら、作さ務む衣えを着た宿の女性スタッフがタオル地の湯あみ着を渡してくれた。

　なんだ。これを着るのか。

　早速着替えて湯畑に行くと、渓流沿いに四メートル四方の湯船が六つ並んでいて、脱衣所に一番近い湯船に玲司さんが浸かっていた。

　私と目が合うと彼が手をあげる。

　混浴だけど……湯あみ着を着ているなら、プールに一緒に入るようなものだよね。

「もう、玲司さんが混浴なんて言うから、入るのに迷いましたよ」

　上目遣いに睨んだら、彼はフフッと楽しげに笑った。

「もうしばらく待って、美月が来なかったら呼びに行こうかと思ってたところだよ」

　お湯はなんとなく青っぽくて、底まで見えて、透き通っている。

　幸いにも他のお客さんはいない。

「貸し切り状態ですね」

　周りを見ながら、彼のいる湯船に入った。

　こういうの、なんだかわくわくする。

　最初は景色の美しさや湯畑の珍しさに目を奪われていたのだけれど、玲司さんが接近してきてドキッとした。

　考えてみたら、彼とお風呂に入るなんて初めてで緊張する。

　だって私はバスタオルを巻いただけのような状態で、玲司さんは短パンのような湯あみ着を身につけているけれど上半身は裸。

　なるべく彼の身体を見ないようにしていても、やっぱり目がいってしまう。

「他の湯船とか微妙に温度違うみたいだよ」

「……そうなんですか」

　玲司さんの言葉に相槌を打つも、彼の裸にドキッとしてしまって頭に入ってこなかった。

「この湯畑、奈良時代からあるらしいよ」

　また彼の声がして、なにも考えられずに返す。

「そうなんですか」

　緊張で身体がカチカチになっている私に彼は気づいたのか、クスッと笑みをこぼす。

「美月って結構胸あるよね？」

「そうなんですか……って、玲司さん、なに言ってるんですかあ！」

　ハッと我に返り、自分の胸元を隠し、別の湯船に移動しようとするも、足が滑ってしまい身体がよろけた。

「危ない！」と玲司さんが私の腕を掴んで、その胸に引き寄せて……。

「気をつけないと」

　彼は私の目を見てにこやかに注意する。

　キャ～、玲司さんと密着してるよ～。肌と肌が触れ合ってる～。

　声にならない悲鳴をあげ、パニックになる私。

「美月が天然だって知らなかったら、誘ってるのかな？って勘違いするとこだよ」

　耳元でおもしろそうに玲司さんが笑ったと思ったら、いきなり彼に耳みみ朶たぶを甘噛みされた。

「ぎゃあー！」

　びっくりして大きく仰け反る私を見て、玲司さんはうっすら口角を上げた。

「美月といると飽きないな」

「れ、玲司さん、もう！　私で遊ばないでください！」

　激しく息を乱しながら抗議すれば、彼は悪びれた様子も見せずに謝る。

「ごめん。自分でも止められなくって」

　玲司さんはクスクス笑い、私はそんな彼を睨みつけた。




　温泉から上がると部屋に戻り、ふたりでテレビを観ていたのだが、私はいつの間にかうとうとしてしまっていたらしい。

　私の頭を、誰かが撫でている。

　これは……夢だろうか？

　とても温かい手。

　お母さん……かな？

　父が亡くなる前の母は、私が病気の時とか、こんな風に優しく撫でてくれた。

　だが、急に周囲が暗くなって、母がどこかへ消えていく。

　お母さ……ん？

　行かないで！　ひとりにしないで！

　どんなに叫んでも母は戻ってこない。

　嫌！　ひとりは……嫌だよ。

　そう思った時、玲司さんの声が聞こえた。

『大丈夫。美月をひとりにしないよ』

　この上なく優しい声にホッとする。

　うん、大丈夫。彼がいてくれるから寂しくない。

「美月、そろそろ夕食の時間だから起きようか？」

　今度ははっきりと玲司さんの声が聞こえて、パチッと目を開けた。

　私……眠っていた？

　でも、この枕温かい。

　温かい？

　よくよく見ると、枕の生地は玲司さんの着ていたカーキ色の浴衣と同じもので……。

　ひょっとして玲司さんの膝ひざじゃないの？

　玲司さんの膝枕で寝ていたことに気づいて慌てて飛び起きた。

「きゃあ～！　玲司さん、ごめんなさい」

　大騒ぎしてペコペコ頭を下げる私。

「いいよ。山寺に行って疲れたんだよね。でも、俺ちょっと足が痺しびれたかも」

　玲司さんは苦笑いしながら立ち上がり、足がじんじんするのか膝に手を置く。

「わ～、大丈夫ですか？　ぐーすか寝ちゃってすみません。玲司さんの方が運転して疲れてるのに」

　壁時計を見れば、もう午後六時を回っていた。

　湯畑から戻ったのが四時くらいだから、二時間も寝ていたの？

　そりゃあそんだけ膝枕したら足が痺れるよ。

「平気だよ。すぐ治るから。美月は気にしすぎ」

　彼は笑顔でそう言うが、自分を責めずにはいられない。

「玲司さんは私に甘すぎですよ。叩き起こしてくれればよかったのに」

　彼に文句を言ったら、「美月の寝顔がかわいいくてね」なんて女殺しのセリフを返された。




　この旅館では夕食に、部屋出しの会席料理か、食事処での囲い炉ろ裏り料理が選べるらしい。

　一階の食事処に行くと、衝つい立たてで半個室になっている囲炉裏に案内された。

　玲司さんとふたり並んで座り、周りを見回す。

「昔話の世界にいるみたいですね」

　すでに串に刺さった岩魚、牛肉、とうもろこしやネギといった野菜も用意されていて、わくわくする。

「たまにはこういう雰囲気もいいよね」

　にこやかに相槌を打つ玲司さんに改めてお礼を言う。

「連れてきてくれてありがとうございます」

「なに急にかしこまって。そろそろその敬語、やめようか」

　玲司さんがちょっと悪魔な顔で注意するのでビクッとした。

「でも、玲司さんは私よりも年上だし、家主だし……」

　玲司さんの目を見ながら言い訳したら、彼は不機嫌顔になる。

「俺の前で礼儀正しくする必要はないよ。俺たちはもう家族みたいなもんじゃないか。朝同じものを食べて、同じ家に帰って、一緒に寝る。他人じゃないだろう？」

　玲司さんの言葉に胸がジーンとする。

　家族……か。嬉しい……けど、彼は私の兄でも父親でもない。

「でも……!?」

　反論しようとしたら、彼は私の唇に指を当てた。

「家族だ。もし、美月が敬語を使ったら、お仕置きするよ」

　妖しく光る彼の目。

「お、お仕置きって……？」

　おどおどしながら聞くと、彼は私の目をとらえて楽しそうに微笑する。

「身体のどこかにキスする。最初は指とか？」

「玲司さん、じょ……冗談ですよね？」

　ギョッとして声がうわずる。

「美月、そこは『冗談でしょう？』って言わなきゃ」

「あっ!?　玲司さん、急に言葉を直すなんて無理で……じゃなかった無理～！」

「無理じゃない。今自分で訂正できたじゃないか。じゃあ、早速」

　ニコッと笑って私の右手を取り、その人差し指にチュッと口づける彼。

　……なんだろう。すごくエロい。

　たかが指なのに顔が熱くなる。

「玲司さんって意地悪」

　じっとりと玲司さんを見たら、彼はニヤリとした。

「身内によく言われる。美月はお酒飲める？」

　あ～、敬語使わないのって難しい。

「まったく飲まない……よ」

　ぎこちなく答えると、玲司さんが目を大きく見開いて驚く。

「え？　大学の時飲まなかったの？」

「……お酒は人をダメにする」

　なにも考えずに言葉が出た。

　お酒が母を変えたから、自分は飲まないと決めたのだ。

「ああ、まあ飲みすぎるとね。でも美月は普段真面目すぎるから、少し飲んで羽目をはずすくらいがちょうどいいと思うけど。食前酒で試してみる？　ジュースみたいに飲みやすいのあるし、ここで自分がどれだけお酒飲めるのか知っておくのもいいかもしれない。気に入らなければ、飲まなきゃいいんだから」

　彼の言うことももっともだ。

「じゃあ、ちょっとだけ」

　私がコクッと頷くと、玲司さんは宿の人に食前酒を頼み、しばらくして桃の果実酒が運ばれてきた。

　赤い小さなグラスがとても綺麗だ。

　お互いグラスを手に持ち、彼が「乾杯」とグラスをカチッと重ねた。

「乾杯」と私も言って、グラスを口に運ぶ。

　桃の香りがして甘くて美味しい。

「どう？」

　玲司さんに感想を聞かれ、にっこり笑った。

「美味しい」

「口に合ってよかった」

　彼はとろけるような笑みを浮かべ、岩魚などの料理を私に勧める。

「岩魚焼けたみたいだから食べよう」

「はい……あっ、うん」

　今のはセーフだよね？

　ドキドキするが、玲司さんからお咎めはない。

　ホッとしながら岩魚を口にすれば、すごく美味しくてつい笑顔になる。

　そんな調子でお酒を飲みながら料理を口に運ぶうちに、身体がカーッと熱くなってきた。

　頭もなんだかふわふわする。まるで天国にいるよう……な。

「玲司さん、美味しいね。私、幸せ～。えへへ」

　彼の腕を掴んで寄りかかる。

「美月、酔った？」と玲司さんに言われるも、キャハハと笑って返した。

「酔ったことないからわかんない。でも、すごく気分がいいよ。大好きな玲司さんも一緒だし」

　なんだか知らないが、すっごく楽しい。

　玲司さんの胸に顔を寄せて抱きついたら、彼は優しい顔で私を見下ろす。

「へえ、美月は俺のこと好きなんだ？　お兄さんみたいに？」

　お兄さんみたいに？　違う！　そんなんじゃない。

「玲司さんは玲司さん。特別なの」

　そう主張すると、彼はどこか嬉しそうな声で呟いた。

「……特別か」

「私も玲司さんと同じ年に生まれたかったなあ。一緒に机並べて勉強したかった。今度、玲司さんの学生時代の写真見せて」

　そんなワガママを言ったら、彼はポンポン私の頭を叩いてなだめた。

「いいよ。うちに帰ったら見せてあげる」

　うち……。

　その言葉に胸が温かくなる。

　ああ、私にはちゃんと帰る場所があるん……だ……な。

「……月、美月？　寝てる？」

　大好きな人の声がして、ボソッと呟く。

「玲司さん……あったかい」

　なんだか眠くなってきた。

　まぶたも重くて、目を開けるのも億劫で……。

　覚えているのはそこまで。その後の記憶がまったくない。

　――優しい闇が私を包み込んだ。










彼女は特別［玲司ｓｉｄｅ］




　食前酒が運ばれてきて、グラスを手に取る彼女。

　お酒を今まで飲まなかったのは、母親が酒に溺れて変わっていく姿を見て、自分はそうなりたくないと思っていたからではないだろうか。

　だが、社会人になれば、酒の付き合いも増える。自分がどのくらい飲めるのか知っておくべきだ。

　それに、お酒を飲めば少しは肩の力が抜けてリラックスできるだろう。

　だが……彼女はかなりお酒に弱かった。

「玲司さん、美味しいね。私、幸せ～。えへへ」

　俺の腕を掴んで身を寄せる美月。

「美月、酔った？」

　その顔を覗き込んで聞くと、彼女は楽しそうに笑った。

「酔ったことないからわかんない。でも、すごく気分がいいよ。大好きな玲司さんも一緒だし」

　それは、美月が素面しらふなら絶対に言わない言葉。

　だが、好きにもいろんな意味がある。彼女はどう思って口にしたのか。

「へえ、美月は俺のこと好きなんだ？　お兄さんみたいに？」

「玲司さんは玲司さん。特別なの」

　俺の質問に彼女はふわふわとした様子で答えた。

「……特別か」

　なんだろう。自然と顔がほころぶ。

　そんな俺に向かって、彼女はかわいい願望を口にした。

「私も玲司さんと同じ年に生まれたかったなあ。一緒に机並べて勉強したかった。今度、玲司さんの学生時代の写真見せて」

　はにかむ笑顔で俺に接する美月もいいが、俺に甘えてくる彼女も見ていてほっこりする。

　ポンポンと優しく美月の頭を叩き、笑顔で返した。

「いいよ。うちに帰ったら見せてあげる」

　……心が温かい。この感情はなんだろう。

　ずっと美月を見ていたくなる。

　そう思った時、三日前の晴人とのやり取りを思い出した。

『あれ？　玲司さん、ゴールデンウィークに東北行くんですか？』

　ノワールで俺がガイドブックを眺めていたら、晴人が覗き込んできた。

　美月をドライブに誘った時から、絶対にどこかに連れていこうと考えていた。

　ちょうどゴールデンウィークだし、道路の混み具合を考慮しながら行き先を東北に決めて宿を手配したのだ。

『その予定』

　澄まし顔で返せば、こいつはガシッと俺の腕を掴んだ。

『玲司さん、俺も連れていって……!?』

『却下』

　晴人が言い終わる前に冷たく断ると、彼はブスッとした表情で文句を言った。

『えー、ケチ』

『連休もお前の相手するのは御免だ』

　顔をしかめる俺に、晴人は突っ込んで聞いてきた。

『だったら、誰の相手するんですか？』

『さあ。お前でないことは確か』

　無表情で答えるが、鋭い彼はピンときたようで……。

『あ～、美月ちゃんですね。へえ、珍しいなあ。女のために玲司さんが旅行先の研究をするなんて』

　ニヤニヤしながら俺に顔を近づける晴人の額をペシッと叩いた。

『お前、うざい』

　叩き方が甘かったのか、こいつは痛がらず、いいネタを掴んだとばかりに俺をいじった。

『フフッ。否定しないってことは美月ちゃんとですね？　ってことは、もう彼女とは恋人同士？』

　晴人の発言にハーッと溜め息が出た。

『お前は本当ハエみたいにうるさいな。恋人じゃなくても、旅行くらい一緒に行くだろう？　美月は家族みたいなものだからね』

　騒ぐほどのことでもないだろ。

　淡々と返す俺を見て、彼は眉をひそめた。

『俺は姉貴とふたりで旅行なんて行かないですよ』

『なにが言いたい？』

　ギロッと睨むように晴人を見据えると、彼はフフンと不敵な笑みを浮かべる。

『玲司さんって、自分の恋愛に関しては鈍いですよね？　美月ちゃんのこと好きって自覚ないでしょう？』

『いや、あのおどおどした感じがマロンに似てて好きだよ』

　フッと笑みを浮かべ反論するが、彼はちょっと残念な奴を相手にするような目で俺を見た。

『……そういうんじゃなくて、女性として好きってことですよ。玲司さん、美月ちゃんだけは大事にするじゃないですか？　自分の家に住まわせてるし』

　晴人はどうしても俺と美月をくっつけたいらしい。

　だが、俺は恋愛には興味がない。母を不幸にした親父みたいになるのが嫌なのだ。

　母を愛人にして苦しめた親父を俺は軽蔑している。

『それは、ひとり暮らしだと危ないからだ。最初はお前の姉貴に預けようとしたが、断られたからうちに連れてきたって前にも話しただろ？』

　イラッとしながら反論したら、彼は俺を試すように言った。

『じゃあ、俺が美月ちゃん預かってもいいですよ』

　俺が『いいよ』とでも言うと思っているのだろうか。いくら従弟とはいえ、男に彼女を預けるわけがない。

『お前は信用できないな』

　冷ややかに断わると、晴人は苦笑いした。

『心外だなあ。でも、自分でもわかってるでしょう？　もう手放せなくなってるって。きっと今なら姉貴が預るって言っても、玲司さんはなんだかんだ理由をつけて断るに決まってる』

　勝手に決めつけないでほしい。

『状況によるな。美月が行きたいって言えば、行かせるさ』

　溜め息交じりに返したら、晴人は含み笑いをした。

『玲司さんは素直じゃないなあ。まあ、一緒に旅行したら、鈍感な玲司さんでも気づくかな。美月ちゃんは、もう高校生の女の子じゃない、女性ですよ。魅力的なね』

　女性？

　晴人の言葉に思考が停止した。

　それまで美月を異性として意識したことはなかったのだ。

　だが、彼女と温泉に入った時、その白くみずみずしい肌を見て正直ドキッとした。

　そこで初めて晴人の言ったことを理解した。

　ずっとマロンの姿を重ねていたけれど、美月はマロンではない。

　彼女に目を向けたら、俺に完全に身を預けていて……。

「美月、美月？　寝てる？」

　声をかけると、彼女はフフッと笑みをこぼした。

「玲司さん……あったかい」

　目を閉じたまま彼女は呟く。

　……これはすぐに寝るだろうな。

　酒を勧めた俺も悪いが、こんな無防備でいいのか？

　俺のいないところでこんな風に眠ってしまったら……と考えると、心穏やかではいられない。

　そういえば、美月、会社の歓迎会は断っていたっけ。

　行かなくて正解だったかもしれない。

　酔うとすぐに寝るなんて本人も知らないだろうし、起きたらちゃんと注意しないと。

「美月、部屋に戻ろう」

　半分眠っている彼女の肩をポンと叩く。

「……うん」

　目をこすりながら返事をして立ち上がろうとする彼女の腰に手を回した。

「しっかり」

　ふらつく美月の身体を支えながら歩いて部屋に戻る。

「玲司さん……眠い」

　奥に敷いてあった布団まで連れていけば、彼女は布団の上にゴロンと横になった。

「ちゃんと布団かけないと」

　父親のように注意するが、彼女は枕に頰ずりする。

「もう……動けない」

「風邪引くよ」

　美月の身体を抱き上げて、布団をかけようとしたら、彼女が俺の首に両腕を回して引き寄せた。

「ちょっ、美月？」

　彼女に体重をかけないようとっさに両手をつくが、この体勢は結構苦しい。

　仕方なく俺も美月の隣に横になると、互いの浴衣がはだけて肌が密着して……。

　温泉に入った時も思ったが、彼女は華奢なのに胸はわりと大きくて、目のやり場に困った。

　見てはいけないものを見てしまったような……そんな感じ。

「美月、布団かけて寝よう」

「いや、暑いもーん」

　急に駄々っ子のような口調になって、美月はモゾモゾ身体を動かし、浴衣を脱ぐ。

「美月……なにやって……」

　下着しか身につけていない彼女を見て、呆気に取られる俺。

　浴衣をかけようとしたら、美月が俺の胸に抱きついてきた。

「玲司さん……好き」

　ドキッとせずにはいられない。

　俺に告白してきた女の子はたくさんいたけれど、あざとさを感じていつも冷たく断っていた。

　彼女たちは、俺が真田物産の社長の息子であることを知っていて俺に近づく。

　だが、美月はそうじゃない。俺自身を見て好きだと言ってくれている。

　しかも、酔った状態で無意識に口にしているのだから、正直な気持ちなのだろう。

　そんな彼女だからこそ、触れたくなる。

　サラサラした髪、柔らかくてスベスベした肌。

　欲情せずにはいられない。

　オスの本能が目覚める。

　このまま抱いてしまいたい。抱いて自分のものにしたい。

　だが、それで本当にいいのか？

　それじゃあ、矢島と同じじゃないのか？

　ギュッと彼女の身体を抱きしめて、ハーッと息を吐く。

　落ち着け。今はまだその時じゃない。

　理性を総動員して欲望を抑えた。

　八歳も年下の女の子にこんなに心乱されるなんてな。

「天使な顔で俺を誘惑するな」

　ツンと美月の鼻をつついた。

　恋愛感情というのがどういうものなのか正直言ってわからない。

　でも、彼女を守りたいと思うこの気持ちは……恋なのか？

　もし、美月が他の男の前で酔い潰れたらと思うと気が気じゃない。

　相手が晴人であっても……許せない。

　こんな風に思うのは初めてだ。

　しばらくすると、規則正しい寝息が聞こえてきて、俺は彼女の唇にチュッと口づけた。

「ある意味、小悪魔だな。おやすみ、美月」

　今日のところは我慢したが、ずっと手を出さずにいられる自信はない。

　俺の理性が、試されているのだろうか。

　彼女の寝顔を見ながら、ちょっと苦笑いした。




　翌朝、「きゃあ～」という美月の小さな悲鳴で目が覚めた。

　背後から彼女を抱きしめていてその顔は見えないが、きっと自分が浴衣を着ていないことに気づいたのだろう。

　もうちょっと寝たふりをしていようか。

「な、なんで……？」

　そんな美月の声が聞こえてくる。

　昨日の記憶はないのか？

　自分から浴衣を脱いだとは思っていないだろうな。

「マロン……」と寝言のように言って、彼女のうなじに口づければ、その身体がビクッとした。

　さあて、どうする美月？　俺を起こせば、自分の下着姿を見られる。でも、俺を起こさずに、布団から抜け出すのは難しいよね？

　なぜなら、俺が彼女の身体をしっかりホールドしているから。

　心なしか美月の鼓動が速くなっているような気がする。

　だが、昨夜あれだけ俺を翻ほん弄ろうしたんだから、ちょっとぐらい困らせてもいいだろう。

　美月の背中に、今度はチュッ、チュッとキスの雨を降らす。

　最初は「キャッ」と驚いた声だったのに、次第に彼女が「あ……ん」と艶っぽい声をあげるものだから、俺も変なスイッチが入ってしまった。

　彼女を組み敷いて、その首筋を甘噛みする。

「れ、玲司さ……ん」

　か細い声が耳に届くが、無視して美月の鎖骨をペロリと舐めれば、彼女の身体は震えた。

「……んん」

　もっと鳴かせてみたい。

　美月の手を掴み、その指に一本ずつゆっくりとキスをする。

　身悶えする彼女。

　次に胸元に深く口づけたら、耐えきれなくなったのか美月が叫ぶように言った。

「……玲司さん、起きてください！　私……マロンじゃないです！」

　まだ、俺が悪さしていると気づいていないところが彼女らしい。

　いくらかわいいからって猫に甘噛みはしないのにな。

「いい子にしてて、マロン」

　優しく言って、美月の胸元につけたキスマークをペロリと舐めると、彼女は手で口を押さえて声を我慢する。

　いつまでそうしていられるだろうか？

　今度は唇にキスをしようとしたら、誰かがコンコンとドアをノックして……。

「おはようございます。朝食をお持ちしました」

　……そういえば、七時に朝食を頼んでいたっけ。

　ここで終わらせるのは残念だな。

　美月を解放して先に布団を抜け出すと、彼女は横になったまま放心していた。

「美月はちゃんと浴衣着てからおいで」

　にっこり笑ってそう彼女に声をかけ、すぐに返事をする。

「おはようございます。お願いします」

　仲居さんはトレーを持って部屋にあがると、朝食の準備を始めた。

　焼き魚や玉子焼き、味噌汁、とろろ、漬物などがテーブルに並べられる。

　美月は布団から出ただろうか？

　しばらく出てこられないかもしれないな。

　準備が終わって仲居さんが退室すると、襖がゆっくりと開いて美月が現れた。

　浴衣はちゃんと着ているが、その顔は真っ赤。

「おはよう、美月。ちゃんと眠れた？」

　俺が挨拶すれば、彼女は俺と目を合わせず、俺の胸元あたりを見ている。

　多分、俺の顔を見て話すのが恥ずかしいのだろう。

「……おはようございます。玲司さん、ひょっとして……起きてました？」

「仲居さんの声で起きたよ。それよりも、敬語はやめようって言ったのにな」

　悪魔な笑みを浮かべて指摘すると、彼女は「あっ」と声をあげる。

「お仕置きだな」

　美月をつかまえてその頬に手を添えたら、彼女の瞳は震えた。

「そんな急には直らないです……あっ、直らない。それに……なんでキスするんですか？」

　キスをする理由なんていたってシンプルだ。

「美月を見ると、したくなるから」

　したいと思わなければ、キスなんてしない。

「そ、そういうのは、好きな人にするべきです」

　彼女はつっかえながら訴えるが、俺は真顔で告げた。

「俺は、美月のこと好きだよ」

「それは……人間としてとか……妹みたいで……といった意味ですよね？」

　少し傷ついた顔で問いかける彼女。

「そういうのとは違う。特別なんだ」

　はっきりと美月に伝え、少し身を屈めてその唇を奪う。

　特別――。

　それは彼女が昨夜、俺に言った言葉だ。

　大切で、一緒にいたいと思える存在。その思いは日々強くなっている。

　キスを終わらせると、彼女がくずおれそうになって、慌ててその身体を支えた。

「キス、腰が砕けそうなほどよかった？」

　肩を大きく上下させて息をする美月。

　彼女は俺の質問には答えず、真剣な目で俺を見た。

「玲司さん、特別ってどういう意味ですか？」

「それは美月が知ってるんじゃないかな？　昨日、美月は俺のことを〝特別〟だって言ってたよ。〝大好きな玲司さん〟とも言ってたな」

『愛してる』と口にするのはまだ抵抗があった。

　自分が人を愛した経験がなかったから。

　だが、彼女が俺にそれを教えてくれるんじゃないだろうか？

「う……そ」

　青ざめる彼女の反応がおもしろい。

「酔っててかわいかったよ。でも、俺がいないところでは飲まないこと。美月は絶対酔っ払って、男にホテルに連れ込まれかねないからね」

　忘れず注意するが、彼女は「私、玲司さんにそんなこと言ったの？　あ～、私の馬鹿～！」とブツブツ言って頭を抱えている。

　そんな美月を見てクスッと笑った。

「布団、二組もいらなかったな」










母からの電話




「俺は、美月のこと好きだよ」

　玲司さんのその言葉を聞いても、手放しで喜べなかった。

　だって、私は彼に女性として見られていないから。

「それは……人間としてとか……妹みたいで……といった意味ですよね？」

　自虐的に返せば、彼は私の言葉を否定し、口元に笑みを湛たたえて言った。

「そういうのとは違う。特別なんだ」

　その笑顔がまぶしくて、ほうっと見惚れていたら、彼が顔を近づけて私にキスをした。

　玲司さんは魔法が使えるんじゃないだろうか。

　時が止まってしまったように感じる。

　それはとても甘い口づけ。

　美月が大事だよ……って彼が語りかけているような気がした。

　前に初めてキスされた時は、なにが起こっているのかもわからなかった。

　今もどう息を吸うのかわからなくて息苦しくなっていたら、玲司さんがキスをやめて、ガクッと身体の力が抜けて……。

　そのままへたり込みそうになる私を彼がすかさず支え、楽しげに目を光らせる。

「キス、腰が砕けそうなほどよかった？」

　……この余裕。からかわれたの？

　相手は八歳も年上の美形。しかも、私と違って恋愛経験は豊富だ。

　さっきのキスに彼の気持ちが込められていると思ったのは気のせいだった？

「玲司さん、特別ってどういう意味ですか？」

　真剣に問いかける私を優しい目で見つめる彼。

「それは美月が知ってるんじゃないかな？　昨日、美月は俺のことを〝特別〟だって言ってたよ。〝大好きな玲司さん〟とも言ってたな」

「う……そ」

　彼の落とした爆弾に、頭がパニックになる。

「酔っててかわいかったよ。でも、俺がいないところで……」

　玲司さんはまだ話を続けているが、それどころではない。

「私、玲司さんにそんなこと言ったの？　あ～、私の馬鹿～！」

　自分の頭をボコボコ叩きたいくらい恥ずかしかった。




　ゴールデンウィーク明けの月曜日の朝、私は朝食を食べながらひとり悶もん々もんと考え込んでいた。

　玲司さんの告白やキスだけじゃない。私だって彼にとんでもないことを言ったらしいし、あの日、目が覚めたら下着姿で玲司さんと寝ていて……。

　絶対に彼に下着姿見られたよ～。

　だって、宿の人が朝食の準備に来た時、玲司さんはすぐに布団から起き上がって応対したのだ。

　それまで『マロン』と言って私の身体にキスをしていたから、いつもみたいに寝ぼけているのかと思ったけれど、あれは目が覚めていたに違いない。

　後で洋服に着替えようとしたら、胸元に赤紫色のキスマークがついていてびっくり。

　あの朝はいろいろありすぎて玲司さんのことを直視できなかった。

　ひょっとしたら玲司さんって寝起きがいいんじゃあ？

「……月、美月、もうそろそろ会社行かないと遅刻するんじゃないの？」

　玲司さんの声でハッと我に返り、腕時計を見た。

　時刻は午前八時二十一分。

「わ～、本当だ。行かなきゃ。あっ、でも片付け……」

　席を立ってあたふたしている私の頭に玲司さんがポンと手を置く。

「片付けは俺がやっとく。今日は晴人はいないかもしれないから、仕事終わったら、俺に連絡して」

「はい、行ってきます！」

　リビングのソファの上に置いておいたバッグを肩にかけて玄関に向かおうとすると、彼に呼び止められた。

「美月、忘れ物」

　忘れ物？　なにを忘れたんだろう？

　振り返る私の唇に玲司さんがチュッと口づける。

「行ってらっしゃい」

　とびきりの笑顔で微笑む彼。

「……行って……きます」

　赤面しながら家を出る私。

　あー、きゃー、朝からなにをするんですか、玲司さん。

　新婚さんじゃないんですよ～。

　心臓が持ちません。

　私と玲司さんの関係ってなに？

　ただの同居人にキスなんてしないよね？

　あっ、でも彼に告白はされた。

『特別なんだ』って補足ワードつきで。

　これの意味がわからないよ。

　私も酔った時に彼に同じことを言ったらしい。

　でも、私と玲司さんとでは言葉の意味が違う気がする。

　私にとって玲司さんは恩人で、時には兄のようで、そして、おこがましいけれど男性としてすごく好き。

　でも、玲司さんの〝特別〟には深い意味はないんじゃないだろうか？

　距離を置いて冷静に考えようとしても、今みたいに玲司さんがキスをしてきてボーッとなってしまう。

　すっかり彼に翻弄されている私。

　ただ、玲司さんと私は一線を越えていない。

　それって、私を見ても抱きたいって思わないってことだよね？

　女として見られていないからだ。

　とても大事にされているけれど、私のようなやっと社会人になった人間が彼に釣り合うなんて厚かましいことは思っていない。

　やっぱり私は、彼にとってはペットみたいなものなんだ。

　そう思うと胸がチクンと痛んで、暗い気持ちになった。

　彼の家に住んでいるのだって一時的なこと。矢島につきまとわれる心配がなくなれば、そのうち私は玲司さんの家を出なきゃいけない。

　そんなことを考えていたら、急に渡辺君の声がして、背後からグイッと腕を引っ張られた。

「……い、おい、松本！」

「え？」

　ポカンとして立ち止まる私に、彼が呆れ顔で言う。

「お前、あと二歩進めば壁に激突するぞ」

「……あっ」

　確かに目の前は真っ白な壁。

「朝からボーッとしてんなよ。壁にぶつかってそれ以上鼻が低くなったらどうするんだ？」

「鼻が低すぎてぶつからないから大丈夫。代わりにオデコ打っちゃうかもね」

　真顔で答えたら、渡辺君はそんな私を見て深い溜め息をついた。

「お前、そこは鼻低くないって怒れよ。お前といると、ホント調子狂う」

「ごめん。人と揉めたくないから強く言うのって苦手で」

　冗談でも人に怒れない。

　でも……最近の私は玲司さんに怒ってばっかりだなあ。

　それって彼が意図的にそうさせているのかな？

　居候だから、玲司さんの邪魔にならないように静かにしていようって最初は思っていたのに、今は本当の家族みたいに彼に注意したり、意見したりしている。

　ボクサーパンツ一枚で家の中歩き回らないでとか、お風呂で寝ないでとか、一度しか着ていないシャツや下着を捨てちゃダメとか。

　玲司さんと暮らしていると、ギョッとするようなことがたくさんある。

　遠慮していたら一緒に生活できない。

「ああ。お前ってすぐ人に合わせるよな」

　私の言葉に渡辺君は納得顔で頷き、ジーッと私を見る。

　なんか積極性を持てとか、お説教されそう。

「渡辺君はゴールデンウィーク、どこか行った？」

　なるべく自然な感じで話題を変えたら、彼はお土産の紙袋を掲げて私に見せた。

「俺は友達と京きょう都とに行ってきた」

「うわ～、風情があっていいね。でも、激混みだったでしょう？」

　京都は修学旅行で一度行ったことがある。清きよ水みず寺でら、八や坂さか神社、金きん閣かく寺じに二に条城じょう。また行ってみたいな。

「ああ。どこ行っても人だらけで参ったわ。移動にめっちゃ時間かかった。松本はどっか行った？」

　私の質問に渡辺君は顔をしかめながら答えて、私に目を向ける。

「うん、東北に行ってきたんだ。山やま形がたとか福ふく島しまとか、岩いわ手てとか。車で回ったんだけど、景色もよくて、楽しかったよ」

　山とか川とか綺麗だったなあ。

　それに玲司さんとのドライブはなにもしゃべらなくても気まずくならないし、一緒にいて居心地がいい。あまりに気を使わなくて、助手席でたびたび寝てしまったくらいだ。

　笑顔で答える私を見て、渡辺君は意外そうな顔をする。

「車？　お前運転できんの？」

「ううん。ずっと玲……大家さんが運転してくれて」

　玲司さんと口にしそうになって慌てて言い直すが、渡辺君は大家さんという言葉にすぐに反応した。

「大家さんって……親戚とか言ってた？」

　あ～、余計なこと言ったかも。

「そうそう」

　軽く相槌を打つ私に、彼はにこやかに返す。

「仲いいんだな。大家さんの家族旅行に一緒に行くなんて」

　家族旅行？　なんか違う気もするけど、まあいっか。

　突っ込んで聞かれたら厄介だ。

　今の私と玲司さんの関係をうまく説明できない。

「まあね」

　小声で返して、彼とそのままオフィスへ行くと、佐藤先輩がいた。

「佐藤さん、おはようございます」

　渡辺君と一緒に挨拶したら、彼女は優しい笑顔で返す。

「おはよう。ふたり一緒に出勤だなんて、ひょっとして付き合ってる？」

「さ、佐藤さん、違いますよ！　会社の前で会っただけです」

　慌てて否定する私を、横にいた渡辺君がじっとりと見た。

「松本、そんなムキになって否定するって失礼じゃないか？」

「わー、ごめんなさい。渡辺君に悪いと思って」

　手を合わせて謝ると、彼は私の頭をポンと軽く叩いた。

「お前はなんでも真面目に受け取りすぎ」

「はい。すみません」

　そんなやり取りをした後は通常通りに仕事を始めるが、業務の手順がすぐには思い出せない。

　メモを見ながら書類の入力をしていたら電話が鳴って、取ろうとしたら渡辺君が先に出た。

「松本、お母さんから。携帯の番号くらい教えておけよ」

「……はい」

　とりあえず返事をするが、憂鬱な気分で小さく溜め息をついた。

　母からまた電話なんて……。

　ハーッとひと呼吸おいて電話に出る。

《美月、どうしてもお母さん会いたいのよ》

　電話口からは母の必死な声が聞こえて心が揺さぶられた。

　でも、涼華さんにも言われたじゃないの。相手にしてはいけない。

「ごめん。忙しいから無理」

　冷たく言って電話を切る。

　またかかってきたらどうしよう。

　何度も取り次いでもらうのは職場にも迷惑がかかるし、変に思われそうだ。

　私の携帯の番号を教えた方がよかっただろうか。

　でも、そんなことをしたら母はもっと頻繁に連絡してくるに違いない。

　これでよかったのよ。

　自分をそう納得させるが、また一時間後に電話がかかってきて……。

「松本さん、お母さんから電話」

　今度は佐藤先輩が出て、「すみません」と謝りながら受話器を手に取った。

《ねえ、美月の会社の近くまで来てるのよ。ちょっと会って話すくらい、いいじゃない》

　もうこれ以上、会社の人に迷惑はかけられない。

「……わかった。うちの会社の横のビルにカフェがあるの。そこで十二時に待ってて」

　それだけ伝えてすぐに電話を切る。

　とりあえず、これでもう電話はかかってこないだろう。

　ホッとすると同時に、母に会うのかと思うと、心が重くなった。




　仕事をしていても集中できず、入力ミスを何度もして、佐藤先輩に注意された。

「松本さん、また数字違ってるわよ」

「はい、すみません」

　落ち込みながら謝る。

　仕事中は母のことを考えちゃダメだ。

　そう心の中で自分を叱しっ咤たするも、母のことが頭を離れなかった。




　お昼になると、すぐに会社を出てカフェに向かう。

　もうお母さん来てるかな？

　店の前まで来るも、入るのをためらい、このまま母に会わずに会社に戻りたい衝動に駆られた。

　でも、今会わなければ、母はまた会社に電話をかけてくるかもしれない。

　覚悟を決めてカフェのドアを開け、母の姿を探す。

　記憶の中の母はいつも派手な服装をしていたから、そういう女性を探していたのだけれど、「美月」と私に手を振ったのは茶系のツーピースを着た細身の女性だった。

　一瞬、母だとはわからなかった。

　昔よりも痩せて、一気に老け込んだ気がする。

　早めに店に着いていたのか、カレーを食べていた。

　母の対面に座ると、昼間だというのにお酒の匂いがするのが気になった。

　店員が注文を取りに来たので、「ホットコーヒーをひとつお願いします」と頼んでから、母に冷ややかな視線を向けた。

「まだ朝からお酒飲んでるの？」

「お酒を飲むと楽しくて、すべて忘れられるのよ」

　その返答に呆れずにはいられない。

　五年経っても相変わらずお酒ばかり飲んでいるのか。

「いつか身体壊すわよ」

　強い口調で注意するが、母は馬鹿にしたように笑った。

「平気よ。ねえ、そんなことより、お母さん、お金がないの。いくらか貸してくれない？　矢島に家を追い出されて困ってるの」

　母の話に驚いて思わず「え？」と声をあげる。

　矢島に追い出された？

　じゃあ、矢島とはもう会っていないってことだよね。

　私に会いに来たのは、矢島から話を聞いたからじゃなかったんだ。

「ねえ美月、お願い。お金貸してよ」

　猫撫で声で頼む母をじっと見据えた。

「働いていないの？」

「働いてるけど、ひとりで生活するって大変でしょう？」

　軽い調子で答える母。

　この返答。恐らく母は嘘をついている。きっと無職でふらふらしているのだろう。

　矢島に捨てられてお金に困ったから、私を捜して会いに来たのだ。

「それはずっと男に依存してたからでしょう？　それに、お酒だって朝から飲んでたら、すぐにお金なんてなくなるよ」

　自分の生活を改めない母にくどくどと説教する。

「わかってるわよ。今度からちゃんとやるから、今回だけ貸して。お給料だって出たでしょう？」

　母は私を見て目を光らせた。

　初任給は出たけれど、うちの会社は十五日締めの二十五日払いで四月分は半月分しかもらえない。

「まだ働き始めたばっかりで余裕なんてないよ」

　こっちの事情を知ろうとしない母に少し苛立ちを感じた。

「あんた、お金貯めるの好きだったじゃないの。私があんたにあげたお金、使わず取ってあるんでしょう？」

　高校の時に母から毎日食事代としてもらっていたお金は、確かに取ってある。

　だが、今母に渡したら、一週間で使い切ってしまうに違いない。

「ないよ。大学行くのに使ったの」

　母のためにそう答えたが、母はフッと笑った。

「嘘をついてもわかるよ。あんたの母さんだからね。もうお財布に千円もないのよ。助けて、美月。頼れるのは美月だけなのよ」

　助けてと言われると、拒絶できない。

　昔は優しいお母さんだったのを知っているから。

　どうすればいい？

　こういう時、血の繋がりというのが厄介なものに思える。

　母にはもう私しか家族がいない。

　それに、お金を渡すまで、母はしつこく金の無心に来るだろう。

「ちょっと待ってて」

　そう言って席を立ち、店を出て近くのコンビニのＡＴＭでお金をおろす。

　すぐカフェに戻ると、母にお金を渡した。

「ありがとう、美月」

　母は目を輝かせて礼を言う。

　ＡＴＭでおろした金額は三十万円。

「これ以上は無理だよ。私にだって生活があるの。もう会社に連絡してこないでね」

　心を鬼にして母に釘を刺す。

　テーブルの上に置かれた伝票を手に取る私を、母が不思議そうに見た。

「あら、コーヒー飲まずに行くの？」

　母といるのが苦痛だった。これ以上、母のみじめな姿を見たくない。

　それに今はもう矢島と一緒にいないとはいえ、母を見ると彼のことを思い出して身体が強張るのだ。

「忙しいの。じゃあ」

　素っ気なく言って、母の顔を見ずに席を立ち、支払いを済ませて会社に戻る。

　胸の中はモヤモヤしていて、昼食を食べる気にならなかった。

　自分の判断は間違っていたんじゃないだろうか？

　迷わずにはいられない。

　でも、また母から電話がかかってきたら総務部の人にだって迷惑がかかる。

　それに私も精神的につらい。

　あっ……私の携帯の番号伝えるの忘れちゃったな。

　お金を渡したから、もうかけてくることはないだろうけれど。

　高校の時に貯めてたお金も就職活動で結構使ってしまったから、今の私の口座にはもう二十万円しか残っていない。

　私が病気や怪我で入院してしまえば、そんなお金、すぐになくなってしまう。

　玲司さんになにか旅行のお礼をしようと思ったのに、もうできなくなっちゃったな。

　父が生きていたら、母のあんな姿を見ることもなかったのに。

　どこかやりきれない思いがして苦しくて、急に玲司さんの声が聞きたくなった。

　彼の声を聞けば、ホッとするかも。

　バッグからスマホを取り出して、玲司さんに電話をしようとしたがやめた。

　彼だって仕事をしている。邪魔しちゃいけない。

　スマホの画面をじっと見ていたら、渡辺君がお昼から戻ってきた。

「あれ、松本もうお昼終わったのか？　お母さんと会ってたんじゃなかったっけ？」

　……電話、聞かれていたのか。

「ちょっと用があって話しただけだから」

　笑顔を作ろうとしても、顔が引きつってうまく笑えなかった。

「ふーん。そういえば、今週末、同期で飲もうって話があるんだけど、松本はどうする？」

　渡辺君の話を失礼にならないように断る。

「私はそういうのいいよ。飲み会とか苦手なの」

「お前って協調性に欠けるよなあ」

　彼が腕を組んで不満げに私を見た。

「ごめん。でも、私がいない方が盛り上がると思うよ。ちょっと、売店に行ってくる」

　渡辺君とふたりでいるのが息苦しくなって、席を立って売店に行く。

　なにか温かいものでも飲んで心を落ち着けようとするが、自販機でカフェオレを買おうとして、間違ってブラックコーヒーのボタンを押してしまった。

　仕方なく飲むが、ひと口で顔をしかめた。

「……苦い」

　今日はそういう日なのかも。

　こういう時は、頑張ってじっと耐えるしかない。

　ずっとそうしてきたのだ。大丈夫。明日はきっといいことがある。




　それから仕事が終わるまで、母のことは考えないようにしていた。

　定時になると、佐藤先輩が私の肩をポンと叩いて微笑んだ。

「その入力終わったら、帰っていいわよ」

「はい」

　彼女の目を見て頷き、入力を続ける。

　あと一枚入力すれば終わりだ。

　入力し終えると、フーッと息を吐きながらパソコンの電源を落とした。

　バッグを手に持ち、「お先に失礼します」と挨拶したら、ガシッと渡辺君に腕を掴まれた。

「俺も今終わったとこ。飯食いに行くぞ」

「え？　ちょっと待って。私は帰るよ」

　立ち止まる私を渡辺君が見下ろす。

「どうせお前なにも用事ないだろ？」

　なんだろう。この威圧感。

「ないけど……」

　小声で答える私の腕を、彼はグイグイと引っ張った。

「ほら、行くぞ」

　彼は歩幅が広くて、ついていくのが大変。足がもつれて転んじゃいそう。

「待って。私、行くとは言ってないよ」

　声を張り上げて抗議したのに、彼は聞く耳を持たない。

「お前が行くって言うのを待ってたら定年になる」

　そんな皮肉を言う彼に引きずられるようにして、会社のツーブロック先にある居酒屋に連れていかれた。

　店の客層は二十代から五十代のサラリーマン。女性もちらほらいて楽しそうにお酒を飲んでいる。

　テーブル席に向かい合って座るが、渡辺君が前にいると落ち着かない。

　これから面接を受けるような気分になってつい身構えてしまう。

「揚げ出し豆腐にさつま揚げ、大根のサラダ、ホッケの塩焼きに、枝豆、シュウマイ、焼き鳥、生ビールってとこかな。松本、なに飲む？」

　メニューを見ていた彼が顔を上げて私に目を向けた。

　辺りをキョロキョロ見回しながら、遠慮がちに「烏ウー龍ロン茶を」と答えたら、拒否された。

「せっかく居酒屋来たんだから、酒飲めよ。少しくらい飲めるだろ。お前も生ビールな」

「いや、ビールは苦手だから」

　すぐに反論するも、渡辺君に言い負かされた。

「それは飲み慣れてないからだ。慣れれば美味しく感じる」

　彼の言葉に頭痛がしそうだった。

　こういうのが嫌だから飲み会もあまり参加しなかったのに。

「すみませ～ん！」

　渡辺君は店員を呼んで慣れた様子で注文する。

「よくここに来るの？」

　質問すると、「ああ、よく同期の奴らとな」と彼はネクタイを緩めながら言った。

　その時、渡辺君のスマホがブルブル震え、彼はその画面を見て「あっ、井い澤ざわからだ」と言って席を外す。

　井澤君って営業の子だっけ。

　私も玲司さんに連絡を入れておかなきゃ。

　バッグからスマホを出して、彼にラインでメッセージを送る。

【玲司さん、すみません。急に同期の子と食べに行くことになって、ちょっと帰るのが遅くなります。また帰る時に連絡します】

　すぐに既読がついて玲司さんから返信があった。

【了解。お酒は飲まないようにね。勧められても断ること。美月は酔うと寝ちゃうから。今はどこにいるの？】

　保護者のように注意をする彼の文面に思わず苦笑い。

【会社近くの居酒屋です】

【わかった。楽しんでおいで】

　玲司さんに優しいメッセージを返してもらっても、とても楽しめる気分じゃなかった。

　あー、玲司さんのところに帰りたいな。

　渡辺君もどうして私を誘ったんだろう。他の同期の子の方が楽しめるのにね。

　そんなことをふと思ったら、渡辺君が戻ってきた。

「悪い。井澤に飲まないかって誘われてさ」

「あっ、じゃあ、井澤君と飲みに行ったら？　私のことは気にしなくていいよ」

　そう提案するが、彼は小さく頭を振った。

「いや、今日はいい。お前と話をしたくてここに連れてきたんだから」

「話？」

　仕事が遅いとか、もっと飲み会に参加しろとか言われるのかな？

　なんの話かわからず首を傾げたら、注文したものが次々と運ばれてきた。

　目の前にドーンと置かれたビールジョッキを見て引いてしまう。

　これ五百ミリリットルくらいの量がありそう。

「じゃあ、乾杯」

　渡辺君がジョッキを持ってそう言うので、私もとりあえずジョッキを手にする。

　彼は喉のどが渇いていたのか、ゴクゴクと三分の一ほど一気に飲んだ。

　うわ～、すぐに飲み干しちゃいそう。

　私もひと口飲んでみるが、苦いとしか感じなくて、渡辺君のようには飲めなかった。

　彼は料理もパクパクと口にする。

　さすが体育会系。すごい食欲だな。

　渡辺君の食いっぷりをただただ感心して見ていたら、彼に突っ込まれた。

「お前も食べろよ」

「あっ、うん」

　そう返事をするが、今日は母のこともあって食欲がない。

　でも、お昼も食べなかったし、少しはなにかお腹に入れないと倒れちゃうよね。

　さっぱり系のサラダを小皿に取って食べる。

「お前、いつもそんな少食なのかよ。野菜ばっか食ってうさぎか！」

　スッと目を細める彼にビクつきながら言い訳した。

「ゴールデンウィーク明けでちょっと疲れちゃって」

「五月病とかになるなよ。お前、メンタル弱そうだからな。しっかり食え」

　そう言って、私の前にシュウマイやさつま揚げのお皿を次々と並べる渡辺君。

　彼なりに私のことを気遣ってくれているんだと思う。

「うん。ありがと」

　彼の目を見て礼を言うと、シュウマイを口に運んだ。

　そんな調子で、渡辺君が私に「松本の分」と言って料理を取り分けていく。

「ビールも全然飲んでないじゃないか。お前はもっと酔って、自分を解放した方がいいんだよ」

　クドクド言う彼に、「でも、お酒あまり飲めないから」ともう一度伝える。

「それは慣れてないからって言っただろ。飲め！」

　彼の怖い眼光に負け、心の中で『玲司さん、約束を破ってごめんなさい』と謝りながら、ビールをゴクゴクと飲む。

　これは一体、なんの拷ごう問もんなのだろう。いつになったら解放されるのかな？

　時間が気になってチラチラ腕時計を見ていたら、渡辺君が母のことに触れてきた。

「松本のお母さんから会社に何度も電話かかってくるけど、なんかあったのか？　誰か入院したとか？」

　ああ、話って母のことだったのか。

「ううん、そういうのじゃないから大丈夫」

　すぐにそう答えるが、渡辺君はどこか不審顔。

「じゃあ、なんの用だったんだ？」

「それは……近くに来たから一緒にランチしようって」

　彼の質問に少し考えて答えた。

「だったら、どうして何回も会社にかけてくる？」

　彼がまるで刑事のように矢継ぎ早に質問してきてうろたえる。

「う、うちの母って心配性だから、会社に電話して私の様子を探りたかったんじゃないかな。渡辺君にも迷惑かけてごめん」

「ふーん、過保護な親を持つと大変だな。お前、飲みが足りない。それ、飲み干すまでは帰さないからな。すみませ～ん、生もうひとつ」

　渡辺君は近くにいた店員を呼んで、また自分のビールを注文する。

　この時ほど彼が鬼に見えたことはない。

　全部飲むなんて無理だよ。

　自分のビールジョッキをじっと見つめる。

　まだ四分の一も減っていないのに、身体が熱い。

　手品でビールをパッと消せたらいいのに……。

　でも、飲んだら、帰れるんだよね。

　もうこうなればヤケだ。

　ガシッとジョッキを掴んで一気に飲む。

　この時、すでに酔いが回っていたのかもしれない。

　飲んだ後のことはなにも考えなかった。

「おお。松本、イケるじゃないか！　じゃんじゃん飲め！」

　渡辺君が珍しく私を褒めるが、だんだん頭がボーッとしてきて、なにも反応できなかった。

「松本、追加でビール頼むか？　松本？」

　耳がキーンとなって彼の声がこもって聞こえる。

　まぶたが重い。

「玲司さんに……連絡……し……な……きゃ……」

　ポツリと呟くも、身体を動かすのも億劫になって、壁に寄りかかった。

　少し休んでからメッセージを送ろう。

　もう少し……休んで……から……。

「おい、松本？」

　渡辺君が私を呼んだが、だんだん意識が遠くなって、そこで記憶がプツッと切れた。










悪い虫除け［玲司ｓｉｄｅ］




　午後七時前、ノワールで客にコーヒーを淹れていたら、ズボンのポケットに入れておいたスマホがブルブルと震えた。

「どうぞ、ごゆっくり」

　カウンターの客にコーヒーを出すと、ポケットからスマホを取り出した。

　きっと美月からだろう。仕事が終わったか。

　画面を見れば、やはり彼女からのラインだったが、それは迎えを頼む文面ではなかった。

【玲司さん、すみません。急に同期の子と食べに行くことになって、ちょっと帰るのが遅くなります。また帰る時に連絡します】

　まあ、たまには同僚との付き合いもあるだろう。だが、酒のことはもう一度注意しておかないとな。

【了解。お酒は飲まないようにね。勧められても断ること。美月は酔うと寝ちゃうから。今はどこにいるの？】

　メッセージを打つと、彼女からすぐに返事が来た。

【会社近くの居酒屋です】

　居酒屋ね。

　飲む相手によっては無理矢理飲まされないか、ちょっと心配だ。かといって、行くなとは言えない。

　彼女も大人だ。だが……。

　同期というのは女の子だろうか？

　もし男だったら？

　そう考えて、苦笑いする。

　俺ってこんな心配性だったか？

【わかった。楽しんでおいで】

　素早く文を打って、スマホをポケットにしまう。

「玲司さん、スマホ見てたけど、美月ちゃんからだった？」

　接客をしていた晴人がカウンターに戻ってきて、ズボンのポケットから車のキーを取り出す。

　彼は今朝ラインで、【今日は資料作成で残業かもしれない】と伝えてきたが、仕事が早く片付いたのか、いつも通り店に来ていた。

「同期の子と食べに行くらしい。今日の迎えは俺が行くから、お前はいい」

　俺の話を聞いて、晴人は車の鍵をポケットにしまう。

「なんか難しい顔してると思ったら、美月ちゃんがまっすぐ帰らないからか。社会人だから付き合いもあるだろ？」

「わかってる。でも、ちょっと気になってな」

　壁にもたれかかり腕を組んだ。

　酒を飲まされて、男にホテルにでも連れ込まれたら……と思うと、気が気じゃない。

　ゴールデンウィークに温泉旅館で食前酒を飲ませた時のことが思い出される。

　小さなグラスに一杯のお酒で酔って寝てしまった美月。

　飲んだら、俺に連絡もできないんじゃあ？

「玲司さんてさあ、ドライかと思えば、大事なものは必死で守るタイプだよね。美月ちゃんといるとよくわかる。今、めちゃくちゃ焦ってるよね？」

　じっと俺を見据えてニヤリとする晴人。

「うるさい。矢島のこともあるから心配なんだよ。それに、彼女は酒が弱いんだ」

　俺の説明にこいつは納得顔で頷いた。

「ああ。なるほどね。まあ、二時間待って連絡がなければ、迎えに行けば？」

「お前に言われなくてもそうするさ」

　無表情で答えるが、まだ晴人はなにか言いたげな顔で俺を見る。

「なんだ？」

　その態度が気に食わなくて顔をしかめれば、こいつはゴシップ好きな女の子のように好奇心むき出しで聞いてくる。

「ずっと聞きたくてうずうずしてたんだけど、ゴールデンウィークの旅行はどうだったの？」

　絶対に聞かれると思った。

「普通に楽しかった」

　無表情で答えたら、晴人はチッチッと舌を鳴らす。

「そういうことじゃなくて、ふたりの進展を聞いてるんだけどなあ。手を出さなかった……いてっ！」

　調子に乗る晴人の頭をペシッと叩いた。

「そういう野暮なことは聞くな」

　ギロリと睨みつけるが、こいつは引かない。

「温泉宿に泊まったんだよね？　美月ちゃんの浴衣姿、かわいかったろうなあ」

　確かにかわいかったが、こいつに想像されるのはおもしろくない。

「お前、目がいやらしい。変な想像するなよ」

　絶対零度の眼差しで釘を刺せば、晴人は震え上がった。

「うっ、玲司さん、怖い。すみません」

「今度また変な想像したら、店の出入り禁止にするからな」

　じろりと睨みつけて脅すと、こいつは大人しくなった。




　それから、客が増えて慌ただしくなったが、一時間もすると落ち着いてきた。

　スマホを確認するも、美月からの連絡は来ていない。

　午後八時……まだ迎えに行くのは早いか。

　その後も手が空くたびにスマホを気にしていたら、晴人がニヤニヤ顔で俺を見た。

「もう八時半過ぎたし、迎えに行ったら？　店は俺が閉めるから、そのまま帰っていいよ」

「悪い。そうさせてもらう」

　ポンと晴人の肩を叩くと、エプロンを外して店を出た。

　美月に、どこの店にいるのかラインで聞くが既読がつかない。

　店の名前も聞いておけばよかったな。

　同僚と話が盛り上がっているか、それとも酔い潰れているか。

　後者だとしたら、早く見つけないと。

　タクシーを拾って乗り込むと、スマホで真田物産周辺の居酒屋を探す。

　三軒あったため、駅に近い店から行ってみることにした。

　駅の近くでタクシーを降りて、一軒目の店に入るが、美月の姿は見当たらない。

「いないな」

　二軒目の店にも、彼女の姿はなかった。

　決めた。美月にＧＰＳをつけよう。今後も必要になるかもしれない。

　三軒目の店に向かった時、店の前に若い男女がいて、男性がしゃがみ込む女性を立たせようとしていた。

　……美月？

　走って確認すると、やはり彼女だった。

　一緒にいるがっしりした若い男性が美月に声をかける。

「おい、しっかり立てよ」

　多分、彼が美月の同期なのだろう。

「もう……立てない。……眠い」

　道に横になろうとする美月に駆け寄り、その身体を抱き上げる。

「こら、美月。道路で寝るなよ」

　優しく注意したら、彼女はそのトロンとした目で俺を見た。

「玲司さん、ただいま～」

　俺の首に手を回し、美月はギュッと抱きつく。

　いろいろお説教したいところなのだが、今はいい。

　無邪気な彼女に愛おしさが込み上げてくる。

　だが、横から鋭い視線を感じ、美月と一緒にいた男性に目を向けた。

「あんた誰？」

　警戒するような目を俺に向ける男性。

　それは俺のセリフだと思ったが、フッと笑って答える。

「美月の保護者兼恋人ってところかな。彼女はお酒が飲めない。もう飲ませないでほしい」

　紳士的に言ったが、それは俺なりの警告だ。

　彼女が自分から進んでお酒を飲むとは思えない。

　しかも、歩けないほど酔いつぶれているということは、結構な量を飲んだようだ。

　こいつが飲ませたのかと思うと、怒りを覚えた。

「保護者……？　恋人……？」

　俺の発言に男性は驚いた顔をする。

「君は美月とはどういう関係かな？」

　じっと彼を見据えれば、こいつは俺の視線を受け止めてはっきりとした声で名乗った。

「俺は渡辺樹。彼女と同じ総務部の同期です」

　人事の人間なら面接で採用しそうな好青年タイプ。

　だが、俺にとっては美月の近くにいるというだけで目障りな男にしか見えない。

「そう。覚えておくよ。彼女は俺が連れて帰るから心配しなくていい」

　冷ややかに言って、居酒屋の前の通りでタクシーを拾おうとしたら、弟の斗真に出くわした。

「兄さん？」

　面倒な奴に会ってしまったな。

　できればそのまま気づかずに通り過ぎてほしかった。

　早く美月を連れて帰りたいのにな。

「なぜここに？　その女性は？」

　斗真は俺たちの方に近寄ってきて、美月に目を向けた。

　聞かれると思った。

「彼女が酔い潰れて……な。斗真、タクシー呼んで」

　多くは語らず、深く追及されないよう話を逸らす。

「え？　ああ」

　俺に言われるままスマホでタクシーを呼ぶ斗真。

「あと五分くらいで来ると思う」

　スマホをポケットにしまう弟に、ニコッと笑って礼を言う。

「助かる。お前は会食でもあったのか？」

　美月のことに触れられないよう斗真にそう質問したら、彼はコクッと頷いた。

「ああ。近くのホテルのラウンジで三さんノの宮みや重じゅう工こうの専務と会ってた」

「三ノ宮重工か」

　そういえば、客船事業に乗り出すって話だったな。

　もっと詳細を聞きたいが、店の前にはまだ美月の同期の男がいて、俺たちのやり取りを見ている。

　俺の正体には気づいていないだろうが、斗真が自分の会社の常務だというのは知っているはずだ。その常務と親しげに話しているのだから、俺の正体がバレるのも時間の問題かもしれないな。

　そんなことを考えていたら、斗真が美月をじっと見た。

「彼女……兄さんのなに？」

「俺の大事な子」

　フッと微笑を浮かべて答えると、彼はかすかに眉根を寄せた。

「うちの会社で見かけたことがあるけど」

「だから？　社内恋愛禁止ってわけじゃないだろう？」

　冷ややかに返す俺に斗真はためらいがちに意見する。

「でも、親父はよく思わないんじゃ……」

「余計な心配はしなくていい。社長にも言うなよ。あっ、タクシー来たな」

　弟の言葉を遮り、美月をタクシーの後部座席に乗せる。

　俺も乗り込んで美月の隣に座ると、斗真に声をかけた。

「じゃあ、またな」

　バタンと車のドアが閉まり、タクシーの運転手に行き先を告げる。

「銀座まで」

　タクシーが発進すると、後ろを振り返った。

　道路脇では、斗真が訝しげな表情で見送っている。

　美月の同期も眉間に皺を寄せ、少し離れたところからこちらに目を向けていた。

　渡辺とかいうあの男。

　美月をあっさり俺に渡したが、彼女のことをなんとも思っていないのだろうか？

　まあ、恋人じゃなくても男女ふたりで飯を食いに行くことは普通にある。

　たとえ、彼が美月に気があったとしても譲るつもりはないが。




　道が混んでいて、二十分もかかってやっとタクシーは自宅マンションに着いた。

　俺に寄りかかっていた美月がうっすらと目を開ける。

「……ん？　玲司……さん？」

「美月、降りるよ」

　支払いを済ませて美月と一緒に車を降りると、ふと見上げた空に赤い月が浮かんでいた。

　なんだか不気味な感じだな。

「美月歩ける？」

「うん」

　半分寝ているが、彼女は俺が確認すると、子供のように返事をした。

　この状態なら簡単にホテルに連れ込まれる。

　頼むから、俺をあまりハラハラさせないでほしい。

　足元が覚おぼ束つかない美月の腰に手を回してマンションに入る。

　すると彼女が急に「……気持ち悪い」と言ってしゃがみ込んで、口に手を当てた。

「吐きそうなのか？」

　そう問いかけたら、彼女は小さく頷いた。

　ズボンのポケットからハンカチを取り出して美月に渡し、エレベーターに乗る。

「あともうちょっとだから」

　そう声をかけ、鍵を開けて部屋に入ると、彼女をトイレに連れていき、身を屈めて嘔おう吐とする美月の背中を優しくさすった。

「大丈夫か？　吐いたら楽になるから」

　しばらくして吐き気が収まったのか、彼女は壁に寄りかかった。

　濡れタオルを用意して、彼女の口元を拭う。その顔は青白く、つらそうだった。

「服がちょっと汚れたし、シャワー浴びよう」

　洗面所で彼女を待たせて、「なにか着替えを取ってくる」と声をかけ寝室へ。

　とりあえず俺の部屋着を手に取り戻ると、美月は脱衣場に座り込み、下着姿で「うー」と唸っていた。

「美月？　まだつらい？」

　屈んで彼女の顔を覗き込もうとするが、俯いていてよく見えない。

　シャワーを浴びるのは無理か。

　タオルを濡らして軽く彼女の身体を拭く。

「タオル、熱くないか？」

「……うん」

　子供のように頷く美月に、「これを着たら、ベッドで寝られるよ」と俺の部屋着を着させる。

「お酒、どれくらい飲んだ？」

　俺の問いに蚊かの鳴くような声で呟く彼女。

「……ジョッキ……一杯くらい……。飲むまで……帰れないって……渡辺君が……」

　その言葉を聞いて、思わず毒づいた。

「あの男……」

　ジョッキ一杯も飲ませたのか？

　状況はよくわからないが、飲むまで帰れないと美月が言うってことは、強引に飲まされたのだろう。学生気分が抜けてないんだな。

　初めて会った男に殺意を覚えた。

　そんな俺の怒りが伝わったのか、美月がいじらしい態度で謝る。

「……玲司さん……お酒……飲んじゃって……ごめん……ね」

「美月に怒ってるんじゃない」

　ポンポンと美月の頭を軽く叩いて安心させると、彼女は「うん」と小さく頷いた。

「歩けるか？」

　美月に手を貸して、彼女を立たせる。

「うん。……歩く」

　ふらつく美月を支えて寝室まで連れていく。

　ベッドに入っても彼女が心配で、しばらく端に腰かけてついていることにした。

「おやすみ」

　美月の額に手を当てそう告げれば、彼女は安心した様子で目を閉じる。

　少しして静かな寝息が聞こえてきた。

　彼女の寝顔を見てホッとすると、スマホを出して晴人にラインする。

【美月、やっぱり泥酔してて、さっき帰宅した。今夜は彼女についているから、店の戸締まり頼む】

　時刻は午後九時五分。

　店も混んでいなかったのか、晴人からすぐに返事が来た。

【了解。こっちは心配いらないから。とりあえず、美月ちゃん連れて帰れたし、安心だね。お疲れ様】

　確かに、美月を見つけられなかったらと思うとゾッとする。

　明日の朝、改めて注意しないとな。

　社会人になれば酒を断るのも難しいが、流されてはいけない。

　俺も四六時中そばにはいられないしな。

「あまり心配させないでくれよ」

　美月のあどけない寝顔を見ながら呟いて、その額にチュッとキスをする。

　だが、それだけでは安心できなくて、彼女の右手を取って深く口づけた。

　しばらくそうしていると、手首に赤紫の鬱うっ血けつ痕こんがついて……。

　これは、もう俺のもの。

　誰にも渡さない。

「このキスマークは、悪い虫除けだ」

　自分が美月につけた痕を見て、満足げに微笑んだ。
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　翌朝、いつものように美月の声で目が覚めた。

「う……ん、頭痛い。ん？　あれ？　いつものベッド。渡辺君と居酒屋にいたはずなのになんで？　瞬間移動でもした？」

　彼女がブツブツ言っている。

　後ろから彼女を抱きしめているので表情は見えないけれど、動揺しているのが手に取るようにわかる。

　いつもならその独り言を楽しんで寝たふりをするのだが、他の男の名前が出てくるのはおもしろくない。

「それに……いつの間にか玲司さんの部屋着着てる？　全然記憶がないんですけど……。え～、どうしてなの？」

　ひとり悩んでいる美月をベッドの上で組み敷いたら、彼女はハッとした顔で俺を見つめた。

「おはよう。昨日の美月はすごく大胆だったね」

　意地悪く微笑むと、彼女はおどおどした様子で聞き返す。

「大胆？」

「あんなに激しく愛し合ったのに忘れたの？」

　美月の耳元で囁くように言ったら、彼女は目を見張った。

「愛し合った？　ほ、本当に？」

　質問には答えずフッと笑うと、彼女は「嘘～！」と小さく声をあげて赤面する。

「覚えてないんだ？」

　少し拗ねるように言えば、彼女は申し訳なさそうに謝った。

「……ごめんなさい。次はちゃんと覚えておきますから」

　真面目な顔で俺を慰める彼女がかわいくてたまらない。

　自分がなにを言っているのか、ちゃんとわかっているのだろうか。

　ククッと身を屈めて笑う俺を見て、美月が怪訝な顔をする。

「玲司さん？」

「愛し合ったってのは嘘だよ。動揺しまくりだね。また敬語に戻ってる。でも、美月から誘ってくれるなんて嬉しいな」

　美月を見てニヤリとすると、彼女は慌てた。

「私……そんな大胆なことは……。あ、あの……その……」

「俺も愛し合うならちゃんと覚えておいてほしい。だから、泥酔してる美月は抱かないよ。もう、外で酒は飲まないこと。俺が居酒屋に迎えに行かなかったら、どうなってたと思う？」

　真剣に彼女に問えば、彼女は数秒考えて答えた。

「どこか道端で寝てた……かも？」

「それよりもっと悪いだろうな。男と一緒ならホテルに連れ込まれて襲われていたかもしれない」

　彼女の同期のことを匂わせる。

「渡辺君はそんなことはしないと……」

　あの男を信用しているのか、美月は間を置かずに否定した。

　だが、その思い込みは危険だ。

「男はみんなオオカミなんだよ。状況によってはどんな紳士でもオオカミになる。覚えておくように」

　諭すように言うが、彼女はまだ納得しないようで……。

「でも、玲司さんだって襲わなかったよ」

　反論する彼女の唇に指を当て、真摯な目で告げた。

「それは、美月が大事だから」

　酔った彼女を抱いたって意味がない。

　ベッドの中で少し説教をして、いつものように一緒に朝食を食べて、美月を会社に送り出す。

　リビングのソファに座って新聞を読んでいたら、テーブルの上のスマホが鳴った。

　画面を見れば、斗真からの着信。

　すぐにスマホを手に取って電話に出ると、弟が取り乱した様子で告げた。

「兄さん、親父が倒れた！」

　親父に対してはなんの感情もないと思っていた。

　だが、実際に聞くとショックで、すぐに言葉が出てこない。

「……親父が倒れた？」

　もっと詳しい説明を弟に求めたら、彼は親父が倒れた時の状況を俺に話し出した。

「朝、リビングで一服してて、秘書が来て出社しようとしたら倒れて……。今、病院に運ばれて、これから手術をするところなんだ」

「手術？」

　脳出血か心臓発作か……。

「急性心しん筋きん梗こう塞そくで、すぐにカテーテル手術をしないと重じゅう篤とくな状態になるらしい。兄さんも病院に来てほしい」

　斗真の母のことがチラッと頭をよぎったが、今は気にしている場合じゃない。

「わかった」

　静かに返事をして電話を切る。

　斗真がメールで知らせてきた病院にタクシーで駆けつければ、父はまだ手術中だった。

　手術室の前の椅子に斗真の母親が座っていて、俺に気づいて声を荒らげた。

「なんであなたが来るの！」

「母さん、ここは病院だ、静かに。それに、兄さんも父さんの息子だよ」

　斗真がいさめるが、彼女は構わず俺を睨みつけた。

「私はあなたなんか認めないわよ！」

　戸籍上義理の母になる彼女に対して怒りの感情はない。

　悪いのは愛人を作った親父。彼女は親父のせいでとても苦しんだだろう。俺を憎むのは当然だ。

　しかも、親父は俺を認知し、母の死後は養子縁組して、形式上、真田家に迎え入れた。

　俺が義理の母の立場なら、同じように思うに違いない。

「斗真、手術が終わったら教えてくれ。カフェで待ってる」

　弟にそう告げて、彼の返事も聞かずに足早にこの場を去る。

　病院内にあるカフェに入り、コーヒーを頼むと、スマホを取り出して、晴人にメッセージを打った。

【親父が今朝心筋梗塞で倒れて、今病院で手術中。今日はノワールは休業する】

　すぐに既読がついて、彼から返信が来た。

【俺もすぐに行きます。どこの病院ですか？】

　病院の場所を伝えてから、フーッと息を吐く。

　まさか親父が倒れるなんて思ってもみなかった。

　だが、もうそういう年なんだよな。

　親父はヘビースモーカーで、弟の話では一日で一箱吸うらしい。

　それだけ吸えば、どこか身体も悪くする。

　コーヒーを口に運ぶが、すごく苦く感じた。

　父の手術が終わるのを待っていたら、水嶋が現れた。

　多分、斗真に俺の居場所を聞いたのだろう。

「大変なことになりましたね」

　そう言って彼は俺の向かい側の席に座る。

「そうだな。他の役員は親父が倒れたことを知っているのか？」

　俺の質問に彼は小さく頷いた。

「ええ。もう次の社長をどうするかで揉めてます。副社長は社長の座を狙ってますよ」

「気が早いことだ。まだ社長は生きているのにな」

　ハーッと深い溜め息をつく俺に、水嶋は悩ましげな表情で言う。

「ですが、手術が成功したとしても、今までのように舵取りができるとは……。正直言って、まだ斗真さんに社長は無理です」

「玲司さんがやるっきゃないよ」

　そこへ晴人が駆けつけてきて水嶋の隣に座る。

「お前は勝手なことを言うな」

　ギロッと睨みつけると、息せき切った斗真もやってきた。

「しゅ、手術は成功した。今、集中治療室に移動したよ」

　彼の報告に皆がホッと胸を撫で下ろす。

「もっと長引くかと思ったが、意外に早かったな」

　担当医の話を聞いていないから、どの程度の病状なのかはわからないが。

　そんなことを口にすると、斗真は安堵した顔で言う。

「一時間半くらいかな。倒れてすぐに救急車を呼んだから、処置も早くて助かったんだと思う。午後には麻酔が切れて話せるって先生が言ってた」

　ちらりと腕時計に目をやれば、午前十一時。命に別条がないなら、帰ろうと思った。

「親父が目覚めたら、タバコは控えるように言っておいてくれ」

　席を立とうとする俺を斗真が引き止める。

「待って。親父は兄さんと話したがってた」

　信じられなかった。いつだって俺は厄介者扱いされていたのに。

「親父が？　いつ？」

　冷ややかに聞いたら、斗真は優しい目で告げる。

「実は救急車に乗った時に意識がちょっと戻って、『玲司を呼べ』って言ったんだ。多分、自分の命が危ないって悟ったんじゃないかな」

　今まで親子としてまともに話をしたこともないのに、なぜ俺を呼べなんて……。

　もう自分が長く生きられないと思ったなら、なおさら俺と話なんかしている場合じゃないだろうに。

　親父がなにを考えてそう言ったのかわからない。

　俺の頭は混乱していた。




　それから親父が麻酔から目覚めるのを待って、集中治療室に会いに行く。

　義母は、斗真が「お昼を食べよう」と言って連れ出した。

　晴人と水嶋を連れて病室に入り、ベッドで寝ている親父に声をかける。

「社長」

　親父と呼ぶのは抵抗があった。

「ああ。来たか」

　親父が俺の方を見た。

「今、どこにいるかわかるか？」

　そんな皮肉を言うと、親父はムッとした顔をする。

「フン、私はまだ耄もう碌ろくしていない」

「そんだけ元気なら、すぐに仕事に復帰できるな」

　ニヤリとしたら、親父はしばし黙り込んだ。そして、俺を見据えて言った。

「いや。もう体力的にキツイ。社長はお前に譲る。お前の祖父さんもそれを望んでいたしな。それに、斗真では副社長にいいように操られる」

　親父の口からそんな言葉を聞く日が来るとは思わなかった。

「……みんな勝手だな」

　呆れつつも、死んだ祖父さんの遺言を思い出していた。

　真田物産を支えろというのは親父や斗真を支えろってことで……。

　親子なんだから仲違いはするなって祖父さんは言いたかったのかもしれない。

「今安心して会社を任せられるのはお前しかいない。頼む」

　親父が手を伸ばして、俺の手をギュッと掴む。

　長細く骨ばったその手。

　昔はもっと大きく感じたのに、今は俺の手よりも小さい。

　親父も年を取ったんだな。

　それに、有能な祖父から会社を引き継いだプレッシャーも相当だっただろう。

　かつて会長の秘書をしていた水嶋の父親の話では、祖父は親父にかなり厳しかったようだ。親父は毎日のように『能なし』と罵ののしられていたそうで、それが原因でタバコの量が増えていったという。

　親父の目を見て返事をする。

「……わかった。ただし、時が来たら斗真に譲る。それで、異論はないよな？」

　俺が確認したら、親父は少しホッとした顔で頷いた。

「ああ」

「会社のことは俺に任せてゆっくり休めよ」

　親父にそう告げると、次に水嶋に目を向けた。

「水嶋、役員を集めろ。緊急会議だ」










今夜のノワールは貸切です




『渡辺君、もう飲めないよ～』

　これ以上ビールは飲めないと弱音を吐く私に、彼は鬼おに軍ぐん曹そうのような顔で命じる。

『その程度のビールが飲めなくて、仕事ができると思ってるのか？　それ飲んだら、次は日本酒いくぞ！』

　渡辺君の発言にクラッとめまいがした。

　しかも、なぜか竹刀を持っていて怖い。

『ビールと仕事は関係ないんじゃないかな？』

　遠慮がちに指摘するも、彼は厳しい顔をして竹刀でバンッと床を叩いた。

『関係ある。松本、それ飲んで根性見せろ』

『無理だよ？』

　半べそかきながら叫ぶ私。

　早く……家に帰りたい……い。

「う……ん、頭痛い。ん？　あれ？　いつものベッド。渡辺君と居酒屋にいたはずなのになんで？　瞬間移動でもした？」

　渡辺君が竹刀を持って私をしごいていたのは夢だったの？

　現実と夢がごちゃ混ぜになっていて、整理がつかない。

　私……ビール飲んで寝ちゃったのかな？　だとしたら、どうやって帰ってきたのだろう？

　渡辺君が送ってきたとは思えない。彼は私がここに住んでいることを知らないし、寝ている私が住所を言えるはずがないもの。

　じゃあ、玲司さんが居酒屋まで迎えに来てくれたのかな？　でも、居酒屋の名前までは伝えていなかったような？

　だが、他にも不思議なことがあって……。

「それに……いつの間にか玲司さんの部屋着着てる？　全然記憶がないんですけど……。え～、どうしてなの？」

　昨日の自分の行動がわからない～。

　ベッドの中でひとりパニックになっていたら、急に玲司さんに肩をつかまれて、ベッドの上で組み敷かれた。

　突然のことで驚き、ハッと息を呑む。

「おはよう。昨日の美月はすごく大胆だったね」

　悪魔な顔で微笑む彼に、激しく動揺する私。

「大胆？」

　一体私、なにをしたの～！

　頭の中は大混乱。なのに玲司さんは、さらなる衝撃的な言葉を口にした。

「あんなに激しく愛し合ったのに忘れたの？」

　耳元で囁かれたその説明に思考が停止する。

　ん？　今、玲司さん、なんて言った？

　確か……。

「愛し合った？　ほ、本当に？」

　玲司さんの目を見て確認すれば、彼はセクシーに微笑む。

「嘘～！」

　信じられなかった。

　驚きで頭の痛みも忘れ、しばし呆然としてしまう。

　昨夜の記憶を辿たどろうとするも、頭が麻痺しているのかなにも浮かばない。

　そんな私を見て玲司さんは少し傷ついた表情になる。

「覚えてないんだ？」

　私……なんで思い出せないの？

　玲司さんに抱かれたことを忘れるなんて、なんて薄情な女なんだろう。

　やっぱり、昨日はどんなに渡辺君に強く言われてもビールを断るべきだった。

「……ごめんなさい。次はちゃんと覚えておきますから」

　しゅんとなって謝れば、なぜか彼は肩を震わせククッと笑った。

「玲司さん？」

　玲司さんの顔を見つめると、彼はキラリと目を光らせ私と視線を合わせた。

「愛し合ったってのは嘘だよ。動揺しまくりだね。また敬語に戻ってる。でも、美月から誘ってくれるなんて嬉しいな」

　彼の発言にうろたえずにはいられない。

　え？　敬語？　それに、私が誘った？

「私……そんな大胆なことは……。あ、あの……その……」

　気が動転して言葉がしどろもどろになる。

　全否定するのもなにか違う気がして、言葉を探していたら、彼が急に表情を変えた。

「俺も愛し合うならちゃんと覚えておいてほしい。だから、泥酔してる美月は抱かないよ。もう、外で酒は飲まないこと。俺が居酒屋に迎えに行かなかったら、どうなってたと思う？」

　その真剣な眼差しにドキッとした。

　どうやってここに戻ったのか不思議に思ったけれど、玲司さんが迎えに来てくれたんだ。

　また迷惑かけちゃったな。

　もし玲司さんが迎えに来てくれなかったら……。

「どこか道端で寝てた……かも？」

　玲司さんの顔色を窺いながらそう口にすると、彼は少し表情を険しくした。

「それよりもっと悪いだろうな。男と一緒ならホテルに連れ込まれて襲われていたかもしれない」

　彼の発言に首をひねる。

　昨日は渡辺君と一緒に飲んだけど、彼は酔った女の子を襲うような人じゃない。

「渡辺君はそんなことはしないと……」

　私にしては珍しく自分の意見を言ってみたのだが、玲司さんは強い口調で否定した。

「男はみんなオオカミなんだよ。状況によってはどんな紳士でもオオカミになる。覚えておくように」

　その理論はおかしい。

「でも、玲司さんだって襲わなかったよ」

　彼は一緒に寝ていても、私を無理矢理襲うことはない。

　私をからかうことはあっても、いつだって私のことを考えてくれて、今誰よりもそばにいてくれる人――。

　だから私は、彼に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。

　ムキになって言い返す私の唇に、玲司さんはそっと指を当てた。

「それは、美月が大事だから」

　優しい目で私を見つめる彼。

「玲司……さん」

　彼の思いが伝わってくる。

　胸がジーンとなってなにも言えなかった。

「昨日、俺がどれだけハラハラしたかわかる？　電話しても出なくて、居酒屋を三軒探して、美月の姿を見た時はホッとしたよ。泥酔してたけどね」

　玲司さん、電話くれたんだ。

　全然気づかなかった。多分、その時にはもう酔っていたんだろうな。

「……ごめんなさい。ビール、断れなくて」

　平謝りする私を彼は少し厳しい口調で注意する。

「美月は優しいから、人に対して強く言えないことがあるよね。でも、昨日のような場合は、自分の身を守るためにもはっきり断らないとダメだよ」

　玲司さん、私の欠点をよくわかってる。

　私は人と気まずくなるのが嫌だから、きっぱり断れない。

　痛い言葉だった。

「……はい。ごめんなさい」

　敬語になっていることに気づかないほど落ち込む私を、彼はその胸に包み込むように抱きしめた。

「わかってくれたならいい。別に美月を責めてるわけじゃない。心配なだけ」

　玲司さんは私の顔を見て、いつものようにニコッと微笑む。

　その笑顔で少し胸がホッとした。

「うん」とその目を見て頷いたら、彼は私の頬に手を添え、キスをする。

〝美月が大事だよ〟という玲司さんの思いが伝わってきて、とても温かな気持ちになった。

　私って……彼にかなり甘やかされている。

　玲司さんが笑ってくれるだけで、今日も頑張ろうって思えるのだ。




　それから、ベッドを出てシャワーを浴びると、彼が朝食を作ってくれていて、すごく幸せな気持ちになった。

　たっぷり野菜が入ったミネストローネに、ホームベーカリーで焼いたパンに、目玉焼き。

　私は目玉焼きに今までソースをかけていたのだけれど、玲司さんが塩と胡椒で食べているのを見て、私もそれが好きになった。

　朝食を食べ終わると、彼が私の前に錠剤を置く。

「二日酔いの薬。飲んでおくように」

「ありがとうござい……ありがと」

　また敬語を使いそうになって慌てて言い直す。

　おそるおそる彼を見たが、今回は咎められなかった。

　それから、使った皿を片付けて、バッグを手に持ち、玄関までダッシュ。

　パンプスを履いていたら、玲司さんが見送りに来た。

「行ってきます！」

　玄関のドアを開けようとする私を彼が引き止める。

「美月、また忘れ物」

　その声に反応して振り返ったら、彼が私の腕を掴んでチュッと口づけた。

「行ってらっしゃい」

　私の腕を離すと、悪戯が成功した子供のようにニヤリとする彼。

　私って学習能力ないなあ。昨日もされたのに……。

「行ってきます」

　はにかみながらそう言って、玄関を出る。

　あ～、顔が熱い。朝から玲司さんに翻弄されっ放し。

　頭の中は彼のことでいっぱいだ。




　会社に着くと、オフィスには誰もいなかった。

　パソコンを立ち上げ、オフィスの奥にある給湯室のポットにお湯を入れる。

　お湯が沸くのを待っていたら、渡辺君がやってきた。

「松本、おはよう。昨日は無理矢理飲ませて悪かったな。いつも男友達と飲みに行くから、その癖でつい……」

　頭をポリポリかきながら謝る彼。

「私がはっきり断らなかったのがいけないの。次から気をつけるよ」

　にこやかに笑ってそう告げると、渡辺君は少し安心したような顔になった。

「昨日、お前を迎えに来た男の人ってさあ、あれ……」

　うわっ、玲司さんのこと聞かれてる！

「あの人は大家さんなの！　今朝もお酒のことで注意されちゃった」

　玲司さんのことを深く追及されないようごまかす。

「大家さんねえ。でも、あの人うちの会社の……」

　渡辺君がなにか言いかけたが、ポットに赤いランプがついたので、そちらに気が逸れた。

「あっ、お湯沸いた。今日はほうじ茶にしよう」

　棚からカップとティーパックを取り出し、お湯を注ぐ。

「あっ、ごめん。渡辺君、なに言おうとしたの？」

　聞き返したら、彼は小さく首を左右に振った。

「……いや、なんでもない。今度、お詫びに晩飯奢おごる。酒はなしでな」

「律儀だなあ。気にしないで」

　クスッと笑って、カップを手に自席に戻る。

　渡辺君、いい人だな。玲司さんは、男はみんなオオカミだって言っていたけれど、渡辺君は信頼できると思う。

　それに私を襲うほど女に不自由していないはず。同期の女の子の間では彼は一番人気だし、実際に何人かに告白されているようだから。

　お茶を飲みながらメールを見ていたら、佐藤先輩がやってきた。

「松本さん、おはよう。今日は会社の防災マニュアルとヘルメットが届くから、各部署に届けに行くわよ」

「おはようございます。了解です」

　元気よく返事をして、またパソコン画面に目を戻してメールの処理を続ける。

　すると、隣の席から佐藤先輩の視線を強く感じた。

「ねえ、手首の痣どうしたの？」

　手首の痣？

　キョトンとしながらも、自分の両腕を見たら、右手首に紫色の痣がついていた。

「あれ？　いつの間に？」

　どこかにぶつけたかな？

　そう思ったのだが、佐藤先輩が私に顔を近づけ声を潜めた。

「松本さん彼氏いるの？　それキスマークじゃない？」

　キスマーク？

　ハッとして、とっさに服の袖で痣を隠した。

　だが、それを給湯室から戻ってきた渡辺君にも見られたようで、彼が顔をしかめた。

　あ～、もう玲司さん、なにしてくれるんですかあ！

　顔の熱が急上昇する。

「松本さん、図星？　いいなあ、今度彼氏の写真見せてね」

　佐藤先輩の楽しげな言葉に、ハハッと笑うことしかできなかった。




　その後、防災マニュアルとヘルメットが届いて、午前中は各部署の人数ごとにまとめ、午後は佐藤先輩と一緒に各部署に配りに行った。

　秘書室に入ると、秘書の人たちが慌ただしく出入りしていて、取引先に謝罪の電話を入れている人も数名いる。

　なんだかパニクっていない？　重要な来客でもあるのかな？

　電話を終えた秘書さんに佐藤先輩が話しかける。

「防災マニュアルとヘルメットです。役員の方にも配ってくださいね。なんだか慌ただしいけど、どうかしたんですか？」

「緊急役員会議があって、バタバタしてるの」

　苦笑いしながら秘書さんが答えたその時、バンと勢いよく秘書室のドアが開いて男性が入ってきた。

　その顔には見覚えがある。

　み、水嶋さん？

　五年前に会ったきりだから、私の勘違いかもしれない。でも、雰囲気や声が似ていた。

「社長の予定は専務と常務に振って」

　慣れた様子で秘書の女の子に指示を出している彼。

　水嶋さんだよね？

　彼をもっとよく見ようとしたら、佐藤先輩にポンと肩を叩かれた。

「松本さん、次、企画室行くわよ」

「あっ、はい」

　そう返事をして一礼して秘書室を出ると、佐藤先輩に聞いた。

「あの、さっき秘書室に入ってきた男の人って誰ですか？」

「秘書室長の水嶋さん。ハンサムでしょう。女子社員にも人気があるのよ。でも、松本さんには彼氏がいるものね」

　佐藤先輩がニヤニヤして私をからかうが、それどころではなかった。

　水嶋さん……って、やっぱあの水嶋さんだったんだ。

　ＮＰＯ法人を辞めて転職したのかな？

　私が高校に編入する手続きとか、彼がしてくれたんだよね。

　有能そうな人だし、引く手あまたなんだろうけれど、お世話になったＮＰＯ法人を辞めてしまったのかと思うと残念に感じた。

　私みたいな境遇の子をもっと救ってもらいたかったな……って、ああ、もう、なに勝手なことを思っているんだろう。

　水嶋さんにだって、水嶋さんの人生がある。

　自分はなにもしていないのに、人にだけ期待しちゃダメだ。

　まずはちゃんとひとり立ちしないと……。

　いつか機会があったら、水嶋さんに挨拶しに行こう。あの時はありがとうございましたって……。




　その後、総務に戻り、資料を作成したり、ファイルの整理をしたりしていると、あっという間に定時になった。

　帰る準備をしようとファイルを棚に片付けていたら、電話が鳴って渡辺君が出た。

「松本、二番に外線」

　渡辺君が私にそう告げる。

　誰からの電話かは言わなかったが、また母だと直感的に思った。

　玲司さんや晴人さんなら携帯にかけてくるはずだ。

「ありがとう」と言って電話に出る。

「お待たせして申し訳ありません。松本です」

《あっ、美月、昨日はありがと。でも、まだお金足りないのよ。お母さん、借金がいっぱいあって》

「もう無理だよ。忙しいから切るね」

　冷たく言ってすぐに電話を切る。

　昨日、母にお金を渡してしまったのは間違いだったかもしれない。

　ちゃんと玲司さんに相談すればよかった。

　私……どうすればいいの？

　フーッと息を吐いたら、渡辺君に声をかけられた。

「松本、大丈夫か？」

「うん。大丈夫。ごめん」

　彼に力なく笑って謝り、ファイルの片付けを終えると、デスクに戻りパソコンの電源を落としてバッグを手に持った。

「お先に失礼します」

　ペコリと頭を下げてオフィスを出て、玲司さんと晴人さんにメッセージを打つ。

【今仕事終わりました】

　ふたりともすぐに既読になり、玲司さんから返事が来た。

【正面玄関で待ってるよ】

　え？　もう来てるの？

　慌てて正面玄関に向うと、肩にジャケットをかけ、サングラスをかけた男性が、私を見て手をあげる。

「あれ？　玲司さん、スーツなんて珍しい。また商店街の会合でもあったの？」

　玲司さんのもとへ駆け寄り、そう話しかけたら、彼はサングラス越しに微笑んだ。

「まあ、そんなところ。さあ、帰ろう」

　玲司さんが私の手を掴み、手をあげてタクシーを拾う。

　その姿はやっぱり、うちの会社で見かけた男性に似ていた。

　スーツを着ているとますますそう思う。

　あれはやっぱり玲司さんじゃなかったのかって……。

　私の視線を感じたのか、彼が「どうかした？」とじっと私を見た。

「スーツ姿も素敵だと思って」

　笑ってごまかしたら、ちょうどタクシーが止まった。

　ふたりで後部座席に乗り込み、十五分ほどでノワールに着く。

　タクシーを降りて店の中に入ると、晴人さんがとびきりの笑顔で迎えてくれた。

「いらっしゃい」

「あれ？　今日はひとりもお客さんいない」

　いつもは女の子でいっぱいなのだが、今日は誰もいなかった。

　台風でもないのにどうして？

「今日は貸切にしたんだ。玲司さんの要望でお客さんは美月ちゃんだけ。ゆっくり楽しんでいってね」

　私だけの貸切とはなんて贅沢な。

　あっ、でも……。

「私、そんなお金ないです」

　申し訳なさそうに言ったら、玲司さんがポンと私の頭に手を置いた。

「オーナーの俺がいいって言うんだからお金なんていらないよ。さあ、そこのテーブルに座って」

　彼が窓側のテーブルを指差し、言われるまま席に着く。

　照明はいつもより暗めで、テーブルには赤いキャンドルが置いてある。

　まるでなにかのお祝いのようだ。

　玲司さんと晴人さんは手際よく料理を作って運んでくる。

　スモークサーモンのマリネ、タコとトマトとルッコラの彩り鮮やかなイタリアンサラダにオマール海老のトマトソースパスタ。

「ちょっとバタバタしてて時間なかったけど、美味しくできたと思うよ」

　にこやかに笑って、玲司さんが私の対面に座る。

「晴人さんは食べないんですか？」

　カウンターにいる彼に声をかけたら、「今日は俺は黒子だから気にしないで」とフッと笑った。

　玲司さんとふたりで、いただきますをして食べる。

　ホント、高級レストランみたいな美味しさ。それでいて優しい味がする。

　大好きなノワールで、彼とこんなにゆっくり食事をするのは初めてだ。

　私と玲司さんだけの特別な時間。

　なんだか嬉しすぎて、夢を見ているような……そんな気分。

「飲み物、カプチーノでいい？」

　食事を終えると彼に聞かれ、「うん」と返事をする。

　玲司さんは一度カウンターに入り、カプチーノを手に戻ってきた。

　小さな男の子と女の子がキスしている絵が描かれていて、とてもかわいい。

「飾っておきたいな。飲むのがもったいない」

　そんな感想を口にすれば、玲司さんは少し寂しげに笑って言った。

「しばらくここで飲めなくなるから、ちゃんと飲んでよ」

「え？　それってどういう……」

　聞き返したら、彼はいつものように穏やかな声で話す。

「この店をしばらく閉めることになったんだ。今朝親父が倒れてね。幸い手術をして助かったけど、親父の跡を継ぐことになった」

「……そうなんだ。ノワールが休業になるのは残念だけど、お父さんが助かってよかった」

「ほらほら、暗い顔しない。いつかまた再開するからさあ。今日は玲司さんと楽しんでね」

　晴人さんがチョコレートタルトをテーブルに置き、玲司さんに目を向けた。

「じゃあ、邪魔者は消えるんでごゆっくり」

　含み笑いをする晴人さんを玲司さんがギロッと睨むが、晴人さんは気にした様子もなく笑ってこの場を去る。

「あいつは余計なことを。ほら、食べよう。美月は甘いの好きだよね？」

「うん。ありがたく味わって食べるね」

　まずカプチーノを口に運ぶと、彼の視線を感じた。

　顔を上げれば、玲司さんと目が合って、その温かい眼差しに、心が安らぐ。

　このカフェがしばらくお休みになるかと思うと寂しいが、玲司さんにだって事情があるのだから仕方がない。

　そんな大事な日のお客さんに私を選んでくれたんだよね。

　彼と初めて会ったあの雨の日を思い出す。

「初めて会った時は、まだ高校生だったのにな」

　頬杖をついてクスッと笑う玲司さん。

「私も今、同じことを思いまし……思っちゃった。あの時、ノワールの前で雨宿りしていなかったら、今こうして玲司さんと一緒にいなかったかも」

　タルトを口にしてフフッと笑えば、彼は私の頬に手を添えた。

「俺はそうは思わない。どういう形であれ、美月と出会っていたと思うよ」

　その瞳にとらわれ、心臓がトクンと跳ねる。

「こんなにひとりの女性に惹ひかれたのは初めてなんだ」

　玲司さんが身を乗り出して、私にゆっくりと口づける。

　なんて甘い――。

　彼がキスを終わらせるとハッと我に返った。

「玲司さん、私と玲司さんって恋人同士？」

　私の質問にポカンとする彼。

「え？」

　この反応。

　私が勝手に彼の恋人なんだと思い込んでいたみたいだ。

　あ～、恥ずかしい。

　玲司さんにとっては今のキスも挨拶みたいなものなんだよ、きっと。

　心が一気に暗くなる。

「あれ？　やっぱり違う？　勘違いしちゃって……」

〝ごめんなさい〟と謝ろうとしたら、彼が私の言葉を遮った。

「勘違いしてないよ。なにを今さらって思っただけ。ちゃんと俺たちは恋人同士だよ。自信ないなら、今夜こそ愛し合う？」

「いや……あの……その……それは、まだ心の準備が」

　しどろもどろになる私を見て、彼は悪魔な顔で言う。

「あまり長く待たせないでね。さすがの俺も理性が崩壊して襲っちゃうかもしれないよ」

　ハハッと声をあげて笑う玲司さん。

　からかっているのか、本気で言っているのか謎だ。

　でも、私たちは恋人同士なんだとわかって、とても幸せだった。

　私……愛されているんだ。

　ノワールが休業しても、私には玲司さんがいる。




　それから、タルトを口にしながら、彼とここでの思い出話をたくさんした。

　でも、なぜか頭がボーッとして眠くなってきて……。

　今日会ったら母のことを相談しようと思ったけど、玲司さんだってお父さんや家業のことで頭がいっぱいだろう。私が……自分で……解決……しなきゃ。

「美月、まだ伝えてなかったことがあるんだけど、実は俺は真田物産の……ん？　美月聞いてる？」

　玲司さんの問いかけに、「うん」と返事をするもまぶたが重くなっていく。

「美月？　寝てる？　おかしいな。酒は飲んでないはずなのに……」

　玲司さんがなにかしゃべっているが、その声がだんだん小さくなり、静かな闇が私を包み込んだ。










玲司さんの正体




「……月、美月、起きて。もう起きないと遅刻するよ」

　玲司さんの声で眠りから覚めた。

「……ん、遅刻？」

　まだ頭がボーッとしている私に、彼が「おはよ」と言ってチュッとキスをする。

　それで頭がはっきりして、目もパチッと開いた。

　ニコニコ顔で私を見つめる玲司さんと目が合い、照れながら挨拶。

「おはよう。私……また寝ちゃったの……かな？」

　ノワールにいたはずなのに、いつの間にかまた玲司さんとベッドで寝ている。

「昨夜のチョコレートタルトにブランデーが入っていたんだ。ちょっと強めだったから、それで酔ったみたいだな」

　タルトで酔うなんて、私、本当にお酒弱いんだ。

「玲司さん、ごめんなさい。また迷惑かけちゃ……!?」

　俯いて謝る私のまぶたに彼が口づける。

「敬語になってる。お仕置きだよ。それに、迷惑だなんて思ってない」

「……玲司さん」

　じっと彼の顔を見つめたら、ツンと額をつかれた。

「そんな目で、朝から俺を誘惑しないように。ベッドから出られなくなるよ」

「誘惑なんてしません！」

　ムキになって否定するも、また敬語を使ってしまい、ハッと息を呑む。

「そんなに俺のキス好き？」

　私の左手を取り、手首に長く口づける彼。

　チクッと小さな痛みがして、彼は私の手を離した。

　手首には赤紫色のキスマーク。

「あ～、昨日もつけました……じゃなかった。つけたよね？　会社の指導員の先輩が気づいてすごく恥ずかしかったんです……じゃない。恥ずかしかったの！」

　相手を責めようにも、キスのペナルティーを考えるとうまく言葉にならない。

　そんな私を見て彼は楽しそうに目を光らせる。

「これがあれば、わざわざ恋人がいるって言わなくてもわかるだろ？　シャワー浴びておいで。俺は朝食準備しておく」

　ポンと私の頭を叩くと、彼は寝室を出ていく。

　ちらりと時計を確認したら、午前七時半を回っていた。

「わー、本当に遅刻だあ！」

　私もベッドを抜け出し、着替えを持ってバスルームに向かった。

　サッと五分ほどでシャワーを浴び、髪を乾かして服を着ると、化粧も三分で済ませる。

　キッチンでは玲司さんが朝食の準備をしてくれていて、すでにダイニングテーブルに料理が並んでいた。

　焼き立てのフレンチトースト、サラダにヨーグルト。

「早く食べないと間に合わないよ」

　玲司さんは紅茶を淹れてテーブルに置くと、席に着いた。

　私も慌てて座る。

「私、なんにも準備できなかった……。ごめん」

　手を合わせて謝ったら、彼はフッと笑った。

「別に謝る必要ないよ。俺がギリギリまで寝かせておいたんだから。それにしても、ケーキで酔う人は初めてだな」

「私もケーキでは初めて酔ったけど、ノワールが閉店するって寂しさもあったのかも。私のオアシスだったから」

　なんだか心の中に穴が開いてしまったような感じがする。

　でも、玲司さんにだって事情があるのだ。

「そう言ってくれると嬉しいよ。今日も仕事が終わったら俺と晴人に連絡して」

「うん。でも、玲司さんも無理しないでね。お父さんの仕事を引き継ぐの大変でしょう？」

「まあ、ひとりで全部背負うわけじゃないから平気。あっ、美月、もう八時二十分だよ」

「もう？　きゃあ～、行ってきます。あっ、片付け！　きゃっ！」

　立とうとしたら椅子につまずき、転びそうになる。

「危ないな。片付けは俺がやるよ」

「ありがとう！」

　バッグを持って小走りに玄関へ向かうと、玲司さんが見送りに来た。

「焦って転ばないように」

　小さい頃は、母もそんな優しい言葉をかけて私を送り出してくれたな。

　もう優しかった母には戻れないんだろうか？

　私はどうすればいい？

　急に不安に襲われ動かなくなる私に玲司さんが声をかける。

「美月？　どうした？」

　もう母に会ってもお金を渡してはいけない。

　心を強く持たなくては。

「玲司さん、ギュッとしてほしい」

　私に勇気をください。

　彼の方を向いてためらいながらそう口にすると、「美月がそんなこと言うの珍しいな」と優しく笑って、私を包み込むように抱きしめた。

　ふわっと漂う甘いベルガモットの香り。

　玲司さんの匂いだ。

　そして彼の腕の中は温かくて、逞たくましくて、ホッとする。

　自分から玲司さんの胸に手をついて、その顔を見上げた。

「行ってきます」

　明るく笑う私に、彼が身を屈めてキスをする。

　いつもならほんの一瞬で終わるのに、今日は違った。

　なんて表現すればいいのかわからないけれど、とても優しい口づけで、心がポカポカする。

「行ってらっしゃい」

　彼が私から離れると、なんだか少し寂しくなった。

　今生の別れじゃないんだから。

　心の中で自分に突っ込みを入れ、彼に手を振ると、玄関を出て会社に向かう。

　早足で歩いたせいか、二十分もかからずにオフィスに着いた。

　だが、社内はいつもと様子が違った。

　なんだかザワザワしている。

　部長は慌てた様子でオフィスを出ていき、挨拶もできなかった。

　先に出社していた佐藤先輩に「おはようございます。なにかあったんですか？」と尋ねると、彼女は声を潜めた。

「社長が入院したらしいの」

　佐藤先輩の返答に驚いて相槌を打つ。

「……それは大変ですね」

「それで、どうも社長が交代するようなのよ。それで上はバタバタしてるわけ」

「……なるほど」

　交代するということは、社長は重い病気なのかな？

　でも、常務が社長の息子らしいし、後継者で揉めることはなさそう。

　自席に着いてパソコンを立ち上げたら、「松本さん、ちょっと来て」と背後から男性に声をかけられた。

　どこかで聞き覚えのある声。

　振り返ったら、そこになんだか険しい表情をしている常務がいて……。

　え？　どうして常務がここに？

　社長が入院して今大変なんじゃあ……。

　驚きで目を丸くする私。

　しかも、なんで私の名前を知っているの？

「時間がない。早く」

　苛立たしげに言って常務は私の腕を掴んで立たさせると、足早に歩き出す。

「待ってください。一体どこへ行くんですか！」

　小走りでついていきながらそう問いかけるが、常務はなにも答えてくれない。

　カツカツと靴音を響かせて歩く常務に引きずられるようにしてオフィスを出たら、出勤してきた渡辺君とすれ違った。

「え？　松本……？」

　私と常務を見て目が点になる渡辺君の前を通り過ぎ、常務は廊下の突き当たりにあるミーティングルームに私を連れ込んだ。

　バタンとドアが閉まり、常務が私に向き直る。

　私を見るその目はなぜだか知らないが冷たかった。

　私、仕事でなにかした？

　でも、常務が関わる仕事はしていないはず。

　じゃあ、また廊下を走って転ぶのを見られた……とか？

　それなら身に覚えはあるけれど、わざわざ個人的に注意するだろうか？

　ハラハラしながら理由を考えていたら、常務が口を開いた。

「兄と別れてほしい」

「は？」

　思わず素っ頓狂な声が出る。

「君が兄と付き合ってることは知っている」

「ま、待ってください。私は常務のお兄さんと付き合ってなんか……」

「なにをわけのわからないことを言っている？　君は真田玲司と付き合っているだろう？」

　なんで玲司さんの名前を知っているの？

　でも……そういえば、常務も名字は真田だ。

　え？　ええ!?

　でも、玲司さんはカフェのオーナーで……。

　頭の中はぐちゃぐちゃ。

「確かに玲司さんと一緒にいますが、でも……玲司さんが常務のお兄さんだというんですか？」

「ああ。付け加えるなら、兄はうちの会社の専務だ」

　玲司さんが、真田物産の専務……。

　ショックで言葉が出ない。

　前に会社で見かけた人はやっぱり玲司さんだったんだ……。

「まだ公表されていないが、社長が入院して、兄が会社を継ぐことになった。兄にはこれから仕事に集中してもらいたい。だから、君には兄と別れてほしい。兄と同棲しているんだろう？　金が必要なら用意しよう」

　常務は無表情で言って、スーツの内ポケットから分厚い封筒を取り出した。

「百万入ってる。足りないならもっと用意するが？」

　常務の軽蔑したような眼差しが私に突き刺さる。

　なぜそんな目で見られなければならないの？

「いりません。お金が必要で玲司さんといるわけじゃない！」

　ついカッとなって声をあげれば、常務はフンと鼻を鳴らした。

「兄の金で、高校、大学を出たくせになにを言っている？」

　違う。玲司さんにお金は出してもらっていない。

「誤解です。私は『子供に未来の夢を』というＮＰＯ法人から支援を受けて、大学まで行ったんです！」

　必死に常務に説明するも、彼の目は冷ややかだ。

「そのＮＰＯ法人は実際には存在しない。兄のポケットマネーで君は大学まで行ったんだ」

　常務の言うことが信じられなかった。

「う……そ。ＮＰＯの職員の人から名刺だって見せてもらって……」

　昔の記憶を思い出しながら呟く。

「名刺なんていくらでも作れる。君はずっと兄の援助で生きてきたんだ。もう兄に寄生するのはやめてくれ」

　そう言って常務は封筒を私に握らせようとするが、私は彼の手を振り払った。

「いりません！」

　封筒が落ちて、札束が床に広がる。

　お金が散らばるのを見て、気分が悪くなった。

「私はお金が欲しくて玲司さんと一緒にいるんじゃない！」

　キッと常務を睨みつけて言い放つと、ミーティングルームを出て、近くのトイレに駆け込んだ。

　激しい頭痛がする。

　常務が言ったすべてのことを受け入れられなかった。

　玲司さんが常務のお兄さんで、うちの会社の専務？　しかも、玲司さんが跡を継ぐって……。

　それに、私の大学までの費用を彼が出してくれていたなんて……。

　全部本当なの？

　……わからない。わからないよ。

　トイレを出て総務に戻ろうとしたら、廊下に渡辺君がいて、彼に腕を掴まれた。

「ちょっと来い」

　私の腕を掴んで非常階段の踊り場に連れていく。

「……ちょっ……渡辺君？　どうしたの？」

　少しおどおどしながら問う私を、彼はじっと見据えた。

「お前、常務になに言われた？」

「渡辺君には関係ない」

「関係なくはない。俺たち同期だろ！　それに、お前の彼氏って……うちの専務だよな？」

　渡辺君、どうして玲司さんが専務だって知ってるの？

　私はさっき知ったのに……。

　考えていることが顔に出ていたのか、渡辺君は玲司さんのことを話し出した。

「松本が居酒屋で酔っ払った時、お前の彼氏が迎えに来たんだ。そこへ偶然常務が通りがかって、親しげに話していたし、どこかで見覚えのある顔だと思って、過去の社内報を調べてみたら、お前の彼氏が専務として載ってたわけ」

「……そうなんだ。私……今日常務に言われるまで知らなかった」

　独り言のように呟く私。

　お父さんが倒れて跡を継ぐと話していたのは、真田物産のことだったんだね。

　でも、どうして玲司さんは今まで話してくれなかったの？　会社でも一度顔を合わせていたのに、どうして……？

「やっぱお前、知らなかったんだな？　騙されてたんだよ。悪いことは言わない。捨てられる前に別れろ」

　頭ごなしに言われて腹が立った。

　玲司さんは私を騙すような悪い人ではない。

　きっと私のことを思って、支援のことも、真田物産の役員だということも黙っていたのだろう。だって知っていたら彼の援助を素直に受けなかったし、就職だって別のところにしたと思う。

「渡辺君は玲司さんのことを知らないじゃない！　私のことは放っておいて！」

　彼の手を振り払って立ち去ろうとしたら、また腕を掴まれた。

「待てよ！　放っておけない！」

「同期だからって私のプライベートまで口出さないで！」

「出すよ。お前と専務が付き合ってるのってなんかムカつく」

　苛立たしげに言って、彼は私にキスしようとしてくる。

　その顔をとっさにバチッと叩いた。

「勝手なこと言わないで！」

　肩を上下させて大きく息をしながら渡辺君をひと睨みし、彼を置いて総務に戻った。

　こんなにも人に対して感情的になったのは初めてだ。

　自席に着くと、インターネットで【ＮＰＯ法人　子供に未来の夢を】と検索する。

　似たような名前はヒットしたが、常務が言っていたようにそのＮＰＯ法人は存在しなかった。

　……常務が言っていたことは本当だったんだ。

　いつの間にか渡辺君がオフィスに戻ってきていたが、目を合わせなかった。

　いや、合わせたくなかった。

　もう、なにも考えたくない。

　キャパオーバーで頭痛がひどくなったため、仕方なく常備している頭痛薬を飲んで、なんとか仕事に集中しようとした。

「松本さん、そこのデータ入力、数字が違ってる」

　佐藤先輩に指摘されてハッとした。

「あっ、ごめんなさい」

　いけない。

　佐藤先輩に謝り、ハーッと息を吐いた。

　しっかりしなきゃ。

　間違えないよう注意しながら作業を続けていると、電話が鳴った。

　すぐに受話器を取って電話に出る。

「お待たせしました。真田物産総務部です」

　なにも考えずに出てしまったが、電話の声を聞いて身体が強張った。

《お母さんだけど、美月、もうお金がなくて、本当に困ってるの。コンビニでパンを買うお金もなくて……》

「わかった。六時過ぎにこの前のカフェで待ってて」

　小声で言って電話を切る。

　お金を渡すのはよくないとわかっていたけれど、今は頭が混乱していて冷静に対処できる状態ではなかった。




　仕事が終わると、みんなに挨拶をしてオフィスを出る。

　いつもなら玲司さんか晴人さんに迎えに来てもらうところだが、今日はどちらにも連絡を入れなかった。

　玲司さんは真田物産の後継者であることを私に秘密にしていた。それを知ってしまった今、どうしたらいいのかわからない。

　それに常務の言うように、玲司さんと離れた方がいいと思ったのだ。

　真田物産の専務……いや、次期社長と同居なんて他の社員に知られたら、玲司さんの信用に関わる。

　――やっぱり私が玲司さんと付き合うって無理があったんだ。分不相応もいいところ。

　今日母にお金を渡したら、荷物をまとめて玲司さんのマンションを出ていこう。

　近くのコンビニでお金をおろして、母と待ち合わせしているカフェに向かった時、バッグの中のスマホがブルブルと震えた。

　立ち止まってバッグから取り出してみると、玲司さんからの着信。

　だけど今は頭が混乱していて彼と話したくなかった。

　電話には出ず、またバッグに戻す。

　チクンと胸が傷んだが、どうしようもない。

　今、彼と話せば泣いてしまうかもしれない。

　玲司さんのことは考えるな。

　問題を先延ばしにしているのはわかっているけど、現実に立ち向かう勇気が今の私にはない。

　まずは母との用事を済ませて、じっくり落ち着いて考えよう。

　また歩き出した時、突然前方から黒の大きなワンボックスカーがスピードを上げて接近してきて、私の目の前で止まった。

　ぶつからなくてよかった。

　そう思ってホッと胸を撫で下ろすが、すぐに車の後部座席のドアが開き、見知らぬ男性が出てきて……。

　あっ！と思った瞬間には口を塞がれ、車の中に引きずり込まれていた。

　車内に見知った顔があって驚く。

　矢島……。

「よお、久しぶりだな」

　ニヤリと笑うその顔を見て、全身が凍った。

　彼は後部座席でタバコを吸っていた。

「美月、ごめんね」

　助手席には母がいて、私の方を振り返る。

　お母さん！

　騙された。私って……馬鹿だ。

「こ、これは誘拐だわ」

　声を荒らげて矢島を非難すると、彼は黒い笑みを浮かべた。

「母親が同意してるなら、誘拐じゃない」

「どこへ連れていく気なの？」

　矢島に問うが、怖くて仕方がなかった。

「楽しいところだ」

　肉食獣のような目をする彼を見て、ゴクッと息を呑む。

　身の危険を感じて逃げようと立ち上がるが、私を連れ込んだ男に阻まれ、みぞおちを殴られた。

　あまりの痛みで気が遠くなり、視界がぼやける。

　――次に気づいた時には、前に夢に見た赤いベッドで寝ていた。

「そろそろ起きろ」

　矢島の声がして、ペチッと頬を叩かれた。

　ハッと目を覚ますと、目の前に彼の顔があって恐怖を感じた。

「……ここは？」

　六畳ほどの部屋にベルベットのような素材の真っ赤なベッドが置かれ、ハンガーラックに、セーラ服、ナース服、メイド服……といったコスプレの衣装が並んでいる。

　ベッド脇のテーブルには、料金表のようなものも。

「俺の店だ」

　矢島は私を見据え、自慢げに言うが、きっと風俗系のいかがわしい店だろう。

〝早く、逃げろ〟と頭の中で警鐘が鳴る。

　すぐに起き上がろうとしたが、なぜか身体に力が入らなかった。

　どうして？

　焦らずにはいられない。

　このままではまた矢島に襲われる。なのにどうして身体が動かないの！

　ひょっとして気を失っている間になにかされた？

「……私になにをしたの？」

　喉の奥から声を絞り出せば、彼は少し口角を上げた。

「今度こそ逃げられないように麻酔を打った。首から下が動かせないだろ？」

　……麻酔？

　薬を使う彼がより怖くなった。

　矢島はどんな手を使ってでも私を逃さない気だ。

　もう一度身体を動かそうとするが、やはり力が入らない。

「母親の借金をこの店で働いて返してもらうぞ。まずは研修だ」

　ニヤリと淫いん靡びに笑う彼を見て、血の気が引いた。

「嫌！　こんな店でなんか働かないわ！」

「お前が働かないなら、照美に一生ソープで働いてもらうが、それでいいのか？」

「……ダメ！　もう母からなにも奪わないで！　私たち親子をそっとしておいて！」

「それは借金を返してから言え！　母親がダメなら、代わりに娘のお前が働くしかないだろ？　大丈夫だ。お前なら上客がつくさ」

　残酷に言い放ち、矢島は私の服に手をかけた。

「嫌！」

　必死に叫ぶだけでなにも抵抗できない自分がもどかしい。

　お願いだから動いて！　私の手！

　だが、矢島は楽しそうに目を光らせて、私の上着とスカートを脱がす。

　悪夢のようだった。

　ブラとショーツしか身につけていない私の肌に矢島は触れる。

「いい身体してるじゃないか」

「お願い、やめて！　お金はちゃんと働いて返します！」

　懇願するも、矢島は手を止めない。

「うちで働いた方が早く返せる。利子だけで一日何万もつくんだ。普通のＯＬじゃあ、返せねえ。まあ、諦めろ」

　……悪魔だ。

　母もどうしてこんな男を好きになってしまったのだろう。

　こんな身体ではどこにも逃げられない。

　助けを呼んだところで、矢島の店なのだから誰も来ないに決まっている。

　私は……このまま矢島に襲われるんだ。

　もう絶望しかない。

　玲司さん……、今まで優しくしてくれてありがとう。

　大学まで行かせてくれたのに、無駄になっちゃったね。

　矢島が私のブラを引き千切ろうとする。

　涙がじわじわと込み上げてきた。

　矢島に襲われるなら死んだ方がましだ。

　舌を噛み切って死のう。

　そう覚悟を決めた時、「美月！」と玲司さんの声がして……ドン！とドアが蹴破られる音がした。










大切なもの




「玲司さん、ギュッとしてほしい」

　玄関でいつものように美月を見送ろうとしたら、彼女が上目遣いに俺を見る。

「美月がそんなこと言うの珍しいな」

　甘く微笑んで、彼女をこの腕に抱きしめる。

　なにか不安でもあるのだろうか？

　矢島のことか、それとも……母親のことか。

　同居した当初よりはだいぶ打ち解けたが、肝心なことになると、美月は全部自分で抱え込もうとする。

　この様子……なにかあったな？

　だが、問い詰めても彼女はごまかすだろう。

　優しく美月を抱きしめていたら、彼女は俺の胸に手を当てて、俺を見てニコッと笑った。

「行ってきます」

　その笑顔はどこか無理しているように思えた。

　彼女に顔を近づけて元気づけるように口づける。

〝俺がいるから大丈夫〟と美月に言い聞かせるように――。

「行ってらっしゃい」

　キスを終わらせて離れた時、美月は少し寂しそうだった。声をかけようとしたが、彼女は俺に手を振って玄関を出ていった。

　そんな彼女の姿を見送り、キッチンに戻って食器を片付け、寝室でスーツに着替える。

　八時四十五分に水嶋が迎えに来て、社用車に乗り込むと、後部座席にはスーツ姿の晴人がいた。

「おはよう」

　明るい笑顔で挨拶する晴人を見て脱力する。

「お前、朝からやる気満々だな」

　溜め息交じりに言ったら、こいつは大袈裟に目をキラキラさせた。

「玲司さんを全力でサポートしなくちゃいけないからね。やっと社長を継ぐ気になってくれて嬉しいよ」

「お前はお気楽でいいな」

　目を細めてそう返すと、晴人はハハッと笑い飛ばす。

「それは褒め言葉と受け取っておく」

　チクリと嫌みを言ってもこいつには効かない。

「社長交代のこの重要局面、使える駒は欲しいだろ？　有能な部下は多い方がいい。そうだよね、水嶋さん？」

　晴人は俺の肩をポンポン叩いてなだめ、助手席にいる水嶋に声をかけた。

「有能であればですが？」

　さらっと毒を吐く水嶋の言葉に晴人は苦笑い。

「やだなあ。俺、優秀だよ。それに、玲司教に入ってるから、絶対に裏切らない」

「そこは重要ですね」

　フッと微笑して水嶋は相槌を打つ。

「ホント、お前たちは勝手なことばかり言ってるな。ところで、今朝美月の様子が少しおかしかったんだ。晴人、しばらく彼女から目を離さないでほしい」

「了解。隠おん密みつ行動は好きだよ。ね、俺もちゃんと役に立つでしょう？　玲司さんも仕事に集中できるし」

　恩着せがましく言う彼をギロリと睨んだ。

「悪ふざけはそこまでだ。矢島がそろそろ動くかもしれない。仕事が終わったら連絡するように美月に伝えてはいるが、油断するな」

　真剣な眼差しで告げる俺を見て、晴人はいつになく真面目な顔で頷いた。

「わかってるよ」

　車がマンションの駐車場を出ると、水嶋が今日のスケジュールを俺に伝える。

　朝一で役員会議だが、水嶋が副社長派の役員をうまくこちらの陣営に引き込んでくれたお陰で、思うようにことが運ぶだろう。

「夕方は斗真を呼んでミーティングをしたい。アレンジを頼む」

　水嶋に命じたら、彼は短く返事をした。

「わかりました」

　会社に着いてからは分刻みのスケジュールで慌ただしかったが、最初の役員会議に斗真が少し遅れて現れたのが気になった。

　ミーティングの時に、「役員会議、どうして遅れた？」と尋ねると、彼は小さく笑って答えた。

「ごめん。ちょっと取引先から電話がかかってきたんだ」

　斗真の表情を見て、直感的にこれは嘘だと思った。

　なにか俺に知られたら都合の悪いことでもあるのだろうか？

「へえ。どこから？」

　具体的な説明を求めたら、斗真はちょっとうろたえた。

「……そ、それは帝てい国こく製作所の社長から。親父がその社長の娘との縁談を進めてて。でも、兄さんが社長になるなら、その縁談は兄さんが受けるべきだと思う」

　縁談の話を出すことで俺の気を逸らそうとしているのが見え見えだ。

「俺に恋人がいるのはお前も知っていると思うが」

　弟の真意を探るように返すと、こいつは反論した。

「恋愛と結婚は別だよ。真田物産のためにも、帝国製作所の社長の娘と結婚すべきだ。総務の松本さんだっけ？　彼女はいろいろ家庭が複雑じゃないか」

　こいつ、美月のことを調べたのか。

　斗真が美月のことをよく思っていないのはわかっていたが、俺の恋愛に口出しするとは思わなかった。

「それを言うなら真田家もだ。お前、ひょっとして彼女になにか言ったのか？」

　だから、役員会議に遅刻したのではないだろうか。

　確認すると、弟は俺から目を逸らして答える。

「……なにも」

「嘘つきだな。俺の目を見て言えよ。彼女になんて言った？」

　語気を強めて問い詰めたら、彼は俺の怒りを感じたのか白状した。

「……兄さんと別れてほしいと彼女に言った。お金を渡して別れさせようとしたけど……拒否された」

　美月なら当然拒否するだろう。彼女は金目当てで俺と一緒にいるわけではない。

　きっと斗真の話を聞いてショックだったはずだ。

　それに、弟と話をしたということは、俺の立場も知ってしまっただろう。

　美月、今頃頭がパニックになっているな。

「お前は馬鹿だ」

　持っていた書類でパコンと斗真の頭を叩いたら、弟は驚いた顔をする。

「俺の未来のかみさんは金なんか積んでも動かない。お前、一生美月に頭が上がらないかもな。後で彼女に謝れよ」

　キツく言って聞かせると、弟は申し訳なさそうに謝った。

「……兄さん、ごめん」

　斗真も充分反省しているはず。これ以上責めても意味はない。

　その後は、今後の経営方針について斗真や水嶋と話し合う。

　気づけば定時を二十分ほど過ぎていて、斗真たちとの話が終わると、ポケットからスマホを取り出した。

　もう美月は仕事を終えているだろう。でも、俺が真田物産の後継者だと知って動揺しているはずだから、連絡はしてこないだろうと思った。

　彼女に電話をかけるが繋がらない。

　たまたま出られないのか、それとも避けられているのか……。

「彼女出ないんだ？」

　斗真も罪悪感を覚えているのか、彼女のことが気になっているようだ。

「ああ。まだ仕事をしているのかもしれない」

　そう答えて、スマホをポケットにしまおうとしたら、晴人から着信があった。

「どうした？」

《美月ちゃんがうちの会社の近くでさらわれた！　若い男に黒のワンボックスカーの中に連れ込まれて……ほんの一瞬の出来事で……。今、タクシーでその車を追ってる》

　いつも飄ひょう々ひょうとしている晴人だが、その声はひどく焦っていた。

「……多分、矢島だろうな」

　苦く呟けば、晴人は追跡している車の行き先を伝える。

《ワンボックスは六ろっ本ぽん木ぎ方面に向かっている》

「六本木……ね」

　そう呟いて思考を巡らせた。

　矢島の会社もマンションも銀座にある。

　だが、あいつは風俗店もいくつか持っていて、そのひとつが六本木にあった。

「自分の店に向かってるのかもしれない」

　ポツリと呟く俺に、晴人は落ち着かない様子で言った。

《やばい。見失いそう。行き先がわかったらまた連絡する》

「ひとりで突入とかするなよ、晴人。俺が駆けつけるまで待て。和かず也やさんにも連絡しておく」

　和也さんというのは、涼華さんの旦那さんで、警視庁のエリート。

《了解》

　短く返事をして晴人が電話を切ると、すぐに和也さんに電話をして、事情を説明して応援を頼んだ。

　スマホをギュッと握りしめ、虚こ空くうを見据える。

　美月は無事でいるだろうか。

「兄さん、この後の会食は俺が対応する」

　不意に斗真に声をかけられハッとした。

　和也さんとの通話を横で聞いて、状況を理解したのだろう。

「じゃあ、お前に任せる」

　俺がそう答えると、斗真はまっすぐに俺を見て言った。

「松本さ……いや、美月さんの無事を祈ってる」

「ああ」

　弟の目を見てそう返したら、また晴人から電話がかかってきた。

　呼び出し音が鳴る前に通話ボタンに触れれば、彼が口早に言った。

《美月ちゃんをさらったのは矢島だ。六本木五丁目のパープルアイズって風俗店に入っていった。美月ちゃんは気を失ってるのか、若い男に担がれてて。美月ちゃんのお母さんも一緒だ》

　美月の母親も一緒……。

　ひょっとしたら母親に誘い出されたのかもしれない。

「わかった。晴人は見つからないよう見張ってろ」

　彼に指示を与えながら専務室を出て電話を切ると、水嶋もついてきた。

「私の車で行きましょう」

　彼と一緒にエレベーターに乗り、和也さんにラインで美月の居場所を知らせ、地下の駐車場に向かう。

　白い国産のセダンに水嶋が乗り込み、俺は助手席でシートベルトをしながら行き先を告げた。

「六本木の五丁目のパープルアイズに行ってくれ」

「わかりました」

　水嶋はエンジンを大きくふかしながら車を発進させた。

　時刻は午後六時四十五分。外はうっすら暗くなっている。

　水嶋は渋滞を避けるために裏道を通り、十五分ほどで現場に着いた。

　店の十メートルほど先に停車すると同時に俺はシートベルトを外して車から降りる。

　俺に気づいた晴人が、「玲司さん！」とこちらに駆け寄ってきた。

「なにか変わったことは？」

　俺の問いかけに、彼は暗い顔をしながら頭を振る。

「中に入ったままだよ。人の出入りもなくて」

「和也さんは、まだみたいだな。だが、待ってる暇はない。店に入る」

　美月になにかあったらと不安だった。

　晴人や水嶋の意見も聞かずに、俺は店の中に入っていく。

　店は営業しているようで受付に男性店員がいた。その首根っこを掴んで「矢島はどこだ？」と尋ねる。

「お前、誰だ？」とドスの利いた声を出す店員に、殺気を漲みなぎらせて言い放つ。

「俺の質問に答えろ」

　だが、男は激しく抵抗し、俺はそいつの腕をねじり上げた。

「いて……離せ」

　うめき声を出す男に、顔を近づけて言う。

「素直にしゃべったら離してやる」

「……奥のＶＩＰルーム」

　男が腕の痛みをこらえながら言うと、その腕を解放して晴人の方を見た。

「そいつ見張ってろ」

「了解」

　コクッと晴人が頷くと同時に、奥にある黒い革のドアの方へ走っていく。

　ドアに触れたら、鍵が閉められていた。

　俺についてきた水嶋とアイコンタクトすると、「美月！」と叫んで彼と一緒にドアに体当たりした。

　ドアの蝶ちょう番つがいが壊れたので、蹴り倒して部屋に入っていく。

　すると、真っ赤なベッドの上で矢島が美月に襲いかかろうとしていた。

　彼女は下着姿でベッドに横たわっている。

「美月！」

　彼女の姿を見た瞬間、俺はなにも考えずに突進して矢島を蹴り上げた。

「うっ！」と声を出して、ベッドから転げ落ちる矢島。

　ジャケットを脱いで美月の身体にかけると、矢島の背中を踏みつけた。

「俺は前に、彼女にはもう指一本触れるなと警告したはずだ。それを忘れるなんて馬鹿だな、矢島」

「お前……！」

　矢島は悔しそうに歯は軋ぎしりし、身体を反転させて俺に襲いかかろうとしたが、彼の足首を蹴って防いだ。

　矢島は無様に床に仰向けになる。

　奴の頭を、靴でグリグリと踏みつけた。

　激しい怒りが俺を支配する。

　こいつのせいで、美月は母親と暮らせなくなった。なのに、まだ彼女を苦しめるのか。

「痛たた！」と顔をしかめる矢島を憎らしげに見据える。

「お前は絶対に許さない」

　そう怒気を込めて言った時、ドタドタと足音がして、和也さんが警官を数名連れて現れた。

「玲司君、あとは僕たちに任せてよ」

　ポンと彼は俺の肩に手を置く。

　艶のある黒髪と黒縁メガネが印象的な和也さんは、文武両道かつ人望も厚く、噂うわさでは将来の警視総監との呼び声も高い。

　本当は顔が腫はれ上がるくらい矢島の顔を殴りたかったが理性で抑える。

「頼みます」

　和也さんに矢島のことは任せ、ベッドに横たわる美月のもとへ行く。

　彼女のそばにいた水嶋が気を利かせたのか、彼女は白いシーツにくるまっていた。

「美月」

　彼女の名前を呼んでも、ショックが強すぎたのかなにも答えない。

〝大丈夫か？〟なんて聞けなかった。彼女の姿を見れば、なにがあったかわかる。

「うちに帰ろう」

　美月の身体を抱き起こすが、彼女の様子が変だった。身体に力が入らないみたいだ。

　なにか変な薬でも飲まされたか？

　疑問を抱いたその時、そばにいた水嶋が俺に耳打ちした。

「麻酔を打たれたそうです。まだ、身体が痺れて動けないみたいで」

「そうか。念のため病院で診てもらおう。和也さん、なにかあれば連絡ください。彼女を病院に連れていきます」

　美月を抱き上げると、和也さんに断って、彼女と部屋を出る。

　すると、廊下に美月の母親がいて、警官から事情聴取を受けていた。

　少しやつれて病的な顔をしているのを見て胸が苦しくなる。

　昔はいいお母さんだったろうに。

　母親のことも和也さんに任せておけば問題ないだろう。

　水嶋の車で美月を病院に連れていき、知り合いの医者に診てもらうと、やはり麻酔を打たれていた。

　しかし他に薬物は検出されず、性的暴行も受けていなくてホッとした。

　そのまま彼女をマンションに連れて帰り、部屋の前で水嶋と別れる。

「なにかあれば、明日のスケジュールを調整します。晴人さんにもその旨伝えておきますから、仕事のことは心配しないでください」

　水嶋の言葉に小さく頷いた。

「ああ。彼女の様子を見て明日の朝連絡する。今日はありがとう。助かった」

　美月を玄関で降ろしたら、麻酔が切れてきたのか、「もう歩ける」とか細い声で言う。

「本当に？」と確認すると、美月は小さく頷いた。

　ふらつきながら、バスルームの方へ歩いていく彼女。

　深く傷ついている美月にどう接していいかわからない。

　そばについてやることしかできない自分がもどかしかった。

　俺も玄関を上がって、美月がバスルームに入るのを見届けると、寝室から着替えを持ってきた。

　着替えを置いておくと声をかけようとしたら、シャワーの音と同時にかすかに美月のすすり泣きが聞こえた。

　放ってはおけなくて、風呂場のドアを開けると、美月が泣きながらスポンジで身体をゴシゴシと強く洗っていて、ところどころ血が出ていた。

「美月！　そんなにこすったら身体中血だらけになる」

　シャワーを止めて美月の両手を掴んだら、彼女は泣きじゃくった。

「だって……矢島に触られた。私……汚い」

「汚くなんかない。美月は綺麗だよ」

　彼女を抱き寄せ、そのまましばらく抱いていた。

　五分くらい経って、だいぶ落ち着いてきたのか、彼女は俺から離れようとする。

「もう……大丈夫」

　その声は他人行儀で、距離を置かれているような気がした。

「私……ここを出ていく。玲司さんにこれ以上迷惑かけたくない」

　俯いて無機質な声で呟く彼女。

「迷惑なんてかけられていないし、絶対に行かせない」

　ここで美月を手放せば、もう彼女には会えないと思った。

「だって……真田物産の社長になるんでしょう？　どうして今まで社長の息子だって隠していたの？　会社で会った時だって、玲司さんは他人のふりをしたよね？」

　俺を責める彼女の目からまた涙がこぼれ出す。

「ノワールで美月とふたりだけで食事をした時に打ち明けようとはしたんだ。ずっと言えなかったのは、美月には真田物産の専務としてではなく、ただの真田玲司としての俺を見てもらいたかったんだと思う」

「でも……私は玲司さんに話してほしかった。玲司さんがうちの会社の社長になるようなすごい人だって知ってたら……好きにはならなかったのに……」

　激情に駆られて泣きながら俺の胸を叩く彼女に、あえて挑発的に返した。

「美月は俺が社長になるって理由だけで俺を嫌いになるんだ？」

「違う！　私がそばにいたら玲司さんの邪魔になるもの。それに、社長の息子として立派な家に育った玲司さんに私は釣り合わない」

　声を荒らげて反論する彼女に自分の出生について改めて伝える。

「くだらない。社長の息子と言ったって、俺は愛人の子だ。小さい頃に母が亡くなって真田の家に引き取られたけど、父には正妻もいて、俺は邪魔者扱いだった。祖父以外は誰も俺と話をしようとはしなかった。俺は存在しないものとされていたんだよ」

「……そんな……ひどい」

　大きく目を見開いて俺を見る彼女に、今度は穏やかに問いかけた。

「美月は出自で人を判断する？」

「……しない」

　彼女は俺の目を見て答えるが、その表情にはまだ迷いがあるように思えた。

「だろう？　だったら、俺と一緒にいたってなんの問題もない」

　優しく説き伏せ、彼女にそっと口づけた。

　思いを込めてキスをすると、最初はためらっていた美月もそんな俺に応えようとギュッと抱きついてくる。

　彼女の〝好き〟という思いも唇を通して伝わってきて、キスが深まり、もう自分を抑えられなくなった。

「美月を抱きたいけど、いい？」

　ストレートに聞くと、彼女は俺の目を見て頷いて……。

　この夜、俺たちは初めて身体を重ねた。










新しい日常




　ピピッピピッとアラームの音がして目が覚めた。

　音がやんだと思ったら、玲司さんがベッドのヘッドボードにあったスマホを手に取りアラームを解除していた。

　私が起きたことに気づいた彼が、「起こしちゃったな」と苦笑いする。

　そんな彼と目が合い、ドキッとする私。

　昨日……ついに玲司さんとしちゃったあ。

　わー、どうしよう。

　どんな顔をしたらいいの？

「……お、おはようございます」

　なにを言っていいのかわからなくてとりあえず挨拶するも、敬語になってしまった。

「また敬語。お仕置き」

　玲司さんは見逃してくれなくて、すかさずチュッと私の唇にキスを落とす。

　お仕置きなのに、すごく甘い――。

「身体つらい？」

　目を合わせて私に問いかける彼。

「つらかったら会社休んでもいいよ」

　昨日の事件もあったし、心配してくれているのだろう。

「大丈夫。会社行きま……行くよ」

「あまり無理しないように」

　私の髪を撫でると、彼は起き上がって床に落ちている服を身につける。

　思わず目を背けたらハハッと笑われた。

「昨日散々見たくせに」

「そんなに見てません！」

　向きになって否定したら彼は意地悪く目を光らせた。

「そうだっけ？　じゃあ、じっくり見る？　一緒にシャワー浴びよう」

　ニヤリと笑って玲司さんは私の身体を抱き上げる。

「きゃあ～！」

　裸のまま抱き上げられ慌てる私を見て彼は楽しそうに笑い、バスルームに連れていく。

「一緒になんて恥ずかしくて無理～！」

　声をあげて反対するが、玲司さんは私を離してくれない。

「そのうち慣れるよ」

「絶対無理～！」

　全力で否定するも、彼は私をからかった。

「俺と熱い夜を過ごしたのになに言ってんだか」

　彼の言葉に赤面し、なにも言い返せない私。

　シャワーを浴びている間はまともに彼を見られなかった。

　キャアキャア騒いだせいか、シャワーを浴び終えるとぐったり。

　私が身支度をしている間に、いち早く着替えた彼が朝食を準備してくれて、一緒に食べる。

「そういえば、ずっと私を援助してくれたんだよね？　どうしてＮＰＯ法人の支援だなんて嘘をついたの？」

　箸を止めて尋ねたら、彼は少し驚いた顔をした。

「弟の斗真に聞いた？」

「うん」

　玲司さんの目を見て頷くと、彼は苦笑いしながら理由を説明する。

「そうか。俺が援助するって言ったら、学校に行かずに働くって美月は主張すると思ってね」

　確かに彼の支援と知っていたならば、断わっていただろう。

「ずっと本当のことは言わないでおくつもりだった？」

　答えはわかっていたけれど、聞かずにはいられなかった。

　私の質問に彼は温かい目をして答える。

「俺は美月が笑顔でいてくれればそれでよかったんだ」

　その言葉に胸がジーンとなった。

　なにも見返りを求めないなんて……どれだけ彼は優しいのだろう。

「……ありがとう。玲司さんのお陰で学校でいろんな経験できたよ」

　今となってはすべてを話してくれた常務にも感謝したい。そうでなければ、私はずっと知らないでいただろう。

「知ってる。なにかあると美月がノワールに来て楽しそうに報告してくれたから」

　甘い顔で微笑む彼を見ていたら、涙が込み上げてきた。

　どれだけ彼に感謝していいかわからない。

　こんなに優しい人に出会えて私は幸運だったと思う。

　彼と出会っていなかったら、私はまともな生活を送れていなかった。

「朝から泣くのはなしだよ」

　対面に座っている玲司さんが手を伸ばして私の頬に手をやる。

「うん」

　明るく笑って返事をすると、いつものようにふたりで一緒に食器を片付けた。

「じゃあ、私行くね」

　玲司さんに声をかけたら、手を掴まれた。

「ちょっと待って。もうすぐ水嶋が迎えに来るから一緒に行こう」

　……彼と一緒に出勤？

「でも……社長になる人と出勤って……他の社員に見られたらいろいろ噂されるよ。だから、先に行くね」

　そう言い返すと、彼はどこか企み顔で微笑んだ。

「それなら、ちゃんとした関係ならいいんだよね？」

「え？」

　キョトンとする私に、彼は「行ってらっしゃい」とにこやかに笑って私の手を離す。

　さっきのどういう意味で言ったんだろう？

　首を傾げながら出勤したら、総務のオフィスの前に常務がいて、足を止めた。

　また私に話があるのだろうか？

　身構えていたら、「ちょっとこっち」と腕を引かれ、昨日のミーティングルームに連れていかれた。

　今日はなにを言われるの？　怖いよ～。

　部屋の入口でビクビクしていたら、常務が突然私に頭を下げた。

「昨日はひどいことを言って申し訳なかった」

　その姿を見て唖あ然ぜんとする私。

　これは……一体？　常務が私に謝るなんて。

「兄と別れてくれとか勝手なことを言ってすまなかった」

「……いえ……あの……もういいですから、頭を上げてください」

　戸惑いながら常務に声をかけるも、彼はまだ頭を下げたまま。

　ああ～、どうしたら顔を上げてくれるの～？

　あたふたしていたら、ドアが勢いよく開いて、スーツ姿の晴人さんが入ってきた。

「こらこら、常務室にいないと思ったら、総務の新人連れ込んでなにやってんだか。社員が変に思うだろ。少しは考えろ。玲司さんが呼んでる」

　晴人さんは呆れ顔で言って、常務の首根っこを掴む。

「斗真がごめんね。俺がよく教育しておくから」

　いつもの爽やかな笑顔で言って、晴人さんは常務を連れてこの場を去っていく。

　それをポカンと口を開けて見ている私。

　え？　晴人さんもうちの社員だったの？

　あの様子、昨日や今日入社したようには見えない。

　常務の扱いもぞんざいだけれどうまいし、なんだか社内に精通している感じだ。

「……とりあえず助かった」

　ホッと胸を撫で下ろし、壁にもたれかかる。

　晴人さんもうちの会社にいるのかと思うとなんだか心強い。

　頑張って仕事しなきゃ。




　その日はたまに渡辺君の視線を感じたが、いつもと同じように業務をこなしていく。

　佐藤先輩に頼まれて、古いファイルを総務から少し離れたところにある倉庫に持っていくと、なぜか渡辺君がドアの前にいて……。

「お前、今日も常務になにか言われただろ。やっぱり専務と付き合うのはやめたら？　そのうち捨てられるぞ」

　真剣な表情で私に忠告する彼の言葉に反発した。

「渡辺君には関係ない！　それに玲司さんはそんなひどい人じゃないよ！」

「お前はボーッとしてるから簡単に騙されるんだよ！」

　渡辺君は私の両肩を掴み、壁際に追い詰める。

「騙されていない。私のことは放っておいてって言ったじゃない！」

「お前が不幸になるのわかってるのに放っておけるかよ。俺……お前が好きなんだ」

　思わぬ彼の告白に思考が停止した。

　え？

「専務なんかやめて俺にしろよ」

　彼の顔が迫ってくるが、逃げ場を失った私は声をあげることしかできない。

「嫌!?」

　キスされる！

　ギュッと目を瞑つぶって顔を背けると、「俺の女にちょっかい出すなよ」と玲司さんの殺気に満ちた声がして……。

　ハッと目を開けたら、彼が渡辺君の首根っこを掴んで、私から引き剥がしていた。

「いてっ！　離せ！」

　バタバタ暴れる渡辺君を玲司さんはおもしろそうに眺めてパッと離す。

　勢い余ってドンと床に尻もちをつく渡辺君に、玲司さんは私を抱き寄せながらフッと笑って言った。

「声が筒抜け。言っておくが、俺は美月と本気で付き合ってるから、お前の出る幕はない」

　悔しそうに唇を噛む渡辺君を置いて、玲司さんは私を連れて歩き出す。

　エレベーターに乗ると、彼はハーッと溜め息交じりに言った。

「……ったく、油断も隙もないな。安心して総務に置いておけない」

「あの……玲司さんはどうして総務の倉庫に？」

　タイミングよく彼が現れてくれて助かった。

「美月に用事があって総務に行ったら、あの男の声がして。気になって見てみると、俺の恋人がキスされそうに……」

　ショックを受けた顔をする彼に慌てて謝った。

「ごめんなさい」

　俯く私の顎を掴んで玲司さんが悪戯っぽく目を光らせる。

「会社じゃなければ、あいつのこと一発殴っていたかもしれないな」

「殴るって……」

　玲司さんの発言にギョッとしたら、彼はフッと笑った。

「それくらい腹が立ったってこと。ところで、美月に用があるって言ったのは、お母さんのことを伝えたくてね」

「お母さん……どうなるのかな？」

　母のことはずっと頭にあったけれど、警察からなにかしら連絡があるのを待っていた。

「涼華さんの旦那さんが警視庁にいてね。彼の勧めもあって、お母さんには都内にある施設でしばらく療養してもらうことになった。お母さんは重度のアルコール依存症で、今は誰かの監視が必要だ」

「警察に事情聴取されたんでしょう？　なにかの罪には……？」

　不安げに問いかける私に、玲司さんははっきりと告げた。

「問われないよ」

「本当に？」

「ああ。お母さんは矢島に借金のことで脅されて美月を呼び出したけれど、美月に危害を加えられるとは思っていなかったからね」

　その言葉を聞いて心からホッとした。

「俺たちでお母さんを支えてあげよう。きっと優しかったお母さんに戻ってくれる」

　玲司さんはギュッと私の手を握る。

　その手の温もりに、ひとりじゃないんだって思えた。




　その日は、玲司さんが夜に接待があるということで、晴人さんがマンションまで送ってくれた。

　シャワーを浴びて部屋着に着替えると、冷蔵庫のものを適当に調理して食べる。

「玲司さんが家にいないと、ちょっと退屈だな」

　家の中も静かだ。

　考えてみたら、今まで会社が終わるといつもノワールに行って夕飯をご馳走になっていたんだよね。

　ソファにドサッと腰を下ろしてテレビを観ていたが、昨日の疲れが溜まっていたせいか、すぐにまぶたが重くなって……。

　――誰かが私の頭を撫でている。

　優しい手。

　私の大好きな手だ。

「……玲司さん？　お帰りなさい」

　左手で目をこすりながら言った時、その手に違和感を覚えた。

　なにか目に当たった。

　ん？　なに？

　不思議に思って左手を見たら、薬指に見たこともないダイヤの指輪がキラリと光っている。

「これ？　なに？」

　ポツリと呟くと、いつの間にかソファに腰かけていた彼は楽しそうに頬を緩めた。

「指輪」

「それは見てわかるけど……どうして？」

　戸惑いながら聞き直したら、玲司さんは今度はちゃんと理由を説明した。

「俺のだって印をつけておきたくて。返品はなしだよ。俺の指にははめられないから」

　茶目っ気たっぷりに微笑む玲司さんに「いつ買ったの？」と尋ねると、彼は「今日」と短く返した。

「え？　今日？　でも、今日は接待があったんじゃあ？」

「宝石店に行く時間がなかったからね。会社に外商呼んで、指輪を持ってきてもらったわけ。サイズもいろいろ用意してもらってね」

　外商を使うのってお金持ちだけだよね……って、玲司さん、御曹司だった。

「でも、どうして急に？　誕生日でもクリスマスでもないのに」

「美月の同期が手を出そうとしたから、虫除けにね。それに、これは結婚の約束でもある」

　彼が真摯な目で私をじっと見つめる。

　その眼差しにドキッとした。

「……結婚の約束」

　突然のプロポーズに思考がついていかない。

「いつかちゃんとプロポーズするけど、その薬指は予約済みだから、指輪をずっとつけていること」

　わざと厳しい口調で命じるが、その目はとびきり甘い。

　胸が熱くなって、涙が込み上げてきた。

　これは夢じゃないんだよね？

　家族の問題があるから、ずっと私は結婚なんかできないって思っていた。

　恋愛からも逃げていた。

　でも、玲司さんに出会って私は恋も知って……両思いにもなれて……。

　なんだか幸せで胸がいっぱいだ。

「……はい」

　彼に返事をすると、スーッと涙が頬を伝う。

「もう俺の婚約者だから、朝は俺と一緒に出勤してもらうよ」

　私の頬の涙を指で拭い、彼は有無を言わさぬ笑顔で告げた。

　その顔を見て、朝のやり取りを思い出す。

『ちゃんとした関係ならいいんだよね？』と彼は言った。

　この指輪は虫除けというより、私との関係をきちんとしておくためのものなんだろう。

　それだけ彼に大事にされているんだと実感した。

　私との仲を公表する覚悟が彼にはある。

　だったら、私もこそこそせず、彼の隣にいよう。

　私は、私らしくあればいい。

　彼が一緒なら、なにがあっても乗り越えていける。

「うん。指輪ありがとう。大切にするね。指輪もらったのこれで二度目だよ」

　玲司さんの目を見つめながら言うと、彼はなぜかちょっと顔を引きつらせた。

「二度目？　初めてもらったのは誰から？」

「お父さん。昔、お祭りでね、指輪を買ってくれたの。でも、どこにいったのかわからなくなっちゃったけど」

　私の話を聞いて、彼は優しい目をして自分の胸に手を当てた。

「そうか。でも、大事な思い出はここに残ってるよ」

「うん。そうだね」

　明るく笑って頷いたら、玲司さんがじっと私の目を見つめて、唇を重ねてくる。

　玲司さん……。

　相変わらず胸はドキドキと高鳴るけれど、そうするのが今は当然のように、彼との呼吸がぴったり合って、甘い感覚に満たされる。

　キスを終わらせると、「好きだよ」と玲司さんは私の頬を撫でながら告げた。

「私も」とはにかみながら伝えたら、彼は至極残念そうに言う。

「このままベッドに行きたいところだけど、実は今日の会食、あんまり食べてなくて、腹減ってて……。サラミとかあったかなあ」

　ゆっくりとソファから立ち上がり、キッチンに向かう彼。

「サラミじゃ夕飯にならないよ。お茶漬けでいい？　作っておくからシャワー浴びてきたら？」

　玲司さんの腕を掴んでそう提案すると、彼はにっこり微笑んだ。

「そうさせてもらう」

　ネクタイを外しながらキッチンを出ていく彼の姿を見て、フフッと笑みがこぼれる。

　これから、これが日常になるのかな。

　素敵な時間――。

　でも、いつか……。

　いつかふたりでノワールのお店をやれたらいいね。

　そして、訪れたお客様に美味しいカプチーノを淹れてあげるの。

　それが、私の夢――。
















特別書き下ろし番外編










本当のプロポーズはホタルの光の中で




「なんでこんなに階段が急なの？」

　階段の手すりに掴まりながらゼーハー息を吐く。

　この展開、ゴールデンウィークに行った東北の山寺と同じじゃないだろうか？

「美月、相変わらず運動不足だな。来年、一緒にジム通う？」

「あ～、今はなにも考えられないよ。まずはこの二百七十二段の階段を上りきらないと」

　そう言って話を逸らす。

　運動は苦手だ。ジムはなんとしても回避しなくては。

　とりあえず半分までは来た。

　これは止まらず一気に上るべきなんだろうか？

　でも、それは日頃運動していない私には無理な話。

　今、私と玲司さんは、マレーシアのバトゥ洞どう窟くつに来ている。

　十一月に突然、『美月、パスポート取って』と彼に言われて取得したら、年末にマレーシアに連れてこられたのだ。

　私にとって初めての海外旅行は驚きの連続。

　飛行機はファーストクラスでシートも食事も高級だったし、ホテルはスイートルーム。ふたりしか泊まらないのに部屋が五部屋もあって迷子になるかと思った。

　冬でもマレーシアが暑いのは知っていたけれど、ショッピングモールやホテルの中は半袖だとすごく寒い。

　玲司さんに言われて荷物にカーディガンを入れておいて正解だった。

　おとといの夕方、クアラルンプールに着いて、昨日は一日市内観光をした。

　玲司さんが手配してくれた車で王宮、ペトロナスツインタワーやチャイナタウンを見て回ったのだ。

　イスラム教のモスクも初めて行って、入口でイスラム女性と同じようにフードを被った時は、異文化に触れ厳粛な気持ちになった。

　そして、三日目にやってきたこのバトゥ洞窟も異国ムード満点。

　まず、見えるのが階段の横にある黄金のムルガン神像。ヒンドゥー教の軍神として崇められていて、高さが四十メートルほどあり、とても巨大だ。

　その像を右手に見て階段を上っているのだけれど、日差しも強くてヘトヘト。

　手で顔をあおいでいたら、野生の猿が寄ってきた。

　これはシャッターチャンス！

　そう思ってスマホで写真を撮ろうとしたら、玲司さんに止められた。

「美月、猿にスマホ取られるよ」

「ええ～！　猿がスマホなんて取るの？」

　驚きながらすぐにバッグにしまう。

　猿って食べ物にしか興味がないのかと思っていた。

　猿は近くにいた観光客のサングラスを素早い動きで奪う。

　それを見て呆気に取られた。

　うわ～、スリより危険じゃない？　私の持ち物なんて簡単に取られそう。

　思わず持っていたバッグをギュッと掴むが、玲司さんがそんな私を見てクスッと笑った。

「あんまり猿に気を取られていると、階段踏み外すよ」

　そう注意して、彼は私からバッグを奪って手に持ち、私の手をしっかりと握った。

「あっ、バッグありがと」

「荷物がなければ少しは楽になるんじゃないかな。あと半分頑張れ」

「うん」

　玲司さんに励まされ、なんとか階段を上りきったが、息が苦しい。

　観光も体力がないとできないな。

　洞窟の中は、天井が高く、ちょっと涼しくて気持ちいい。

　ヒンドゥー教の神話に基づいた色鮮やかな壁画や像があり、見ていて興味深い。

「なんだろう。日本にはない神秘的な場所だね。観光客も多い」

　玲司さんに向かって微笑むと、彼は私の目を見て頬を緩めた。

「ヒンドゥー教の大祭『タイプーサム』が行われる時期はもっと観光客がたくさん来るみたいだよ」

「そうなんだ。その時来てたら、私階段の途中で休めなかったかも」

　私の言葉に彼がクスッと笑う。

「確かに」

　ひと通り像や壁画を眺めると、階段を下りた。

　上るのもつらかったけれど、下りるのはもっとつらい。

　百段ほど下りると足がガクガクしてきて、階段を踏み外しそうになった。

「あっ！」

　そのまま落ちて転がるかと思ったが、「危ない！」と頼れるナイトが私の腕を掴んで支える。

「大丈夫？」

　玲司さんが心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「ハーッ。落ちるかと思った。玲司さんのお陰で助かったよ」

「俺が抱っこして下りようか？」

　少しからかい口調で言う彼。

「そんなの恥ずかしいからいいよ。あんな小さい子でもひとりで下りてるもん」

　一生懸命階段を下りている現地の五歳くらいの女の子に目を向ける。

　小さな子供でも頑張っているのに、玲司さんに抱っこだなんてとんでもない。

　手すりにつかまりながら一段一段慎重に下りて、地上に着いた時には足がプルプル震えた。

　ぎこちなく歩く私を見て、玲司さんが口に手を当て肩を震わせる。

「玲司さん、笑わないで！」

　横目で睨んで文句を言ったら、彼は私の手をギュッと握って謝った。

「ごめん。なんだか美月の反応がかわいくってね」

「まだ笑ってる」

「あ～、ホントごめん。ちょっとそこのカフェで休憩しよう」

　カフェに入り、ミルクティーを頼む。

　少しスパイシーで甘くて、疲れた身体にはとても美味しく感じた。

「玲司さんて、マレーシアに慣れてるけど、前に来たことあるの？」

　海外でも彼の振る舞いはスマートで戸惑いがない。

　ミルクティーを飲みながら聞く私を見て、彼は小さく頭を振った。

「いや。マレーシアは初めてだよ。ネットで多少リサーチはしたけどね。次は美月がびっくりするところへ連れてってあげるよ」

「びっくりするところ？」

　聞き返すが、彼はそれ以上語らない。

　ミルクティーを飲み終わると、彼とまた車に乗り、次の目的地へ向かった。

　途中大粒の雨が降ってきて心配になる。

「雨すごいけど大丈夫かな？」

「ああ。すぐに上がると思うよ。それに雨が降った方が条件がいいんだ」

「雨が降った方がいいの？」

　彼の言葉に頭の中は？マークだらけ。

　一体どこに行こうというのか。もう一時間は車に乗っている気がする。

　クアラルンプールからかなり離れたのか、もう高層ビルやマンションは見えず、道も舗装されていない場所まで来た。

　大きな川やマングローブの木がたくさんあって、秘境のような景色が広がっている。

「もう夕方だけど、探検でもするの？」

　川を泳ぐワニの姿を想像し、顔を強張らせる私に、玲司さんは楽しそうに目を光らせた。

「まあ、そんなとこ。でも、ジャングルクルーズの前に、腹ごしらえしよう」

　川辺にあるレストランで車を降りたら、もう雨はやんでいた。

　レストランの前にはサメやタコ、魚などが入った水槽が並び、マレー語や中国語が飛び交っていている。まるで魚市場のような活気のある雰囲気だ。

　奥にあるテラス席に案内されると、目の前にはスランゴール川が広がっていた。

　さっきの雨のせいか、アマゾン川のように濁っている。

　もともとそういう色なのかもしれないけれど、少し不安になった。

「本当にこの状況でジャングルクルーズするの？　船から落ちてワニに食べられたらどうしよう～！」

　このマレーシア旅行、玲司さんがプランを立てているので、私は詳細をまったく知らない。

「ワニに会うつもりはないから大丈夫だよ。もっといいものを見に行くんだ」

　玲司さんはテーブルの上で腕を組み、私を安心させるように穏やかに微笑む。

「いいものって？」

　突っ込んで聞いても、彼はただニコッと笑うだけで教えてくれない。

「それは見てからのお楽しみ」

「玲司さんだけ知っててズルい」

　少しむくれて彼を上目遣いに睨んだら、海鮮料理が運ばれてきた。

「ほら、料理来たよ」

　玲司さんに言われて、目の前の料理に目を向ける。

　魚のあんかけ、イカリングのフライ、海老の揚げ物、青菜の炒め物にチャーハン。

　マレーシア料理は辛いという印象があったけれど、辛いものが苦手な私でも美味しくいただけた。

　赤い夕日が川の向こう岸に沈むと、空が暗くなってちらほら星が見えてきた。

　時刻は午後七時半過ぎ。

「あっ、星！　すっかり天気持ち直したね」

「ああ。俺は天に愛されてるから」

　さらっと俺様発言をする彼の言葉に笑ってしまう。

「フフッ。大した自信」

「自信じゃなくて事実。じゃあ、出ようか」

　レストランを出て、また車に乗り込む。

　それから数キロほど走り、ある木造の建物の前で車は停まった。

「さあ、着いたよ」

　玲司さんに声をかけられて車を降り、事務所らしき建物の横にある屋根付きの待合所に向かう。

　そこは長椅子が五列並び、棚にはライフジャケットがたくさん積んであった。周囲は木々が鬱うっ蒼そうと生い茂っていて、鳥の鳴き声が聞こえる。

　いつもはきっとここに人がいっぱい座っているのだろうけれど、玲司さんが貸切にしたのか、他の観光客の姿はない。

　施設の人にライフジャケットを渡されて装着すると、なんだか緊張してきた。

　いよいよジャングルクルーズするんだ。

　でも、もう辺りはすっかり暗くなっている。ワニでなければ、ここでなにを見るというのだろう。

　そんなことを考えていたら、近くの木の上が小さく光った。

　気のせいかと思ったのだけれど、あちこちで小さな光がパッと点滅するのが見える。

　あんなところに電気？

　ううん、違う。あれってもしかしたら……。

「船に乗る前にバレちゃったかな？」

　玲司さんもその光を見て茶目っ気たっぷりに笑う。

「ひょっとしてホタル？」

　興奮して声をあげたら、彼はコクッと頷いた。

「当たり」

　実はホタルはテレビでしか見たことがない。

「私……ホタル見たの初めて」

　呆然としながらホタルの光をじっと目で追った。

「船に乗ったらもっとたくさん見られるよ。特に雨上がりだと綺麗に見えるらしい」

　玲司さんが私の手を握って桟橋の方に連れていく。

　目の前には十人乗りの小型船があって、彼に支えられて乗船した。

「足元気をつけて」

「うん」

　スタッフの人が懐中電灯で足元を照らしてくれて、玲司さんと並んで椅子に座る。

　周囲は暗く、静かだ。

　船は川岸に沿ってゆっくりと動き出す。

　すると、マングローブの木の周りで無数の光が点滅し出した。

　辺りは静寂に包まれているけれど、頭の中ではキラキラ、キラキラと音が鳴っているような光り方。

　まるで電飾のように点滅している。

　その光景はとても幻想的で、ここにいるのがなんだか夢のようだ。

「わあ、自然のクリスマスツリーだね」

　感動でつい声が大きくなって、慌てて口を押さえた。

　あっ、大声出したら、ホタルが逃げちゃう。

「そうだな。たくさんホタルがいるのは知ってたけど、こんな風に光るとは思わなかった」

　玲司さんが私の肩を抱いて、その胸に抱き寄せた。

　好きな人と一緒にこの瞬間を楽しめるなんてすごく幸せ。

「玲司さん、マレーシアに連れてきてくれてありがとう！」

　嬉しくてお礼を言ったら、彼は私の顎をクイと掴んだ。

「まだ旅は終わってないよ。それに感謝の気持ちは別の形で示してほしいな」

　その不穏な声にドキッとしたら、彼の唇が私の唇に触れた。

　すぐに離れたけれど、ハラハラせずにはいられない。

「ちょっと玲司さん！　船頭さんもいるのになにするの！」

　小声で抗議するが、彼はおもしろそうに笑うだけ。

「暗いし、少し離れたとこにいるから見えないよ。もっと濃厚なのをしても大丈夫」

　その発言に赤面してしまう。

「大丈夫じゃない。私の心臓が持たないよ」

「確かに美月の心臓すごいドクドクいってる」

　ギュッと私を抱きしめる玲司さんを見て咎めるように言った。

「楽しんでるでしょう？」

「うん。美月といると楽しいよ。すごく幸せだ。だから、結婚してくれる？」

　結婚してくれる？

　その言葉が頭の中でリフレインする。

　不意打ちのプロポーズに、船頭さんがいることも忘れた。

　ホタルがキラキラ光っているせいだろうか。夢か現うつつかわからなくなってきた。

　ボーッとしていたら、玲司さんに突っ込まれた。

「美月、結婚申し込んだのに黙り込まないでくれる？」

「……ごめん、びっくりしちゃって。あの……その……」

　激しく動揺しながら彼に謝る。

　私はまだ就職して一年も経っていないし、結婚はまだ早いんじゃ……そう返そうとしたら、彼に先手を打たれた。

「返事は？　まあ、嫌とは言わせないけど」

　暗闇でも玲司さんがどんな顔をしているのかわかる。

　きっと悪戯っぽい笑みを浮かべているに違いない。

「今日言おうって決めてたの？」

「いや。でも、指輪を渡したの半年以上前だし、もう待てないかなって。美月はまだ結婚は早いって思ってるかもしれないけどね」

　図星を指されギクッとする。

「それは……私がまだまだ社会人として半人前だから」

「別に結婚してから一人前になってもいいんだよ」

　優しく諭されるように言われてハッとする。

「え？　それでいいの？」

　結婚って、もっと自分が大人として成熟してからするものだと思っていた。

「美月はなんでも真面目に考えすぎ。俺もうおじさんだし、早く結婚してくれないとヨボヨボのおじいちゃんになっちゃうかもよ」

　玲司さんの発言に、玉手箱を開けておじいさんになった浦島太郎がなぜか頭に浮かんでプッと吹き出す。

「玲司さんはヨボヨボのおじいちゃんにならないよ。それに、おじさんなんかじゃない」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、俺が欲しいのはプロポーズの返事。早く言わないと本当に濃厚なキスここでするよ」

　玲司さんが急に真剣な声で言うのでドキッとした。

　彼は本気だ。

「わ、私をお嫁さんにしてください」

　緊張で声が上うわ擦ずる。

　あ～、肝心な時に、なんで変な声になるの～！

　絶対に玲司さんに笑われる。

　でも、私の耳に届いた声はこの上なく優しく、愛情に満ちていた。

「喜んで」

　彼が再び私の顎を掴んでそっと口づける。

　その甘くて優しいキスに幸せを感じずにはいられなかった。

　一匹のホタルがそばにやってきて、私たちを祝福するかのように光る。

　今まで見た光の中で一番ロマンチックで……そして、美しい。

　きっと私はこの夜を彩る綺麗な光を一生忘れないだろう。




　三十分ほど彼とその光景を眺めると、船は桟橋に戻った。

　船を降りる時、船頭さんが私たちに微笑んだ。

「ケッコンオメデトウ」

　片言の日本語に啞然とする私。

　たとえ船頭さんに聞かれたとしても、日本語だからわからないだろうと高を括っていたのだけれど……。

　船頭さん、日本語かなり勉強しているのね。

　あ～、私たちのやり取りを聞かれていたなんて……恥ずかしい～！

　キスしていたのも知っているんじゃあ？

　でも、暗くて見えなかったはず。いや、現地の人なら暗闇に慣れているかも。

　動揺しまくりの私。

　隣にいる玲司さんは「ありがとう」ととびきりの笑顔を船頭さんに向けている。

　この余裕。

　私はまだ心臓バクバクしているよ。

　前に指輪をもらったから、いつかプロポーズされるのはわかっていたけれど、それが今さっきだなんて予想もしていなくて……。

　船頭さんと話している彼をジーッと見ていたら、目が合った。

「また来よう。次来る時は人数が増えてるかもしれないけどね」

　すごく幸せそうに微笑む彼。

「それって子供も一緒かもしれないってこと？」

　確認すると、玲司さんは私の肩を抱いて耳元で囁いた。

「そう。早速ホテルに戻ったら子作りしようか？」

　その言葉にまた顔がカーッと熱くなる。

「もう玲司さん！」

　恥ずかしくて怒ったら、彼は「ハハッ」と声をあげて笑った。

　多分、私は十年後も五十年後も、こうして玲司さんにからかわれているんだろうな。

　彼の笑顔を見ていると、私も笑みが溢れてくる。

　今、私はすごく幸せです。

　そして、これからもあなたとこんな風に笑い合っていたい――。




　その年の六月。

　私と玲司さんは都内の教会で式を挙げた。

　入院中の母も式だけは来てくれて、「美月、綺麗よ」と喜んでくれたので、泣いてしまった。

　私の知ってる優しい母だったんだ。

　内輪だけの式の後、晴人さんがノワールでパーティを開いてくれて、涼華さんや水嶋さん、それに斗真さんも祝ってくれてとても嬉しかった。

　その時、玲司さんが私に久しぶりにラテアートを披露してくれてびっくり。

　そこに描かれていたのはウェディングドレス姿の女の子。

「わ～、これ私？」

　目を輝かせながら確認したら、玲司さんは優しく微笑んだ。

「そう。かわいいだろ？」

「玲司さん、かなり特訓したらしいよ」

　晴人さんが私にそう話すと、玲司さんはギロッと晴人さんを睨んだ。

「お前は余計なこと言うなよ」

　言われてみれば、玲司さんは最近よく深夜にキッチンに立ってなにかを作っていた。

　それってラテアートの練習だったんだ。

「玲司さん、ありがとう」

　カフェにいた頃の玲司さんを思い出しながら礼を言ったら、彼が執事のようにうやうやしく頭を下げる。

「どういたしまして」

「じゃあ、ふたり並んで座って。写真撮ってあげるよ」

　晴人さんがカメラを持って私と玲司さんに声をかけると、玲司さんが私の横に座り、肩を抱いた。

　とびきりの笑顔でポーズを取るつもりが、彼が私の耳元でボソッと呟いたものだから、私の耳と顔の熱が急上昇。

　そこを晴人さんにパシャリと撮られて慌てた。

「キャ～、晴人さん、今のナシ。もう一回撮って」

「美月ちゃん、かわいく撮れたよ。玲司さんになんて言われたの？」

　晴人さんがニヤニヤ顔で聞いてくる。

「それは……その……」

『愛してる』って言われたなんて言えないよ～！

　思い出すだけで照れちゃう。

　しかも、晴人さんたちもいるのに～。

　返答に困っている私を玲司さんは「どうしたの、美月？　晴人に教えてあげなよ」とおもしろそうにいじる。

「ちょっ、玲司さん！」

　動揺しまくりの私。

　結婚式の日も旦那様にハラハラドキドキさせられています。




The end.










ふたりの甘～い年越し




　それは、玲司さんに初めて連れていってもらったマレーシア旅行での出来事。

「あ～、今日もたくさん歩いて疲れた～！」

　シャワーを浴びた後、ベッドサイドの灯りをつけ、ベッドにゴロンと横になる。

　もう一歩も歩きたくな～い。

　なんだかマレーシアに来てからずっと歩き続けているよう……な。

　万歩計をつけたらきっと一万歩は軽く超えていると思う。

　観光して、食事を楽しんで、それで疲れて早く寝る。

　ある意味健康的な生活。

　ホテルの窓からは、クアラルンプールのシンボルともいえるペトロナスツインタワーの夜景が見える。

　白い光でとっても綺麗――。

　スーッと身体の力が抜けていく。

　美しい夜景を見ていると、心が癒やされるのはなぜだろう。

　考えてみるとすごい贅沢だなあ。

　寒い日本ではなく、南国で年越しなんて。

　今日は大晦日で、午後十一時過ぎ。

　でも、マレーシアにいるから、あまり実感がない。

　今日は泊まっているホテルの近くのショッピングモールに行ってきたのだけど、こっちはクリスマスが終わってもクリスマスツリーが飾られているし、気候も暖かいからなんだか変な気分だ。

　去年の大晦日は、確かノワールでカウントダウンしたんだよね。

　玲司さんがいて、晴人さんがいて、他にも常連さんがいて……。

　玲司さんが作ったケーキとピザがとっても美味しかった。

　今思うと、あのカウントダウンも私のことを思って彼がパーティーを開いてくれたのかも。

　玲司さんと出会わなかったら、きっとひとり寂しい年越しをしていたに違いない。

　ううん、そもそも大学にも行けず、路頭に迷っていたかもしれないなあ。

　玲司さんがいたからこんなに幸せでいられるんだ。

「まだシャワーかと思ったら、ここにいたんだ？」

　晴人さんと電話で話していた玲司さんが寝室にやってきて、ベッドに腰掛け、サイドテーブルにスマホを置く。

「うん。晴人さんはなんて？」

　晴人さんは今友達と北海道旅行中。

「北海道土産に木彫りの熊買ってこようかって。却下したけどね」

　玲司さんの話にフフッと笑う。

「木彫りの熊って……昔友達の家で……見たかも」

「美月、今にも寝そうな声だけど、今日も疲れちゃった？」

　玲司さんが身を屈めて私の顔を覗き込んだ。

「ショッピングモールの中って広いから歩き疲れちゃって」

「美月は旅行がいい運動になっていいのかもね」

　クスッと笑って、玲司さんは私の足を掴んで足裏をマッサージし始めた。

「わ～、すごくいい気持ち。玲司さん、上手だね」

　昨日もホテルのエステサロンで全身マッサージをしてもらったのだけど、それと同じくらい気持ちがいい。

「美月の足の指、なんでこんなに冷たいの？　今シャワー浴びたんだよね？」

　マッサージをしながら彼が尋ねる。

「私、末端冷え性なの。手とか足の先が夏でも冷えちゃって。なんかおばあちゃんみたいでしょう？」

　オフィスも結構冷房が効いているから、夏でもカーディガンとブランケットは常備している。

「もう美月のことは全部知ってるつもりでいたけど、まだ知らないことがあったんだな」

　玲司さんがしみじみそう言いながら、彼が急に力を強めてきて思わず声を上げた。

「あっ、痛い！」

　私の反応に彼が怪訝な顔をする。

「足の指の付け根のとこ？」

　確認しながら玲司さんが触れるが、ズキズキ痛くてじっとしていられない。

「そこ……すっごく痛い。多分、骨があるからかも」

　顔を歪めながらそう訴えるが、彼は力を緩めない。

「そんなに力入れてないよ。身体に悪いところがあるから痛いんじゃないか？」

「悪いところなんてないよ」

　今年会社で受けた健康診断だって異常なしだった。

「でも、これが痛いんだよね？」

　足の指全体をマッサージされ、身をよじって叫ぶ私。

「ぎゃあー、そこダメ！　骨が折れる～！」

　大袈裟に騒いでいるのではない。

　本当に痛いのだ。

　洗濯バサミでギュッと挟まれたような感じ。

「折れない。それに、少しなぞってるだけだよ。これは徹底的にやらないとな」

　キラリと彼の目が光ったと思うのは気にせいだろうか？

　何かスイッチ入ったような……。

　時々玲司さんがＳだと感じるのはこういう時だ。

「も、もういいよ。ありがとう。すっかり疲れが取れました」

　丁重に断って起き上がろうとするも、彼にポンと肩を叩かれまたベッドに寝かされた。

「ダーメ。婚約者の体調管理は俺の大事な仕事だからね」

　そんなの初耳だ。

　今作った仕事でしょう？

「ほ、本当に平気だからもういいよ」

　全力で拒否するが、彼は諦めてはくれない。

「いや。ちゃんとケアしないと」

　玲司さんはニコニコ顔で私の足の指を念入りにマッサージする。

「ぎゃあ～、足の指が裂ける～！　痛くて死んじゃう～！　もう無理～！」

　そう叫び続けること三十分。

　玲司さんはようやく手を止めてくれた。

「足先の血行も良くなったし、今日はこれで終わりにする」

　その言葉にホッとするも、続けて聞こえてきた彼の発言にギョッとする。

「これから毎晩マッサージしよう。美月の冷え性も治るよ」

　優しい笑顔を見せるが、絶対に私が嫌がってるのをわかってて言ってる。

「玲司さんの……意地悪」

　上目遣いに睨んだが、彼は悪びれた様子もなくフッと笑った。

「意地悪で結構。美月に入院されたら困るからね」

　その不穏な声の響きにドキッとして、慌てて言った。

「じゃあ、私も玲司さんが入院したら困るからマッサージしてあげる」

　起き上がろうとしたら、今度は彼にベッドに組み敷かれた。

「俺はマッサージよりも美月と愛し合いたい。マレーシアに来てからずっと美月はすぐに寝ちゃうから、俺もう我慢の限界なんだよね」

　やんわりと私を責める玲司さん。

　確かに毎日、夕飯を食べてホテルの部屋でシャワー浴びたらバタンキューで、気づいたら朝になっていた。

「わ～、ごめんなさい。それは……毎日ヘトヘトに疲れてたから」

　苦笑いしながら言い訳する私の目をしっかりと捉え、玲司さんはニヤリとする。

「わかってる。でも、今は俺がマッサージしたから疲れも取れたよね？」

　言われて気づく。

　確かに重かった身体が彼のマッサージで軽くなった。

「……うん。だけど、夜の十二時になったらホテルの人がニューイヤーの花火が見えるって言って……!?」

　私の唇に玲司さんが指を当ててドキッとする。

「もう待てない」

　その言葉通り、彼は私の唇を奪い、私のバスローブを脱がす。

　その熱いキスに何も言えなくなった。

　玲司さんもキスをしながら着ていた服を脱ぎ捨てる。

　互いの肌が触れ合って、もう彼のことしか考えられなくなって……。

　もうすぐ年越しということも頭から消えた。

　彼と身体を重ねると、いつも愛されているけど、もっと愛されているんだって肌で感じる。

　もうこの温もりなしでは生きられない。

「愛してる」

　玲司さんが耳元で囁いて、私も彼の首に手を巻きつけて「私も愛してる」と返した。

　その時、パンパンと花火が上がる音がして、窓の外が明るくなる。

　窓の外に目を向ければ、ツインタワーの周囲で花火がたくさん上がっていた。

　それに、プップッーとラッパの音も聞こえてきた。

「どうやら新年を迎えたようだ」

　玲司さんが上体を起こしてツインタワーの方を見るので私もベッドから起き上がって彼に寄り添った。

「すごく派手な年明けだね」

　日本だと除夜の鐘の音が聞こえるけど、やっぱり異国の地は違うのね。

「そうだね。今年もよろしく」

　玲司さんはそう言って私に甘いキスを落とす。

　そのキスを受け止めると、彼の目を見て微笑んだ。

「末永くよろしくお願いします」

　今年、私は玲司さんと結婚する。

　どこにいても彼と一緒に毎年新年を迎えていきたい。

　ずっと――。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。このたびは『切愛願望～極上御曹司の庇護欲からは逃げられない～』をお手に取っていただいてどうもありがとうございます。

　さて、もうすっかり恒例になっていますが、今回もゲストを呼んじゃいました～。


玲司　真田玲司です。こんにちは。

晴人　玲司さん、フェロモンだだ漏れ。美月ちゃんと結婚してさらにいい男になったんじゃない？

玲司　さあ？　毎日幸せだけどね。

晴人　うわ～、玲司さんから惚のろ気けを聞かされる日が来るとはねえ。

玲司　羨ましかったら、晴人もいい人見つけて結婚すればいい。

晴人　簡単に言わないでくれる？　俺、玲司さんみたいに奥さんを自分好みに育ててないから。

玲司　なにそれ？

晴人　光ひかる源げん氏じが紫むらさきの上うえを育てたみたいに、美月ちゃんをある意味囲ってたよね？

玲司　囲ってたんじゃなくて、守ってたんだよ。

晴人　いや、気になる子だったから、自分が支援して、囲い込んだんだろ？　光源氏とやってること一緒だよ。

玲司　お前は……。夏のボーナス減らそうかな。

晴人　や、やだなあ。冗談だよ。冗談。

玲司　俺は冗談じゃなくて本気で言ってるから。

晴人　わ～、俺、ボーナス出たら新しい車買おうと……。玲司さん、考え直して～！

玲司　大丈夫だ。新車がなくても生きていけるから。



（ニコニコ顔で去っていく玲司を晴人が慌てて追う）

　ふふっ、相変わらず仲のいいふたりでしたね。

　最後になりましたが、ボーッとしていて頼りない私を温かく支えてくださった編集部の森様、妹尾様、また、思わず見惚れてしまうようなイラストを描いてくださった浅島ヨシユキ先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆様、心より感謝しております。このご縁がとっても長く続きますように！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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